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公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターは、ত和56年４月に設ཱされ

てҎ来、37年間にわたって京都府内の֤地Ҭに所在する埋蔵文化財の発掘調査を

実施してまいりました。

これらの調査成果をく府ຽのօ༷方にお伝͑し、զʑのઌのาんできた跡

をଟくの方ʑに知っていただくようめることがだと考͑ております。

本書は、平成28・29年にࠃ土ަ通ল近ـ地方整備ہ福知山Տ川ࠃ道事所・

京都ࠃ道事所、京都府݈߁福ࢱ部、京都府ڭҭҕһ会、京都府建設ަ通部のґ

པをそれͧれड͚て実施した、東光寺跡、天神山古墳群、金堀遺跡、伏見城跡、

北大塚古墳、月出遺跡の発掘調査報告を収録したものです。本書をֶज़研究のࢿ

ྉとして、また、地Ҭのྺ࢙や埋蔵文化財の関৺とཧղを深めるために、ご活

༻いただ͚ればいです。

発掘調査をґཔされた֤機関をはじめ、舞鶴市ڭҭҕһ会、京都市文化市ຽہ、

井手町ڭҭҕһ会、木津川市ڭҭҕһ会、精華町ڭҭҕһ会、京丹後市ڭҭҕһ

会などの֤関係機関、ならͼに調査にごࢀՃ、ごྗڠいただきましたଟくのօ༷

にްくおྱਃし上͛ます。

平成３÷年３月

公益財団法人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

ཧ 事 　　井 上 ຬ 　　
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１ɽ本書に収めた報告は下記のとおりである。

　（１）平成29年月出遺跡

　（２）平成28年東光寺跡

　（３）平成28年伏見城跡

　（４）平成28・29年北大塚古墳・大塚遺跡

　（̑）平成29年金堀遺跡

　（̒）平成28年天神山古墳第２次

２ɽ遺跡の所在地、調査期間、経අෛ୲者及ͼ報告のࣥච者は下දのとおりである。

遺　跡　名 所　在　地 調査期間 経අෛ୲者 ࣥච者

１ 月出遺跡 京都府京丹後市網野
町浜詰月出

平成29年10月17日～12
月22日

京都府丹後土木事
所 福山博章

２ 東光寺跡 京都府舞鶴市字京田
小字東光寺766他

平成28年̑月26日～11
月２日

地ـ土ަ通ল近ࠃ
方整備ہ福知山Տ
川ࠃ道事所

石井清司

３ 伏見城跡 京都府京都市伏見区
村上町395他

平成28年9月27日～12
月15日 京都府݈߁福ࢱ部 中川和哉・

岡﨑研一

４ 北大塚古墳・大塚遺
跡

京都府綴喜郡井手町
井手大塚他

平成28年̓月21日～10
月28日
平成29年１月̑日 ～１
月31日
平成29年４月̑日～̑
月30日

京都府ڭҭҕһ会 竹村亮仁

̑ 金堀遺跡 京都府相楽郡精華町
山田金堀

平成29年４月20日～̑
月18日

地ـ土ަ通ল近ࠃ
方整備ہ京都ࠃ道
事所

中川和哉・
竹原一彦

̒ 天神山古墳第２次 京都府木津川市木津
天神山

平成28年̔月１日～̕
月̕日

地ـ土ަ通ল近ࠃ
方整備ہ京都ࠃ道
事所

福山博章・
౻井ཅี

３ɽ上記̒事̒ۀ遺跡は本部事所（向日市寺戸町）で整ཧ・報告ۀ࡞を実施した。ۀ࡞につい

ては、調査୲者のࣔࢦのもと調査՝اը調整係がྗڠして実施した。

４ɽ本書で༻している࠲ඪは、世界測地系ࠃ土࠲ඪ第ᶜ࠲ඪ系によっており、方位は࠲ඪの

北をさす。また、ࠃ土地ཧ院発行地形図の方位は経の北をさす。

̑ɽ土層அ面の土৭や出土遺物の৭調はྛ水࢈লྛ水ٕ࢈ज़会ٞ事ہमのʰ新൛ඪ

४土৭ʱを༻した。土層அ面図のཻܘ区分はཻඪ本を༻いた。

̒ɽ本書の編集は、調査՝調査୲者の編集原Ҋをもとに、調査՝اը調整係が行った。

̓ɽݱ場ࣸਅは主として調査୲者がࡱӨし、遺物ࡱӨは、調査՝اը調整係主査田中　জが

行った。
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  北大塚古墳・大塚遺跡調査地શܠ（東から）

ɾେ௩遺跡ݹ಄ਤ൛̎ େ௩ר

  ʢ1）２トレンチ　１号墳શܠ（南から）

  （2）２トレンチ　１号墳墳丘上出土土器
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 （3）３トレンチ平坦面̘　̨̭04地輪出土状گ（北東から）
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図൛第11 （1）３トレンチ平坦面̚　東光寺跡面掘状گ（南西から）

 （2）３トレンチ平坦面̚　下層遺構掘状گ（西から）

 （3）３トレンチ平坦面̚　̨̭02遺物出土状گ（西から）

図൛第12 （1）東光寺古墳　石室શܠ（西から）

 （2）東光寺古墳　石室શܠ（南から）
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図൛第13 （1）東光寺古墳　石室上面検出状گ（南から）

 （2）東光寺古墳　石室চ面上層の東西൞堆積状گ（北から）

 （3）東光寺古墳　石室内চ面上層の่མ石の状گ（西から）

図൛第14 （1）東光寺古墳　่མ石のআ去後の状گ（西から）

 （2）東光寺古墳　่མ石のআ去後の状گ（北から）

 （3）東光寺古墳　ࠨ部の掘状گ（北から）

図൛第15 （1）東光寺古墳　北部東นの土層堆積状گ（西から）

 （2）東光寺古墳　南部東นの土層堆積状گ（西から）

 （3）東光寺古墳　Ԟนの石材及ͼ掘形அ面（西から）

図൛第16 （1）東光寺古墳　石室চ面上の東西ܣ（南から）

 （2）東光寺古墳　石室চ面上の南北ܣ北部（西から）

 （3）東光寺古墳　石室চ面上の南北ܣ南部（西から）

図൛第17 （1）東光寺古墳　ݰ室内Ԟน（̖群）出土状گ（南から）

 （2）東光寺古墳　石室内部（̗群）遺物出土状گ（北西から）

 （3）東光寺古墳　石室内କ部（̗群）遺物出土状گ（西から）

図൛第18 （1）東光寺古墳　ત道部่མ石আ去後の状گ（西から）

 （2）東光寺古墳　ત道部চ面のഉ水溝（南から）

 （3）東光寺古墳　石室東ଆの土層堆積状گ（南から）

図൛第19 （1）東光寺古墳　ݰ室চ面下面の状گ（南から）

 （2）東光寺古墳　ݰ室চ面下面の状گ（西から）

 （3）東光寺古墳　ત道部চ面下面の状گ（北西から）

図൛第20 （1）東光寺古墳　石室ཆੜのۀ࡞状گ（西から）

 （2）東光寺古墳　石室ཆੜの状گ（南西から）

 （3）東光寺古墳　石室ཆੜの状گ（北西から）

図൛第21 出土遺物１

図൛第22 出土遺物２

図൛第23 出土遺物３

図൛第24 出土遺物４

̏ɽ෬ݟ跡

図൛第１ （1）第１トレンチશܠ（南東から）

 （2）第１トレンチ西部近ܠ（北東から）

図൛第２ （1）第１トレンチ近ܠ（西から）

 （2）第１トレンチશܠ（東から）

図൛第３ （1）第１トレンチ西部近ܠ（西から）



-ğ-

 （2）第１トレンチ杭列近ܠ（西から）

図൛第４ （1）第１トレンチ杭列近ܠ（北から）

 （2）第１トレンチ杭列அちׂりஅ面（東から）

図൛第̑ （1）第１トレンチ杭列அちׂりஅ面（東から）

 （2）第１トレンチ遺物出土状گ（南から）

図൛第̒ （1）第１トレンチ南นஅ面（北東から）

 （2）第１トレンチ南นஅ面（北東から）

図൛第̓ （1）第２トレンチશܠ（北から）

 （2）第２トレンチશܠ（南から）

図൛第̔ （1）第２トレンチ東นஅ面（西から）

 （2）第２トレンチ東นஅ面（南西から）

図൛第̕ （1）土４遺物出土状گ（南から）

 （2）第２トレンチஅちׂり状گ（西から）

図൛第10 出土遺物

̐ɽେ௩ݹɾେ௩遺跡

図൛第１ （1）１トレンチશ１ܠ（南から）

 （2）１トレンチશ２ܠ（北から）

 （3）１トレンチ東ଆ֦ு前શܠ（西から）

図൛第２ （1）１トレンチ東ଆ֦ு後શܠ（北西から）

 （2）１トレンチ東ଆ֦ு区แ含層அ面（北から）

 （3）１トレンチ東֦ு区遺物出土状گ（北東から）

図൛第３ （1）２トレンチશܠ（北西から）

 （2）２トレンチ西部શܠ（北西から）

 （3）２トレンチ南部શܠ（西から）

図൛第４ （1）２トレンチ北部શܠ（南から）

 （2）２トレンチ東部શܠ（東から）

 （3）２トレンチ̨̭01検出状گ（北東から）

図൛第̑ （1）２トレンチ̨̭01ൣғ確認状گ（北西から）

 （2）２トレンチ̨̭01掘状گ（北東から）

 （3）３トレンチશܠ（南から）

図൛第̒ （1）４トレンチશܠ（南から）

 （2）̑ トレンチશܠ（南西から）

 （3）̒ トレンチશܠ（南から）

図൛第̓ （1）̓ トレンチશܠ（西から）
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 （2）̔ トレンチશܠ（東から）

 （3）̕ トレンチશܠ（東から）

図൛第̔ （1）̕ トレンチ遺物出土状گԕܠ（北西から）

 （2）̕ トレンチ遺物出土状گ近ܠ（北から）

 （3）10トレンチશܠ（西から）

図൛第̕ （1）11トレンチશܠ（東から）

 （2）12トレンチશܠ（西から）

 （3）13トレンチશܠ（西から）

図൛第10 （1）14トレンチશܠ（南から）

 （2）15トレンチશܠ（南西から）

 （3）15トレンチશܠ（南東から）

図൛第11 （1）２トレンチ１号墳શܠ（南から）

 （2）２トレンチ１号墳石室શܠ（南から）

図൛第12 （1）２トレンチ１号墳墳丘存状گ（北西から）

 （2）２トレンチ１号墳શܠ（南から）

図൛第13 （1）２トレンチ１号墳検出状گ（南から）

 （2）２トレンチ１号墳ત道ॎஅ面（南東から）

 （3）２トレンチ２号墳ݰ部横அ面（南から）

図൛第14 （1）２トレンチ１号墳ત道掘状گ（南から）

 （2）２トレンチ１号墳ด࠹石検出状گ（南東から）

 （3）２トレンチ１号墳ત道ଆน石材存状گ（北東から）

図൛第15 （1）２トレンチ１号墳石室内横அ面（北から）

 （2）２トレンチ１号墳石室શܠ（南から）

 （3）２トレンチ１号墳ഉ水溝掘શܠ（南東から）

図൛第16 （1）２トレンチ１号墳石材ਾࠟ掘શܠ（北から）

 （2）２トレンチ１号墳墳丘அ面（南西から）

 （3）２トレンチ１号墳周溝அ面（南東から）

図൛第17 （1）２トレンチ１号墳石材غ状گ（南西から）

 （2）２トレンチ１号墳遺物出土状گ（北東から）

 （3）２トレンチ̨̭31遺物出土状گ（南から）

図൛第18 （1）16トレンチ２号墳石室શܠ（南から）

 （2）16トレンチ２号墳墳丘அちׂりશܠ（南から）

図൛第19 （1）16トレンチ２号墳石室内அちׂりશܠ（南から）

 （2）16トレンチ２号墳石材設置状گશܠ（南西から）

図൛第20 （1）16トレンチ２号墳検出状گશܠ（南から）
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 （2）16トレンチ２号墳石室石材ൈऔ状گશܠ（南から）

 （3）16トレンチ２号墳石室内中世࠶ར༻面検出状گ（南から）

図൛第21 （1）16トレンチ２号墳石室石材ൈऔࠟ横அ面（南西から）

 （2）16トレンチ２号墳石室石材ൈऔࠟ北横அ面（東から）

 （3）16トレンチ２号墳石室石材ൈऔࠟ南横அ面（西から）

図൛第22 （1）16トレンチ２号墳石室内中世࠶ར༻面横அ面（北から）

 （2）16トレンチ２号墳石室内中世࠶ར༻面ॎஅ面શܠ（西から）

 （3）16トレンチ２号墳石室内中世࠶ར༻面ॎஅ面北検出状گ（南東から）

図൛第23 （1）16トレンチ２号墳石室内中世࠶ར༻面敷状گ（南から）

 （2）16トレンチ石材ൈऔ51̨̠石材検出状گ（南から）

 （3）16トレンチ２号墳石室内遺物出土状گԕܠ（南西から）

図൛第24 （1）16トレンチ２号墳石室内遺物出土状گ近ܠ（西から）

 （2）16トレンチ２号墳石室掘状گ（南から）

 （3）16トレンチ２号墳石室石材ਾ穴掘状گ（南から）

図൛第25 （1）16トレンチ２号墳石室北ଆ墳丘அ面（北西から）

 （2）16トレンチ２号墳石室西ଆ墳丘அ面（南から）

 （3）16トレンチ２号墳石室東ଆ墳丘அ面（南東から）

図൛第26 （1）16トレンチ２号墳周溝̨̙05அ面（東から）

 （2）16トレンチ２号墳周溝̨̙05அ面（東から）

 （3）16トレンチ２号墳石材আ去状گશܠ（南から）

図൛第27 （1）16トレンチ２号墳Ԟนଆน߹せ状گ（南から）

 （2）16トレンチ２号墳Ԟนӈଆน߹せ状گ（南東から）

 （3）16トレンチ２号墳Ԟนࠨଆน߹せ状گ（北東から）

図൛第28 （1）16トレンチ２号墳ӈଆน߹せ状گ（西から）

 （2）16トレンチ２号墳Ԟนഎ面状گ（北から）

 （3）16トレンチ２号墳ӈଆน߹せഎ面状گ（東から）

図൛第29 （1）17トレンチ３号墳・４号墳ཱ地状گ（南東から）

 （2）17トレンチ３号墳石室શܠ（南から）

図൛第30 （1）17トレンチ４号墳શܠ（南東から）

 （2）17トレンチ４号墳શܠ（南東から）

図൛第31 （1）17トレンチ４号墳அちׂり状گશܠ（南東から）

 （2）17トレンチ４号墳掘શܠ（南東から）

図൛第32 （1）17トレンチண手前状گ（南西から）

 （2）17トレンチ３号墳検出状گ（南から）

 （3）17トレンチ３号墳掘状گ（南から）
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図൛第33 （1）17トレンチ３号墳石室̨̭01石材存状گ（南東から）

 （2）17トレンチ３号墳石室̨̭01石材ਾ穴検出状گ（南から）

 （3）17トレンチ３号墳遺物出土状گ（西から）

図൛第34 （1）17トレンチ３号墳石室内攪乱̨̭01அ面（西から）

 （2）17トレンチ４号墳調査状گ（南東から）

 （3）17トレンチ４号墳石室内セΫシϣン設置状گ（南東から）

図൛第35 （1）17トレンチ４号墳石室̨̭02石室内南北セΫシϣンஅ面（東から）

 （2）17トレンチ４号墳石室̨̭02石室内掘状گ（南から）

 （3）17トレンチ４号墳石室̨̭02石室内掘状گ（北西から）

図൛第36 （1）17トレンチ４号墳周溝̨̙03அ面̗ʵ̗ʟ（東から）

 （2）17トレンチ４号墳周溝̨̙03அ面̘ʵ̘ʟ（東から）

 （3）17トレンチ４号墳周溝̨̙03அ面̙ʵ̙ʟ（西から）

図൛第37 （1）17トレンチ４号墳遺物出土状گ（北東から）

 （2）17トレンチ４号墳ӈଆนਾ穴内整地土検出状گ（南東から）

 （3）17トレンチ４号墳掘状گ（南東から）

図൛第38 （1）18トレンチશܠ（南西から）

 （2）19トレンチશܠ（東から）

 （3）20トレンチશܠ（東から）

図൛第39 （1）21トレンチશܠ（東から）

 （2）22トレンチશܠ（東から）

ܠ地આ明会෩ݱ（3） 

図൛第40 出土遺物１

図൛第41 出土遺物２

図൛第42 出土遺物３

図൛第43 出土遺物４

図൛第44 （1）出土遺物̑

 （2）出土遺物̒

̑ɽۚງ遺跡

図൛第１ （1）調査前ԕܠ（南から）

 （2）１トレンチશܠ（南西から）

 （3）１トレンチ土層அ面（南から）

図൛第２ （1）１トレンチ深掘状گ（東から）

 （2）２トレンチશܠ（西から）

 （3）２トレンチ土層அ面（南西から）
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̒ɽఱਆݹࢁ܈第̎࣍

図൛第１ （1）１トレンチશܠ（北から）

 （2）１トレンチશܠ（西から）

 （3）１トレンチશܠ（北西から）

図൛第２ （1）２トレンチશܠ（北から）

 （2）２トレンチશܠ（西から）

 （3）２トレンチશܠ（南から）

図൛第３ （1）３トレンチશܠ（南から）

 （2）３トレンチશܠ（南から）

 （3）３トレンチ東นஅ面（西から）

図൛第４ （1）４トレンチશܠ（東から）

 （2）４トレンチશܠ（西から）

 （3）４トレンチ北นஅ面（南から）

図൛第̑ （1）̑ トレンチશܠ（北から）

 （2）̑ トレンチશܠ（南から）

 （3）̑ トレンチ西นஅ面（東から）

図൛第̒ （1）̒ トレンチશܠ（北から）

 （2）̒ トレンチશܠ（東から）

 （3）出土遺物
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１ɽ平成29年月出遺跡発掘調査報告

̍ ɽ ͡ Ί ʹ

今回の調査はࠃ道178号ࡂ・҆શަ金ۀҕୗに伴い、京都府丹後土木事所のґཔをड

͚て実施したものである。

月出遺跡は京丹後市網野町浜詰月出に所在する。遺跡ൣғ内に石造物の散布が確認されており、

中世Ҏ߱の墳ุと考͑られている。過去に調査ྫはなく、本調査がॳめての調査となる。今回の

調査地は遺跡ൣғの北ଆに位置する。

、ҭҕһ会をはじめڭҭҕһ会、京丹後市ڭ成にあたっては、京都府࡞地調査ならͼに報告書ݱ

֤関係機関、地元自࣏会、近隣ॅຽの方ʑのごࢦಋとごྗڠをいただいた。また、ݱ地調査につ

いては૿田࢜༤ࢯ、দ田ॱ一ࢯよりごࢦಋ、ごॿݴをड͚た。記してँײしたい。

なお、調査にかかる経අはશֹ、京都府丹後土木事所がෛ୲した。

ʤ調査ମ੍ʥ

　調査ऀ　調査՝　　　　　　　　　　　　小ݱ

調査第２係　　中川和哉݉ࠤ調査୲ऀ　調査՝՝ิݱ

　　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　主　　　　福山博章

調ɹ査ɹɹॴ　京丹後市網野町浜詰月出

調ɹ査ɹظɹؒ　平成29年10月17日～平成29年12月22日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　500㎡

̎ ɽҐ ஔ ͱ  ڥ

月出遺跡は京都府京丹後市網野町に位置する。京丹後市は京都府北部に位置する丹後ౡの大

部分をめており、平成16年４月にๆ山町・大宮町・網野町・ٱඒ浜町・丹後町・ӫ町の̒町

が߹ซしてੜした。چ網野町は日本ւに面した丹後ౡ西部に位置しており、山間部が大部分

をめるが、東部の福田川と西部の木津川によりԭ積地が形成される。これらのՏ川が形成する

ԭ積地のւ؛部には砂丘があり、木津川のՏޱ近からٱඒ浜にか͚て大規模な砂丘が認めら

れ、月出遺跡も砂丘上にཱ地している。

調査地周辺では木津川流Ҭのԭ積地と山間部、ւ؛部の砂丘地ଳに主に遺跡が分布している。

浜詰遺跡は木津川Տޱ部؛ࠨの砂丘上に位置するೄ文時代の集མ遺跡である。方形の୦穴建物

２基、塚が検出され、ೄ文時代前期から後期の土器、石᭲、石などの石器、ྨ、ྨڕ、ᄡ

ೕྨのࠎが出土している。

দϲ࡚遺跡は木津川のԭ積地に位置するೄ文から奈良時代の遺跡である。ೄ文時代では石ғい
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第１図　調査地位置図及ͼ周辺遺跡分布図（ࠃ土地ཧ院1/25,000　ٱඒ浜）
１ɽ月出遺跡 ２ɽ丹ϊ୩古墳群 ３ɽඨ野ഇ寺 ４ɽࣲ古遺跡 ̑ɽ大良古墳群 
̒ɽവ石浜遺跡 ̓ɽ浜詰経塚 ̔ɽ浜詰遺跡 ̕ɽはやし古墳 10ɽ浜詰古墳群 
11ɽদϲ࡚遺跡 12ɽ大城跡 13ɽ下和田古墳 14ɽঁ布୩西古墳 15ɽ下和田"城跡 
16ɽച布神社経塚 17ɽঁ布୩古墳群 18ɽ下和田̗城跡 19ɽ中ؗ城跡　

第２図　調査トレンチ置図（1/2,500）
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が検出されている。ೄ文時代前期から後期の土器、ྨڕのݎ、ࠎ果ྨが出土している。ੜ時

代では前期から中期の溝が検出されており、土器や石器が出土している。古墳時代では前期の井

戸が検出されており、Գ形容器をస༻した井戸を༻していた。奈良時代では؛ޢ施設を༗す

る流路が検出されている。

部の砂丘上に位置する。വ石浜遺跡はೄ文時代から室町時代にか͚て؛跡വ石浜遺跡はւ࢙ࠃ

の遺物が࠾集されており、ೄ文時代後期の土器、ੜ時代前期から中期の土器の他に、鉄᭲、銅

᭲、՟ઘが࠾集されており、大とのަ流が考͑られる遺物としてされている。その他、平

҆時代のߖேेೋમが出土しており、ߓ関係の公的施設の存在がਪఆされている。

ඨ野ഇ寺は木津川ࢧ流のඨ野川؛ࠨに位置する、̓世ل༿に建された古代寺院である。塔

৺ૅと考͑られるૅ石が発見されたほか、瓦の堆積や敷遺構が検出されている。َ瓦、ؙݢ瓦、

に建された།一の古代ل平瓦、書土器、建築部材が出土している。丹後地Ҭにお͚る̓世ݢ

寺院である。

調査地南部の砂丘上にはඨ野地蔵群が位置する。ඨ野地蔵群は砂によって埋まった村があった

というʮおこう野ʯ伝આにまつわる石造物群で、室町時代の൘ൾ、一石五輪塔が所在しており、

。ཆを行っているڙりが行われ、おこう野村のઌࡇ在も地蔵ݱ

̏ ɽ調 査 ͷ ֓ ཁ

ऴྃ後にॏ機ۀ࡞࠾し、െ࢝を։ۀ࡞࠾地調査は平成29年10月17日より調査༧ఆ地のྛെݱ

による掘と人ྗによる掘と遺構精査を行った。平成29年12月22日に֤トレンチの埋めしを

第３図　調査トレンチ土層அ面ப状図（1/80）
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を行いۀ࡞機材のఫ収ࢿ、しྃ

。をऴྃしたۀ࡞地のݱ

今回の調査は、月出遺跡の北ଆ

部分にたる。路ઢ工事の༧ఆ地

内に̑か所のトレンチを設ఆし

た。調査トレンチは西ଆの丘陵部

に１トレンチから３トレンチ、東

ଆの࡞ߞچ地に４トレンチと̑ト

レンチの̑か所を設ఆし、૯面積

500㎡を調査した。

ᶃ̍τϨϯν（第４図）

調査地西ଆのߴまりに設ఆした

-字形の調査区である。ݱ地ද面

のඪߴは22.8̼から25.3̼でൺߴ

ࠩは2.5̼を測る。

ද土下よりにͿいԫ৭砂層	

第３図２層
を検出した。砂層は

な֪ยࡉ中ཻ砂であり、ඍ～ࡉ

がࠞじる。水平、ࣼめ方向の１～

３mmのബい༿ཧのॏなりが確認

できるが、堆積ڥのม化しない

୯層の砂層である。ඪ21.2̼ߴま

で掘したが、土層の堆積状گに

ม化はなく、遺構、遺物は認めら

れなかった。

ᶄ̎τϨϯν（第４図）

調査地西ଆのߴまりに設ఆした

調査区である。ݱ地ද面のඪߴは

25.3̼から23.3̼でൺࠩߴは2.0̼

を測る。ද土下よりにͿいԫ৭

砂層（第３図２層）を検出した。ඪ

したが、土層の21.2̼まで掘ߴ

堆積状گにม化はなく、遺構、遺

物は認められなかった。第４図　調査トレンチ平面図（1/400）
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ᶅ̏τϨϯν（第４図）

調査地西ଆの平坦面に設ఆした調査区である。ݱ地ද面のඪߴは24.5̼から23.1̼でൺࠩߴは

1.4̼を測る。ද土下よりにͿいԫ৭砂層（第３図２層）を検出した。調査区西ଆでॏ機による

深掘りを行ったとこΖ、ඪ17.8̼ߴ近で砂層の土৭ม化が認められた。２層の砂層はཻࡉ砂か

ら中ཻ砂であり、水平、ࣼめ方向のബい༿ཧのॏなりが確認できるが、堆積ڥにม化のない୯

層の砂層である。３層の上層との層ཧ面近はࠇ৭をఄしており、২物の根跡、ࠟが確認で

きるため、地ද面であったと考͑られる。ඪ17.1̼ߴ近までॏ機による掘を行ったが、҆શ

にۀ࡞Մな深さをӽ͑たため、掘をऴྃした。いͣれの層位からも遺構、遺物は認められな

かった。

ᶆ̐τϨϯν（第４図）

調査地東ଆの࡞ߞچ地である平坦地に設ఆした調査区である。ݱ地ද面のඪߴは22.0̼から

21.9̼でൺࠩߴは0.1̼を測る。

ද土下より࡞ߞچ土であるにͿいԫ৭砂層（第３図３層）を検出した。ඪ20.9̼ߴから20.3̼

までは明ԫ৭砂層（第３図̒層）が水平に堆積する。ඪ20.3̼ߴからඪ20.7̼ߴでは西ଆから東

ଆに向かうࣼめの砂層の不整߹な堆積（第３図̓・̔・̕層）を検出した。

̒層から下層のશ層位には12～0.5ܘDmఔのڽփؠなどのѥ円、ѥ֯がࠞじるが、堆積

構造を形成せͣに不特ఆにࠞ入している。また、ࣼめの不整߹堆積層（̔・̕層）はの他にૈཻ

砂からཻࡉ砂がϒϩοΫ状やࣶ状にࠞじる。このような堆積状گから、一方向からӦྗをड͚た

と考͑られ、連ଓする不整߹の層位とڽփؠがࠞじる層位は人ҝ的なվมが考͑られる。

調査区東ଆでॏ機による深掘りを行ったとこΖ、ඪ19̼ߴ近でՖቋؠのがࠞじるݻくకま

ったփ৭砂層（第３図11層）を検出した。փ৭砂層は調査区西นでも検出しており、調査地は西ଆ

から東ଆに向͚てくなり、؇やかにࣼしている堆積状گをఄする。փ৭砂層は調査地西ଆの

地山であると考͑られる。ඪ17.5̼ߴ近までॏ機による掘を行ったが、҆શにۀ࡞Մな深

さをӽ͑たため、掘をऴྃした。いͣれの層位からも遺構、遺物は認められなかった。

ᶇ̑τϨϯν（第４図）

調査地東ଆの࡞ߞچ地に位置するςϥε状のߴまりに設ఆした調査区である。ݱ地ද面のඪߴ

は21.7̼から22.0̼でൺࠩߴは0.3̼を測る。

ද土下からඪ21.9̼ߴまで࡞ߞچ土（第３図４層）を検出した。また、࡞ߞچ土の下層である

ઙԫ৭砂層（第３図̑層）の࠷下層であるඪ19.8̼ߴよりম͚た൘状のϓϥεチοΫยと土೯ାの

破ยを検出した。ඪ19.6̼ߴまで掘したが、遺構、遺物は認められなかった。

土による人工的な盛土であると判明し、さら࡞ߞچまりはߴ地ද面で確認されたςϥε状のݱ

に、ඪ19.8̼ߴ近まではݱ代の人ҝ的なվมがՃわっていることが判明した。
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今回の調査ではશ調査区において遺構、遺物を検出することはできなかった。調査地東ଆの１

～３トレンチの調査の結果、調査地西ଆは近隣のւ浜からのඈ砂による෩成堆積により形成され

た砂丘であることが判明した。砂丘の土層அ面はཻࡉ砂から中ཻ砂のബい༿ཧのॏなりが確認で

きるが、堆積ڥにม化のない୯層の砂層で、期間に堆積し、形成された砂丘であると考͑ら

れる。

調査地西ଆの４、̑トレンチでは人ҝ的なվมをड͚た堆積状گを確認した。調査地西ଆ周辺

は過去に大規模な土औりが行われており、今回の調査区で確認した堆積状گは土औり後の埋め

しによるものであると考͑られる。

いͣれの調査地においてもॏ機によって深掘りを行ったが、砂層の堆積を確認したのみで、遺

構、遺物は検出できなかった。

また、今回の調査地は月出遺跡の北ଆにたるが、月出遺跡の南ଆは丘陵からւ؛向かう؇

やかなࣼ地に砂丘が形成されている、丘陵近や砂丘の下層に集མなどの遺跡がల։している

Մੑが考͑られる。

（福山博章）
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この調査は、舞鶴市上҆から京田を結Ϳ西舞鶴道路（ࠃ道27号όΠύεԆ約4.9km）事ۀに伴

う京都府舞鶴市京田小字東光寺に所在する東光寺跡の発掘調査である。発掘調査は、ࠃ土ަ通ল

近ـ地方整備ہ福知山Տ川ࠃ道事所のґཔをड͚て実施した。

東光寺跡は西舞鶴道路事ۀ地内の南にあたり、ҁ部市ઋ山をݯとし西舞鶴市Ҭを南北に流

れるҏࠤ津川（ೋڃՏ川）のӈ؛にあり、山間部を北流してきたҏࠤ津川が西舞鶴市֗Ҭで平野部

とがるが、その山間部から平野部のڥにあるڱᯀな位置にཱ地している。

֘遺跡は舞鶴市ڭҭҕһ会による遺跡分布調査で遺物（須恵器）が࠾औされた地
ㅭ㉅１ㅮ

であり、字

名が東光寺とあることと地方の伝承から、東光寺跡として周知されていた。また、調査区の丘陵

部には南北ଓく市道（ࣣ日市ਅઢ）がある。この市道は舞鶴城（田辺城）から京向かうʮ京

֗道ʯを౿ऻしており、田辺藩主のަۈࢀ代の道ے
ㅭ㉅２ㅮ

として知られている。その名りとして、今

回の調査区の北方約100̼にはʮ田ᬒ大ڮϤリ一ཬʯとࠁまれた石ൾがる一ཬ塚がある。今回

の発掘調査は、周知されている東光寺跡の実ଶを知るため、地名にっているような寺院が存在

するのかどうか、寺院であった場߹、その寺院の造Ӧ時期やഇઈの時期などを明らかにする的

で実施した。

発掘調査は、平成28年西舞鶴道路事ۀに係る東光寺跡の発掘調査として平成28年４月１日に

発掘調査のண手४備を行い、ಉ年̑月19日より丘陵部（３トレンチ）のथ木െ࠾を։࢝し、ಉ年̑

月26日より丘陵部にઌ行して東光寺跡の西のൣғ確認のためにߞٳ田部分に２か所のトレンチ

を設ఆして発掘調査を։࢝した。

、ҭҕһ会をはじめڭҭҕһ会・舞鶴市ڭ成にあたっては、京都府࡞地調査ならͼに報告書ݱ

関係機関、地元自࣏会やॅຽの方ʑのごࢦಋとごྗڠをいただいた。記してँײしたい。

なお、調査に係る経අは、શֹࠃ土ަ通ল近ـ地方整備ہ福知山Տ川ࠃ道事所がෛ୲した。

ʤ調査ମ੍ʥ

ɹฏ��౦ޫࣉ跡ݱ調査

ɹɹݱ調査ऀ 　  調査՝　　　　　　　　　　　　ਖ਼

ɹɹݱ調査୲ऀ　　調査՝調査第２係   　　　　中川和哉

　　　　　　　　　　　ಉ　　　૯ׅ主査   　　　　石井清司

　　　　　　　　　　　ಉ　　　調 査 һ　　　　　౻井ཅี

　　　　　　　　　　　ಉ　　　調 査 һ　　　　　ڮ本　ູ　　　　　

ɹɹ調  査    ॴ　   京都府舞鶴市字京田小字東光寺766他

ɹɹ調ɹ査ɹظɹؒ　　平成28年̑月26日～平成28年11月２日
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ɹɹ調ɹ査ɹ໘ɹੵ　　1,600㎡

　ฏ��౦ޫࣉ跡ཧ

　　ཧۀ࡞ऀ　　調査՝　　　　　　　　　　小　

　　ཧۀ࡞୲ऀ　　調査՝՝ิ݉ࠤ第２係　　中川和哉

　　　　　　　　　　　　ಉ　　　　　　૯ׅ主査　　石井清司

　　ɹཧɹظɹؒ　　平成29年̓月３日～平成30年３月31日　　　

̎ ɽҐ ஔ ͱ  ڥ

̍ʣཧతڥ

舞鶴は中ԝ部にౡ・戸ౡをڬんで東ߓと西ߓがある。舞鶴の西ߓには̧̟西舞鶴Ӻがあ

り、東ߓには̧̟東舞鶴Ӻがある。この舞鶴西ߓにはઓࠃ大名の岡౻（のちのࡉ川༓ࡈ）の築

城した田辺城跡を中৺に城下町ががり、ݱ在も市の中৺地の一つとしてӫ͑ている。

舞鶴市は東西約29.7km、南北約37.0kmの規模を࣋つ日本ւに面した都市であり、舞鶴市࢙に

よる地形区分では１：एڱ؛地区（大Ӝౡ北と神࡚）、２：舞鶴Ԟ地区（東西舞鶴؛）、３：

༝良川Ԋ؛地区
ㅭ㉅３ㅮ

に分͚られており、さらに舞鶴Ԟ地区はࠤϲַ・五ϲַに連なる山ྏをڥ

に東舞鶴地Ҭと西舞鶴地Ҭにࡉ分されている。

西舞鶴地Ҭではઋ山（ඪ664̼ߴ）を水ݯとするҏࠤ津川が中ԝを؏くように南北方向に流れ

ている。このҏࠤ津川は、ສئ寺・ࣣ日市近で؛୩から東流する内川と߹流し舞鶴に͗

140̼から197̼の南北方向にઉ状にߴまれたඪڬ津川と内川にࠤՏ川である。このҏڃむೋࠐ

Ԇͼる丘陵の東ଆࣼ面のҏࠤ津川と内川の߹流地から南方約１kmの地に東光寺跡がある。

東光寺跡の面している୩は、ݱ在もװઢ道路のࠃ道27号及ͼ+3舞鶴ઢが通っているަ通の要

িとなっている。江戸時代には藩主のަۈࢀ代の時、田辺城から京を経て江戸向かう京֗道が

整備されており、田辺ޚ発城からਅまでは一ཬで、その間のࣣ日市からਅの間に山࡚り

所があり、ҏࠤ津川をってਅ村に入ったとఆ
ㅭ㉅４ㅮ

されている。この山࡚り所の位置は特ఆで

きないが、東光寺跡周辺に存在していたՄੑがߴく、今回の調査区の１・２トレンチでは࣪地

ଳをࢥわせる地形を確認している。

̎ʣྺ （第１図）ڥత࢙

舞鶴市でのچ石器時代の遺跡の༷ࢠは明らかでなく、ೄ文時代に入ってएڱ؛地区にあるӜ

入遺跡で前期から後期にか͚ての集མ遺跡を確認している。このӜ入遺跡
ㅭ㉅̑ㅮ

では土石流などのӨڹ

によるೋ次堆積ではあるが、ೄ文時代ૣ期から前期ॳ಄の遺物が層位的に確認されたほか、Ӆذ

製の㧎状ࣖ০りなどが出土している。またւ浜部では前期から中ؠのऄ紋࢈石や北༵ࠇの࢈

期ॳ಄の土器とともに֎༸に出たとࢥわれる大なؙ木सが出土している。༝良川Ԋ؛地区には

ೄ文時代ૣ期から後・൩期の土器とともに୦穴建物が検出したߴࢤ遺跡
ㅭ㉅̒ㅮ

、後期の୦穴建物に伴う

跡を検出したࣂ܂下遺跡などがあるが、舞鶴Ԟ地区での遺跡のৄࡉは明らかでない。

ੜ時代には༝良川Ԋ؛地区のߴࢤ遺跡などで前期中༿の土器が出土しているほか、中期には
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第１図　調査地及ͼ主要遺跡分布図（ࠃ土地ཧ院1/50,000　舞鶴）

１ɽ東光寺跡
２ɽ山࡚古墳群
３ɽ京田ؙ山古墳群
４ɽ京田城跡
̑ɽঁ布城跡
̒ɽঁ布遺跡

̓ɽߴ野༝ཬ城跡
̔ɽࣣ 日市遺跡
̕ɽ今田遺跡
10ɽສئ寺古墳群
11ɽສئ寺城跡
12ɽ今田城跡

13ɽ়ו୩ޱ遺跡
14ɽ山古墳
15ɽ田辺城跡
16ɽ୩遺跡
17ɽ福来遺跡
18ɽ上҆ٱ古墳群

19ɽ上҆ٱ遺跡
20ɽޯέ࡚遺跡
21ɽ三֯古墳群
22ɽ喜ଟ家Ԟ古墳
23ɽѪౠ山城跡
24ɽѪౠ山北城跡

25ɽਖ਼উ神社古墳群
26ɽ天ۡؠ古墳群
27ɽ喜ଟ古墳群
28ɽ建部山城跡
29ɽ上఼古墳
30ɽ今田下村城跡
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୦穴建物群や方形周溝ุ、ધணき場をࢥわせるఅ状の遺構が検出されている。このߴࢤ遺跡では

本भ南部Ҏ南でしかੜଉしないタΧϥΨΠ（ΩϩΠμϫϥ）をೲめたੜ時代中期の土器
ㅭ㉅̓ㅮ

が࠾औさ

れている。एڱ؛地区では前ड़のӜ入遺跡で後期の୦穴建物４基を検出している。舞鶴Ԟ地

区の中の東舞鶴地Ҭでは়ו୩ޱ遺跡（13）（ੜ時代後期）、ঁ布遺跡（̒）（ੜ時代中～後期）、

行Ӭ遺跡
ㅭ㉅̔ㅮ

などの存在が知られているが、行Ӭ遺跡ではੜ時代中期後の୦穴建物１基を確認し

ているほかにはそのৄࡉは明らかでない。集མ遺跡のほかに特記する遺跡としてւ؛ઢに近く丘

陵（大字下҆ٱ小字ޯϲ࡚）で発見されたޯϲ࡚遺跡の࠰܌᧪紋銅２ݸ
ㅭ㉅̕ㅮ

がある。

このようにೄ文・ੜ時代での舞鶴Ԟ地区での実ଶは明らかでないが、古墳時代Ҏ߱、舞鶴

ԞҬがӫ͑たかのようにଟくの古墳が在する。

舞鶴市Ҭでの古墳数は450基
ㅭ㉅10ㅮ

ఔで、そのうち横穴式石室を埋施設とする円墳が120基
ㅭ㉅11ㅮ

ఔ確

認されており、その数近くがएڱ؛地区にある。舞鶴Ԟ地区では京都府北部࠷古のटุ

の一つと位置づ͚られている山古墳（14）がҏࠤ津川のӈ؛にある。山古墳は古墳時代前期に

築造された円墳で、߹式石を埋施設とし、鉄２ৼ、鉄᭲̑、銅᭲１、㭹１などの

金ଐ製品が出土しており、֎から出土した土師器は４世لと考͑られている。須恵器出ݱҎ

前の古墳時代中期の古墳の༷ࢠは明らかではないが、須恵器出ݱҎ後の後期にはҏࠤ津川の྆؛

に10基ະຬの小規模古墳群が在し、東光寺跡のཱ地する丘陵の北ઌには山࡚古墳群（２）̒ 基、

ҏࠤ津川の対؛には京田ؙ山古墳群（３）̑ 基・ਖ਼উ神社古墳群（25）２基がある。今回の調査でも

新たに東光寺古墳が検出されており、埋された古墳が周辺部に在しているՄੑがߴくなっ

た。古墳時代の集མ遺跡では舞鶴に近い୩遺跡（16）・福来遺跡（17）・上҆ٱ遺跡（19）がある。

ඈௗ・奈良時代には୩遺跡
ㅭ㉅12ㅮ

で୦穴建物２౩、掘ཱப建物̒౩があり、ᦰ的ੑ֨をおͼた遺

構を検出している。平҆時代にはएڱ؛ҬにあるӜ入遺跡ではʮּඦࢲ印ʯのԡ印をもつ製Ԙ

土器٭ࢧとともにଟ量の製Ԙ土器が出土したӜ入遺跡が知られているが、舞鶴Ԟ地区での平҆

時代୩遺跡でଟ量のᬵ陶器とともに掘ཱப建物̕౩を検出している。

中世Ҏ߱、舞鶴市Ҭにଟくの山城が造られるが、舞鶴ԞҬでもҏࠤ津川の྆؛に在してお

り、今回の東光寺跡周辺でもҏࠤ津川の؛ࠨに京田城跡（４）・ঁ布城跡（̑）が、内川のӈ؛に

ສئ寺城跡（11）・今田城跡
ㅭ㉅13ㅮ

（12）・今田下村城跡（30）などがある。東光寺跡がཱ地する丘陵でも山

城の存在を確認するために౿査したが山城は確認することはできなかった。

舞鶴市Ҭは、中世後期Ҏ߱一৭ࢯが࣏めていたが、天ਖ਼ （̒1578）年Ҏ後、৫田৴の໋により

丹後ࠃが平ఆされ、天ਖ਼ （̔1580）年に岡౻によって宮津城が築かれ、天ਖ਼（1590）年ࠒには

田辺城（15）の築城が工したといわれている。

ܚ （̑1600）年の関ϲ原のઓいҎ後は京ࢯۃがこの地を౷࣏し、Ҏ後藩主がかわるものの田辺

城が城下町としてӫ͑ていく。なお、江戸時代のަۈࢀ代では田辺城から京行き、そのから江

戸向かったとされているが、前ड़のように東光寺跡の北方にはʮ田ᬒ大ڮϤリ一ཬʯとࠁまれ

た石ൾが存在する。
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̏ ɽ調 査 ͷ ֓ ཁ

̍ʣ調査ͷܦաͱํ๏

ʢ̍ʣ調査ͷܦա

東光寺跡の調査は、丘陵ࣼ面から平地部にかわる地を対として、平成28年̑月26日より発

掘調査を։࢝した。ݱ地調査では東光寺跡の西ଆのがりを確認するとともに、東光寺跡Ҏ前

の遺構・遺物の༗ແを確認するために田ാ部分に２か所のトレンチを設ఆした（第２図）。

１トレンチでは地ද下1.7̼でΦリーϒփ৭の২物遺体を含む堆積土（̑層）を確認し、̑層Ҏ

下の堆積土層上面でॱ次精査をਐめたが、顕著な遺構・遺物が認められなかった。࠷ऴの掘深

は地ද下2.2̼で暗փ৭層を確認し、それより下層は҆શ面を考ྀして掘ۀ࡞をऴྃし、

図化ۀ࡞及ͼࣸਅࡱӨによる記録ۀ࡞を行った。１トレンチの北に設ఆした２トレンチでは地ද

下1.0̼で地山土とࢥわれるにͿいԫᒵ৭の層（17層）を確認し、その上面での精査をਐめたが

１トレンチとಉ༷、遺構・遺物ともなく、図化ۀ࡞及ͼࣸਅࡱӨによる記録ۀ࡞を行った。その

。を行い、丘陵部に設ఆした３トレンチの調査にண手したۀ࡞ऴྃの後、トレンチの埋めしۀ࡞

３トレンチではथ木െ࠾ऴྃ後に調査前の地形測量を行い、後ड़する平坦面と後世の։ࠖによ

って大きくられたとこΖの確認ۀ࡞を行った。その後、基४杭の設ఆを行い、̒月̒日にॏ機

によるද土掘を։࢝し、東光寺跡の遺構・遺物を確認するための調査を実施した。

調査では小規模トレンチを設ఆして確認ۀ࡞をਐめたとこΖ、中世แ含層を確認するともに古

墳の石室とࢥわれる石列（̨̭01）、中世遺物を含む石列（̨̭03）、古墳時代の土師器を含む堆積

土、整地層とࢥわれるߗくకまった堆積土を確認したことから、ॳఆしていた古代～中世の

東光寺跡に関連した遺構のほか、古墳時代の古墳や集མ跡の存在がఆできる状گであったため、

関係機関とٞڠした上で、まͣは古代から中世とࢥわれる東光寺跡のશ容を明らかにするための

調査を実施し、その調査ऴྃ後に東光寺跡下層遺構の調査にண手することとなった。

東光寺跡に係る調査では、遺構・遺物が確認できたとこΖを中৺に発掘調査を行い、後ड़する

平坦面̘で石列（̨̭03）と石列Ҏ前の整地層、整地層下層の暗渠状遺構（̨̙05）、平坦面下位の

溝（̨̙35）とその上面の่མ石を含んだ堆積遺構（̨̭04）を確認し、平坦面̙ではப穴群（̨̥0

̓～29）を確認し、東光寺跡の༷相が明らかとなった。

古代～中世ஈ֊の東光寺跡の状گがほ΅明らかになった平成28年̔月25日に調査地શҬを対

にしてۭ中ࡱӨ及ͼ図化ۀ࡞を実施し、ۭ中ࡱӨ後に東光寺跡下層遺構の調査にண手した。

東光寺跡下層遺構の調査としては平坦面̗で検出した古墳（東光寺古墳）の石室と墳丘、平坦面

̚で確認した古墳時代中期の土器群のੑ֨を明らかにするための調査を実施し、古墳のશ容が明

らかとなったことから平成28年10月̔日にݱ地આ明会を実施した。このݱ地આ明会では地元京田

区、ࣣ日市区を中৺に83名のࢀՃをಘた。

をۀ࡞地調査ऴྃ後に平坦面̘で確認した整地層の時期を確認するため、ॱ次整地層の掘ݱ

行い、平坦面̚での古墳時代中期の土器แ含層の掘ۀ࡞、図化・ࣸਅࡱӨを行うとともに、関

係機関のٞڠにより東光寺古墳の石室のཆੜを行って平成28年11月２日にݱ地調査をऴྃした。
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第２図　トレンチ置図と調査前の地形図（1/1,000）



平成 28 年東光寺跡発掘調査報告

-ø３-

ʢ̎ʣ調査ͷํ๏（第３図）

東光寺跡では水田部分で２か所のトレンチを、丘陵部では東西࠷大22̼、南北࠷大87̼の

ൣғを調査対地として発掘調査を༧ఆしたため、調査対地શ体を෴う地区ׂをࠃ土࠲ඪ系（世

界測地系）に基づいて設ఆした。すなわち地区を４̼区ըし、東西࣠は̭ʹʵ64,620より４̼南

を̰ϥΠンとして西に向かってॱ次̱・̲ϥΠンとした。南北࣠は̮ʹʵ60,540を̒ϥΠンとし

て東に̑ɽ４・３・２・１とし、西̓・̔・̕とදࣔし、地区名は南東۱のަでද記した。

ʢ̏ʣ遺ߏ൪߸ʹ͍ͭͯ

検出した遺構は原ଇとして通し番号をつ͚、遺構のੑ֨をࣔすུ号をした。数字は２ܻを基

४にද記した。ུ記号は土：̨̠、溝：̨̙、ப穴：̨̥、不明土：̨̭で、　̨̭とද記

した中には調査ஈ֊の遺構ུ号を౿ऻして古墳の石室、石列などを含んでいる。

ʢ̐ʣཧۀ࡞

平成28年11月２日のݱ地調査ऴྃ後、平成28・29年の２か年にわたり、図面整ཧ、遺物のચ

ড়・接߹・接߹、実測ۀ࡞とともに、報告書࡞成のための整ཧۀ࡞を行った。

ɹ̎ʣݕग़遺ߏ

ʢ̍ʣ̍ τϨϯν（第４・̑図）

１トレンチは２トレンチとಉ༷、୩ఈ平地の田ാ部を対として発掘調査を行ったもので、東

西6.0̼、南北16.0̼、調査面積96㎡の東西トレンチである。調査前の地ද面のඪߴは15.7̼で、

第３図　トレンチ置図と地区ׂ図（1/800）
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トレンチఈ部のඪߴは13.6̼までの深さ約２̼まで掘ۀ࡞をਐめた。調査ではփ৭ཻࡉۃ砂の

৭シルト層（４層）とΦリーϒփࠇ砂のচ土（２層）とその下層のΦリーϒཻࡉ土（１層）、փ৭࡞ߞ

৭シルト層（̑層）までをॏ機により৻ॏに掘し、Φリーϒփ৭中ཻ砂層（̓層）とΦリーϒࠇ৭

ࠇ精査を行った。̔層より下層のΦリーϒ・砂層（̔層）を確認したことから人ྗによる掘ཻࡉ

৭中ཻ砂層（13層）とࠇ৭ཻࡉۃ砂層（14層）でݎ果ྨの種ࢬ、ࢠや木の༿がଟ量に含まれている

ことから২物遺体とともに土器などの遺物を確認するために৻ॏに精査をਐめたが、土器の出土

がなく杭跡なども検出されなかった。このことから13・14層の২物遺体を含む堆積層はۼ地にཷ

まったఽみと判அし、丘陵部から流れམちた木の༿などが堆積したものとࢥわれる。13・14層の

下層で暗փ৭層（15層）、ԫ৭層（16層）をトレンチ北部で確認できたこと、さらに༙水

が著しいことから҆શ面を考ྀしてトレンチ中ԝでඪ13.6ߴ まで深掘り（அち（地ද下2.2̼ݱ̼）

ׂり）ۀ࡞を行った後、掘ۀ࡞をऴྃし、図面及ͼࣸਅによる記録を行って調査をऴྃした。

ʢ̎ʣ̎ τϨϯν（第４・̑図）

１トレンチに北から北に４̼の位置に設ఆした東西7.0̼、南北8.0̼、調査面積約56㎡のト

レンチである。２トレンチでは࡞ߞ土（１層）、চ土（２層）Ҏ下、50DmఔのްさでΦリーϒࠇ

৭シルト層（４層）・Φリーϒࠇ৭ཻࡉ砂層（̔層）がほ΅水平に堆積しており、その下層には１ト

レンチで確認していた২物遺体を含む13層・14層がなく、地山とࢥわれるにͿいԫᒵ৭層（17層）

を確認した。この̔層及ͼ17層の上でも遺構・遺物の出土がなく、さらにその下層堆積層を確

認するためにඪ13.5ߴ をਐめたが、１̼Ҏ上のްさで17層を確ۀ࡞まで掘（地ද下約2.0̼ݱ̼）

認したものの、堆積層のม化がなく掘ۀ࡞をऴྃした。掘ۀ࡞ऴྃ後、西น・南นでஅ面؍

。を行ったۀ࡞Өをऴྃし、１・２トレントとも埋めしࡱと図化及ͼࣸਅ

Ҏ上のように、அ面؍から２トレンチの地山面がඪ14.4̼ߴあたりで地山となり、１トレン

チの南ଆに向かってংʑにࣼし、１トレンチ南部ではۼみあるいは୩状地形になっており、

第４図　１・２トレンチ平面図（1/200）
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第̑図　１・２トレンチ西น・南น土層அ面図（1/80）
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第̒図　３トレンチ平面図（1/500）
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そのۼみ部分がఽんだ状ଶであることが明らかになった。なお、１・２トレンチとも遺構・遺物

の出土がなかった。

ʢ̏ʣ̏ τϨϯν

ᶃൃ۷調査ʹணख͢Δલͷ؍ܗ

３トレンチは、ඪ25̼ߴ近の丘陵部から丘陵及ͼݱ在の市道部分（ඪ16̼ߴ）を対に設ఆ

したトレンチで、東西の࠷大22̼、南北の࠷大87̼、調査面積1,448㎡を測る南北にいト

レンチである。

３トレンチの掘ۀ࡞にઌཱってथ木െ࠾を行い、その後、調査前の地形測量を行った。また、

周辺の地形を確認するために౿査を行った。その結果、調査地周辺には大きく４か所のい平坦

面があることを確認（第２図）し、丘陵上位部分から平坦面̖・̗・̘・̙・̚とԾশして֤平坦

面の地形؍を行った。

平坦面̖はඪ35̼～30ߴで南北にく円形に近い平坦面である。平坦面̖の࠲ඪは̭ʹʵ

64,710～̭ʹʵ64,630・̮�ɻ 60,527～̮ʹʵ60,500近で、平坦面の࠷大෯は̀ϥΠンのԆ部

（̭ʹʵ64,680）近で25̼を測る。東西は70̼ఔで北には市道から平坦面̖にଓく山道が

ある。平坦面̀ϥΠン（̭ʹʵ64,680）のԆ部で東ଆにுり出したか所には五輪塔や中世陶器の

破ยが散乱した状ଶしていることを確認した。

平坦面 （̗第̓図）は平坦面̖の北西方向で、ඪ32̼ߴ近の平坦面̖から̼̓ఔい位置に

あり、ඪ25̼ߴ前後を測る。平坦面̗の東西は２～̓ϥΠン、南北は̲～̀ϥΠンまでで東西は

̻ϥΠン近が෯くなり約15̼を測る。今回の調査対地には平坦面̖は含まれͣ、平坦面̗

は東̒ϥΠンから東２̼までで、南北は̻～̿ϥΠンのݶられたൣғになる。なお、この平

坦面̗は発掘調査の結果、古墳を壊して西ଆに平坦面を͛ていることが明らかとなった。

平坦面 （̘第̓・̔図）は、平坦面̗の北西方向にあり、東西は３～̕ϥΠン、南北は̻ϥΠン

よりҎ北で̰ϥΠンよりもさらに10̼北ଆまでの東西10～15̼・南北65̼で、平坦面̗とಉ༷、

北ଆは調査対地֎になる。なお、平坦面̘のඪߴは20.0～23.0̼で、東の平坦面̗とのൺߴ

ࠩは２̼ఔである。平坦面̘の北西部は近年のാなどの։ࠖによって地形がվมされており、

後ड़するように東光寺跡の遺構面は大きくりऔられていることが明らかとなった。

平坦面 （̙第̔図）は平坦面̘の西北方向で、平坦面̙の位部にあり東西は̑～̕ϥΠン・南

北は̰～̀ϥΠンの東西37̼・南北࠷大෯10̼、ඪߴ約19.0～17.8̼を測る。北は近年の小屋

設置のために盛り土されておりその状گは明らかでない。調査前には近年の։ࠖによるஈࠩが顕

著であり、発掘調査でも平坦面̘の北西部とಉ༷、ඪߴのߴい平坦面上部の遺構はりऔられた

Մੑがߴく、平坦面̙の部で東光寺跡に伴う遺構を検出した。

平坦面 （̚第̕図）は平坦面̗の南西方向にあり、東西は̒～̔ϥΠン・南北は̼～͆ϥΠンの

南北にい平坦面で、東西࠷大෯は̼̒、南北は40̼ఔの円形をఄしている。平坦面̗と

のൺࠩߴは1.5̼でඪ22.4̼～22.2ߴを測る。平坦面̚の西ଆ、丘陵下位にも平坦面があるが、そ

の平坦面はᐻなどの২ྛであり、ݱ代に近い時期に平されたものであり、この平坦面では調査
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第̓図　平坦面̗・̘　平・அ面図（1/200）
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第̔図　平坦面̘・̙　平・அ面図（1/200）
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第̕図　平坦面̚　平・அ面図（1/200）
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第10図　平坦面̘　平・அ面図（1/100）
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第11図　平坦面̘・̙　平・அ面図（1/100）
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前に地山が࿐出している状گが確認でき、東光寺跡に関連した平坦面ではないと認ࣝして調査を

実施した。

Ҏ上のように、ݱ地掘前の地形؍から丘陵上位に平坦面̖があり、その北西ଆ下位に平坦

面̗・̘・̙がある。また、その南ଆ下位に平坦面̚があることを確認した。この平坦面は東光

寺跡に伴う造成あるいは平坦面に建物の存在がఆされるため、֤平坦面ごとに調査をਐめた。

なお、３トレンチでは市道にも一部トレンチを設ఆし、ݱ状の市道下層の遺構の༗ແと土層堆積

状گを確認した。

このため、本書の遺構の記ड़では࠲ඪ・地区ׂによる位置のද記とともに平坦面の位置を考ྀ

しながら行うが、平坦面̗は東光寺古墳との関連から東光寺古墳の項でৄड़する。

ᶄฏୱ໘̘	̳ʙ̺ɾ̑ʙ۠̕ʣͷ遺ߏ（第10・11図）

平坦面̘は平坦面̗の北西でඪ19.9̼～18.7ߴにある東西10～15̼、南北65̼を測る平坦面で

あり、今回の調査対地はその南部に相する。調査前の地形؍ではാ地として։ࠖされた

後に竹ྛにม化したようで、わͣかにാの形状が確認できるఔであった。また̔・̕ϥΠンよ

りҎ西ではඪ18.0̼ߴあたりからൺ1.8̼ࠩߴのஈࠩをもつ֑面があり市道につながっている。

調査では遺構の༗ແを確認するために̸̔・̹区で竹根のൈ根を含めたද土掘をਐめたとこ

Ζ、ද土下で石材が散在している状گを確認したことから、調査区を͛て調査をਐめた。そ

の結果、散在していた石材周辺には石垣をࢥわせる石列（̨̭̌3）と地ࠟۀ跡とࢥわれる整地層、

整地層に近ࣅした埋土をもつ溝状遺構（̨̙̌5）を平坦面上部で検出し、平坦面の北東部で溝

状遺構（̨̙35）とその上層で石材が散在した෴土（̨̭04）を、その南ଆで円形土（29̨̠）を検

第12図　平坦面̘　̨̭03・̨̙05平面及ͼ土層அ面図（1/50）
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出した。なお、整地層上で精査を܁りฦしたが建物に伴うப穴やૅ石・܀石は確認できなかっ

た。

ੴྻ̨̭��（第12図）　̸̔・̹区の平坦面上部から丘陵ଆにかかるࣼม近（ඪߴ

20.0̼前後）で検出した石列で、存3.0̼、存0.5̼ߴを測り、主࣠ઢは̣15°̚ をとる。̨

̭03はද土下で検出されたもので、石列はݱ存するߴさよりもさらにߴく積み上͛られていた

Մੑがߴい。石列北は後世の։ࠖによりりऔられていたՄੑがߴく、南は̨̙̌5 の

埋土（ԫᒵ৭೪࣭土）の上層にある整地層の上に基ఈ石があることは確認できたが、̨̙05をލい

でいたかどうかは明らかでない。

石列は西面（丘陵下位）をද面にしたようであり、石列の基ఈ石はさ60Dmఔ、෯30Dmఔ

の石材（֯）を࣠を水平にしてฒべ、その上面に20Dm大の石材がਾ͑られていた。東西方向

（̗ʵ̗ʅ）の土層堆積状گを見ると、石列は西ଆにࣼするにͿいԫᒵ৭೪࣭土の地山土（̓層）

の上層ににͿいԫ৭中ཻ砂（̒層）がありその上面からਾ͑られている。石列のഎ面（東ଆ）にはް

さ20Dmの整地層とࢥわれるにͿいԫᒵ৭中ཻ砂（１層）があり、石列前面の西ଆにはઙԫᒵ৭೪

࣭土（４・̑層）が、その上層には中世遺物を含むにͿいԫᒵ৭中ཻ砂（３層）が堆積している。３

層は石列が壊された後に堆積したแ含層で、แ含層からは瓦࣭ು（１）、陶࣭Ꭼ （ു２）、土師器ࡉ

ยが出土した。

第13図　平坦面̘　̨̭04ほか平面図（1/100）
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̨̠��（第13・14図）　̴̒区で検出した4.0̼ܘ、平坦面上部からの深さ1.1̼、溝ఈの

ඪ18.3̼ߴを測る円形土で、北にある̨̙35をり、東にある̨̠30によってられている。

土のఈ部及ͼԑ部分には地山に近ࣅした明ԫ৭೪࣭土などがあり、その上層には0.5̼ఔ

のްさでփ৭೪࣭土（11層）がある。̨̠29からは土師器ࡉยが出土した。

̨̠��（第14・15図）　平坦面̘上部の北東（̑・̴̒区）で検出した土である。̨̠

30はද土下のඪ19.8̼ߴの地山（明ԫ৭೪࣭土）上で検出した遺構で、平坦面̘に盛られた

整地層が及んでいないか、։ࠖによって整地層が平されたか所にある。̨̠30の北部は平坦

面̘の土層堆積状گを確認するためにશ面調査にઌ行して設͚たαϒトレンチによって確認し、

遺構の北部の状گは明らかでない。遺構の南部の状گから東西1.5̼、深さ0.6̼を測る۱ؙ

方形の掘形のՄੑがߴい。பࠟ跡のܘは約20Dmを測る。掘形埋土は主ににͿいԫᒵ৭೪࣭

土（４・̔層）でその上層に৭೪࣭土（３層）がある。なお、̨̠30はその西ଆにある̨̠29の埋

後に掘られた遺構であるが、出土遺物はなく時期は不明である。

�1̨̠（第11図）　土30̨̠の南２̼、̵̑区で検出したପ円形土で東西0.5̼、南北

0.7m、深さ0.05mを測る。ॳは̨̠30と対となる遺構と期したが、பࠟ跡がなく検出遺構面

からఈ部までの深さもઙいことから̨̠30とは対にならない遺構と判அした。埋土内からの出土

遺物はなかった。

ෆ໌遺̨̭ߏ��（第13・15図）　̨̙35の上面で̲̒・̳区の東西約2.0̼、南北約5.0̼のൣ

ғにわたって人಄大の֯が散乱した状ଶで出土した。東นの土層அ面؍ではその堆積層は࠷

大ް0.95̼の12層（৭中ཻ砂）でඪ20.0̼ߴの14層（にͿいԫᒵ৭೪࣭土）をって掘られており、

第14図　平坦面̘　東西土層（̨̠29・̨̠30）土層அ面図（1/100）
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̨̙35の埋後、期間をおいて堆積したものとࢥわれる。埋土からは石材にࠞじって五輪塔の一

部（地輪̨１・̨２、その他̨３）が出土した。また、埋土内から16世ل後の瓦࣭Ꭼുや༌入ന

磁ย、土師器ࡼが出土した。

まれた北ࠐ35は̒・̲～̴区で、平坦面̘の部に掘り̨̙　（第13・15図）�5̨̙ߏঢ়遺ߔ

東方向から南西方向にԆͼる溝状遺構で主࣠を̣35°̚ にとる。北東は調査対地֎となり南

西は̴̒区の̨̠29によってられている。̨̙35は石材をଟく含み、৭中ཻ砂を埋土とす

る̨̭04をআ去したஈ֊で検出したもので、検出8.0̼、上面෯0.8̼、深さ0.06̼を測る。溝

ఈのඪߴは18.3～18.4̼で東北から南西に向かってࣼしている。

第16図　平坦面̘　整地層東西土層அ面図（1/100）

第15図　平坦面̘　東น土層（̨̭04・̨̙35）土層அ面図（1/100）
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（第16図）　整地層はද土下で検出した堆積層である。精査中はπルϋシや手όチなど

の発掘༻۩では༻۩をͶฦすようなకまった堆積層であり、ॳはද土下であることからݱ

在に近い時期の堆積層で、։ࠖに伴ってॏ量のある機材で౿みݻめられた堆積層と認ࣝをޡった

堆積層であった。このకまった整地層の下層で東光寺跡に関連する遺構があると判அし、̶ϥΠ

ンで東西方向に深さ0.6～0.7̼までஅちׂりۀ࡞を行った結果、地山を検出するとともに、̓層

のԫᒵ৭೪࣭土と̔層のにͿいԫ৭೪࣭土をڬんで、その上層にࡉ・ૈཻ砂（̑・̒層）、೪࣭土

（３・４層）、ཻࡉ砂（２層）があり、̓・̔層の下層には、ૈཻ砂（̕・10・12層）、೪࣭土（11層）

と大きくは̒層の堆積土があることから、建物造成にઌཱつ整地層であると判அした。

整地層は平坦面̘のみで確認でき、その北は̵ϥΠン近でඪ19.7̼ߴҎ下、東はඪߴ

第17図　平坦面̘　整地層আ去後の平面図（1/100）
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20.6̼で南は̨̙05まではあるが、それより南では確認できなかった。整地層の֤層のްさは

0.15̼ఔで12層にࡉ分でき、中間層にԫᒵ৭೪࣭土（̓層）をڬんでいる。中間層（̓層）の下層

にはփԫ・փԫ৭のૈཻ砂で２Dm大の֯をଟ量に含む堆積土が0.1̼ఔのްさであり、中

間層の上層は暗৭೪࣭土（３・４層）で、１Dm大の֯を含む堆積土が0.15～0.2̼ఔのް

さで堆積している。なお、この整地層は୶ԫ৭೪࣭土（13層）の地山上にある。

ද土をॏ機によってআ去した後、整地層上で精査を܁りฦしたが、̨̭03のほかには建物に

関連したப穴やૅ石あるいは根石などは検出できなかった。また、整地層を৻ॏにআ去したが整

地層には遺物の出土はなかった。なお、̨̭03の南ଆで確認した埋土（第19図）では̨̙05の上層

に0.3～0.35Dmのްさで１～４層の整地層が堆積している。

05は̒～̕・̷～̺区で検出した丘陵部（東ଆ）から̨̙　（第10・18・19図）�5̨̙ߏঢ়遺ߔ

丘陵（西ଆ）と向かってٯʮ̨ʯ字状にંۂして掘りࠐまれた溝状遺構で、検出15̼、上面

෯0.8～4.1̼、検出面からの深さ1.2～1.7̼、溝ఈのඪߴは東ଆで18.9̼、西ଆ部で17.3̼を測る。

トレンチ東น（第18図）での埋土は、にͿいԫᒵ৭೪࣭土（̓層）、Φリーϒ৭ཻࡉۃ砂（̔・

19層）、৭ཻࡉۃ砂（17・18層）が地ۀに伴う整地層で、ްさ0.7～1.4̼ఔあり、その下層は

1.0～1.5̼のްさで̔層にわたって暗৭（20・22層）、にͿいԫ৭（21層）、Φリーϒ৭（23層）、

第18図　平坦面̘　東น土層அ面図（1/125）
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暗Φリーϒ৭（24層）、ԫ৭（25層）、明ԫ৭（26層）のཻࡉۃ砂が堆積している。また、溝෯

がもっともڱくなる̨̭03の南Ԇ部（第19図̙ʵ̙ʟ）でのஅ面؍では東นとಉ༷、ްさ0.7̼

の整地層（１～４層）があり、その下層でݓ～人಄大の円とともに２Dm大のを含む୶ԫ৭೪

࣭土（̑層）と、10～15Dmの֯をଟく含むԫᒵ৭೪࣭土（̒層）が堆積している。

̨̙05の埋土掘ஈ֊では東ଆからの༙水が著しいことや、埋土の上層に整地層があり、その

下層に円・֯を含む堆積土があることから、東光寺跡に関連した暗渠のՄੑがߴい遺構で

ある。̨̙05の埋土掘ஈ֊で遺物の検出にめたが確認できなかった。

われる整地層をআ去した面で、̸ϥΠンࢥとۀ東光寺跡に伴う地　（第17図）��̨̙ߏঢ়遺ߔ

近くにおいて整地層আ去後の̑֯ࣼ°の地山上で検出した東西方向の溝状遺構である。検出

4.0̼、上面෯1.7̼、下面෯0.5̼、深さ0.6̼を測る。整地層とಉ༷、̨̙34からの出土遺物は

なく時期は不明である。

ᶅฏୱ໘ ʢ̙̰ʙ̶ɾ̒ʙ̕ʣͷ遺ߏ（第11・13・20・21図）

平坦面̙は平坦面̘の北西方向で、調査前の地形測量ではඪ18.4̼ߴあたりで確認した平坦面

である。この平坦面は西ଆ３分の２ఔ（ඪ18.0̼～17.5ߴ）までが後世の։ࠖによって平をड

͚ており、調査区東の̒・̓・̰～̲区あたりが後世の平をड͚ることなく、東光寺跡関連

の遺構がっているとఆされた地である。̒～ ・̰̔ 区の３トレンチ北นの土層堆積状گ（第

21図）は１層（২土を含むද土）・２層（փന৭ཻࡉ砂）・３層（にͿいԫᒵ৭ཻࡉ砂）は近代Ҏ߱

৭ૈ代に近い時期の堆積層で、４層（暗փԫ৭ૈཻ砂）は২ྛに伴うथ木の根ࠟで、11層（փݱ

ཻ砂）と14層（にͿいԫᒵ৭ૈཻ砂）は土師器ࠇ・ࡼ৭土器を含むแ含層である。11層と14層の間

にはப穴あるいは土のՄੑがある堆積層（12・13層）を確認したことから11層をআ去して14層

上で精査をਐめたとこΖ、̱̒・̲区でப穴（̨̥10・11）を検出したものの、̨̥11・12の西

ଆ（下位）にあるப穴群では14層がなくなる向にあった。そのためப穴群は、14層上あるいは

14層をআ去した19層（にͿいᒵ৭೪࣭土）上から掘りࠐまれたものであるかどうかを明確にする

ことができなかった。

第19図　平坦面̘　̨̙05南北土層அ面図（1/50）
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ப݀跡܈（第20図）　平坦面̙の上部北東の一ըと部の̒～̔・̰～̲区の東西6.5̼、南北

8.0̼のൣғに集中してද１のとおり20基のப穴を検出した。ப穴は中世遺物を含むにͿいԫ

ᒵ৭ૈཻ砂（第21図14層）の上で検出し、それをআ去した面で掘りࠐまれたՄੑがある。֤ப

穴はܘ（あるいは一辺）40～50Dm前後の掘形で、பたりのܘが15～20Dmを測るもの（̨̥

12・16・18・20・24）と30～20ܘDm前後で、பたりが確認できなかったものとに分かれる。

前者のபたりを༗するப穴群を中৺に建物跡をఆして精査をਐめたが、ப置やப列の位置

からは掘ཱப建物としてまとまるものはなかった。小規模な小屋ֻ͚ఔの建物が存在したՄ

ੑがある。なお、掘形内から出土した遺物は、̨̥14から出土した平҆時代前期の須恵器ഋ̗１

のみである。

ᶆฏୱ໘ ʢ̿̚ʙ͆ɾ̑ʙ1�۠ʣͷ遺ߏ（第22～24図）

平坦面̗の南̔ （̼̒～̔・́～̀区）で、調査前の地形؍では東西̼̒、南北40̼の平坦面

第20図　平坦面̙　部のப穴群及ͼ市道北֦ு区平面図（1/100）
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を確認した。この平坦面の上部

からが調査対地であるが、大

木が２本ཱっていることから҆

શ面を考ྀして̒ϥΠン上（ඪߴ

23.7̼）からトレンチ掘を行っ

た。その結果、̓ϥΠンから東

に１̼あたり（ඪ21.2̼ߴ）で東

西෯２̼ఔの平坦面とম土、

その下層で土師器ยを検出した。

なお、この平坦面の西ଆは̓

ϥΠンあたりから20°の֯ࣼで

མちࠐんでいる。

検出遺構は平坦面でম土（̨

̠32・33）のほか、ほ΅ಉ一面で

散在した古墳時代の土師器ยの

出土するか所（̨̭02）を検出し

た。なお、平坦面̚の南ଆ（ ・̑̒ 、

̈́・ͅ区）で平坦面東ଆの状گを

第21図　３トレンチ北น及ͼ平坦面̙部東น土層அ面図（1/100）

　ද１　ப穴群規模一ཡ

遺໊ߏ ໊ ঢ়ܗ
ʢ୯Ґن DNʣ ग़

遺۷ܗ பͨΓ ਂ͞
̨̥ 07 平坦面上部 円形 ܘ 55 ܘ 20 35 なし
̨̥ 08 平坦面上部 円形 ܘ 40 ʗ 45 なし
̨̥ 09 ࣼ面部 円形 ܘ 40 ʗ 20 なし
̨̥ 10 平坦面上部 円形 ܘ 40 ʗ 20 なし
̨̥ 11 平坦面上部 円形 ܘ 25 ʗ 15 なし
̨̥ 12 平坦面下 ۱ؙ方形 東西 60 ʷ南北 45 ܘ 20 30 なし
̨̥ 13 平坦面下 円形 ܘ 25 ܘ 15 25 なし

̨̥ 14 平坦面下 円形 ܘ 25 ʗ 22 須 恵 器
ഋ̗

̨̥ 15 平坦面下 円形 ܘ 50 ʗ 30 なし
̨̥ 16 平坦面下 円形 ܘ 40 ܘ 15 40 なし
̨̥ 17 平坦面下 円形 ܘ 20 ʗ 20 なし
̨̥ 18 平坦面下 円形 ܘ 55 ܘ 15 30 なし
̨̥ 19 平坦面下 ۱ؙ方形 東西 30 ʷ南北 35 ʗ 21 なし
̨̥ 20 平坦面下 ۱ؙ方形 東西 50 ʷ南北 60 ܘ 20 28 なし
̨̥ 21 平坦面下 ۱ؙ方形 東西 55 ʷ南北 55 ʗ 30 なし
̨̥ 22 平坦面下 ۱ؙ方形 東西 50 ʷ南北 45 ʗ 17 なし
̨̥ 23 平坦面下 円形 ܘ 25 ʗ 10 なし
̨̥ 24 平坦面下 円形 ܘ 50 ܘ 20 19 なし
̨̥ 25 平坦面下 円形 ܘ 20 ʗ 10 なし
̨̥ 26 平坦面下 円形 ܘ 25 ʗ 24 なし
̨̥ 27 平坦面下 円形 ܘ 40 ʗ 28 なし
̨̥ 28 平坦面下 円形 ܘ 18 ʗ 28 なし
̨̥ 29 平坦面下 ۱ؙ方形 東西 45 ʷ南北 52 ʗ 10 なし
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第22図　平坦面̚　平面図及ͼ東น土層அ面図（1/100）　
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確認するために調査区を֦ுして調査をਐめたが、̒͂・̓区で検出したような遺構はなく、さ

らにその南ଆの̒～̕・ͅ・͆区でもද土下で地山土となり遺構・遺物はなかった。

平坦面 （̿̚～̓区）の東น土層堆積状گ（第22図）は、ްさ0.1～0.2̼の২土（１層：ද土）と

थ木২ྛによる攪乱（２・３層）があり、東นの南で検出した３・̑・̒層を埋土とするམちࠐ

みもथ木の根による攪乱である。攪乱にりࠐまれたように、丘陵部上位から流れࠐんだとࢥわ

れるԫ৭ཻࡉۃ砂（４層）、ԫ৭ཻࡉۃ砂（̓層）、にͿいԫᒵ৭ૈཻ砂（̔層）がある。このう

ち̓層で中世土師器のࡉยが１出土している。̓層の下層にも上部から流れࠐんだとࢥわれる

堆積層（̕～14層）がある。փԫ৭ૈཻ砂（11層）・明ԫ৭中ཻ砂（12層）・ઙԫ৭中ཻ砂（13層）

をআ去したஈ֊でম土層（16層）を確認した。ম土層はۉ一にくあるものではなく、̨̠32・33

のような30ܘDmఔのݶられたൣғにあるものとࢥわれる。16層と、17層（փ৭中ཻ砂）下

層では、東西のさ約7.0̼、深さ0.3̼ఔで、古墳時代の土師器ยを含む৭あるいはԫᒵ系

のૈ～ཻࡉ砂層を埋土とする堆積層（22～26層）があり、その堆積層をআ去するとԫᒵ৭೪࣭土（27

層）の地山のམちࠐみとなる。

平坦面̚の東֦ு区（̪̑・̫区）の南นஅ面（第23図）では、地山の流土とࢥわれるᒵ৭೪࣭土

（11層）が、0.9̼とްく堆積しており、その上層には0.2̼ఔのްさで１Dm大の円を含んだփ

砂（̔層）が堆積している。またそのཻࡉ৭中ཻ砂（３層）、փԫ৭中ཻ砂（̒層）、にͿいԫᒵ৭

上層にはද土（１層）とथ木のࠟ跡とࢥわれる掘りࠐみ（２層）がある。

平坦面̚では南北方向の東นஅ面とಉ時に́ϥΠンとその南約0.9̼で東西方向のܣを設ఆし

て丘陵ࣼ面部での土層அ面؍を行った（第24図）。そのஅ面؍によると東から西に20°ఔ

ࣼしており、̖ʵ̖ʅの̑層（にͿいԫᒵ৭中ཻ砂）・10層（փ৭ૈཻ砂）・11層（にͿいԫᒵ৭

ૈཻ砂）は中世Ҏ前の堆積層、̒層（にͿいᒵ৭ཻࡉ砂）・̓層（にͿいԫ৭ૈཻ砂）・̔層（ԫ

第23図　平坦面̚　東֦ு区南น土層அ面図（1/100）
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第24図　平坦面̚　下層遺構平面図及ͼ東西土層அ面図（1/100）
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৭ཻࡉۃ砂）は中世堆積層である。１～４層は丘陵上位からの流れࠐみによる堆積層とࢥわれる。

̗ʵ̗ʅでは̒・̓・̔層が中世堆積層で、その上層の１～̑層は丘陵上位から流れࠐんだ堆積

層である。

̨̠��（第22図）　̨̠32は̒͂区で検出したପ円形土で࣠0.6̼、࣠0.4̼を測る。

̨̠30の検出面で土のম土を確認したものの掘りࠐみは確認できͣ、ম土周辺から土師器ยが

出土した。

̨̠��（第22図）　̨̠32の南西35Dmで検出したପ円形土である。̨̠32とಉ༷、ପ円

形土で࣠0.45̼、࣠0.3̼でম土のみを確認した。ম土上及ͼその周辺から土師器ยが出

土した。

ෆ໌遺̨̭ߏ��（第24図）　̒・̀～̓区で̨̠32・33の下面（ඪ21.4̼ߴ）で古墳時代の土師器

が10ఔ散布された状گであり、精査とともに東นでのஅ面؍を行った（第23図）。その結果、

東นدりでは南北約6.0̼、深さ0.3̼ఔの地山の掘りࠐみは確認できたものの、その西ଆで

は中世Ҏ߱に平されたようで堆積土はংʑにബくなり、東นから１̼西ではなくなっていた。

̨̭02は土器の出土状گ、東ଆஅ面の掘りࠐみ状گから古墳時代の୦穴建物をఆして精査をਐ

めたが、調査ൣғがڱくさらに西ଆが中世Ҏ߱に大きく平されていて存状ଶもѱく、さらに

୦穴建物のচ面とࢥわれる平坦面では周น溝やப穴も存在しないことから୦穴建物とஅఆできな

かった。

ෆ໌遺̨̭ߏ��（第̕図）　̔́～ͅ区で通路状の平坦面を検出した。この通路状平坦面は、

ඪ18.4̼ߴ前後でൺ0.4̼ࠩߴのஈࠩがあり、ඪ18.0̼～17.8ߴで෯1.0̼の水平面を形成している。

なお、この平坦面は̀ϥΠンより北ଆは不明ྎとなっている。この平坦面の上層はද土が堆積し

ており、平坦面上で路面をࣔすような敷石やଆ溝、堆積層もなく近代Ҏ߱の২ྛ・։ࠖに伴っ

て成形されたものかどうかもஅఆできないが、一ཬ塚のԆ部にあることから近世Ҏ߱の֗道に

関わる遺構のՄੑがある。

ᶇ̏τϨϯν֦ு ʢ۠ࢢಓԼʣͷ遺ߏ（第̒図）

３トレンチ北（̰̕・̱区）と南（̕・10、̀・́区）で、市道を横அするようにトレンチを

設ఆして、ݱ市道にる道（֗道）が存在したかどうかを確認するための調査である。

ಓ֦ுࢢ （۠̕ ・̰̱ 区）　市道北に設ఆした東西4.0̼、南北7.0̼の֦ுトレンチであるが、

市道の下層において江戸時代の道とఆできるような遺構は検出できなかった。北นの土層堆ݱ

積状گ（第21図）からは、زとなくݱ市道整備に伴うվ࡞が行われたことがうかが͑る。１・̑

～̓層はݱ市道のվ࡞に伴う堆積層で、その下層の̔層（փΦリーϒ৭砂層）・̕層（ԫ৭砂

層）も市道のվ࡞に伴うもので、地ද下0.15̼まではݱ在に近い時期の堆積層である。その下

層の17層（Φリーϒ৭シルト層）は東ଆで見つかった11層（փ৭ૈཻ砂）に相し、古墳時代の

ࠞ入品とࢥわれる須恵器ᆵ（22）のほか、平҆時代の須恵器ഋ （̗21）、土師器ഋあるいは椀のఈ部

（23・24）が出土した。17層の精査とともに17層をআ去したஈ֊でも精査を܁りฦしたがப穴は

検出できなかった。さらに下層の18層（暗৭シルト）、21層（Φリーϒ৭シルト）では遺物の出
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土はなく、その下層で23層（にͿい৭೪࣭土）の地山を検出した。

ಓೆ֦ுࢢ （۠̕・10、̀・́区）　市道の南に設ఆした東西6.3̼、南北3.5̼の֦ுトレン

チである。市道北֦ு区とಉ༷、ݱ市道の下層で江戸時代の道に伴う路面の༗ແと丘陵部から１

トレンチにܨがる地形を確認するために設ఆしたトレンチである。調査の結果、丘陵部からংʑ

にࣼする地山面を検出したものの、ݱ市道にる時期の道路面は確認できなかった。北นの土

層堆積状گ（第25図）によると、１～３層はݱ在に市道のվ࡞に伴う堆積層で、その下層の৭系

シルト層（４～̓層）は丘陵上位から流れてきた堆積層で遺物の出土がなく、̔層の暗փԫ৭シル

ト層で須恵器・土師器のࡉยが出土した。̔層の下はΦリーϒ৭シルト層の地山である。

ᶈฏୱ໘̗ͷ遺ߏ

平坦面̗は今回の調査対地内のߴ࠷位にあたり、平坦面̗の土層堆積状گを確認するために

第25図　市道南֦ு区　平面図及ͼ北น土層அ面図（1/100）
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設͚た̹̑区の調査区と平坦面上部の෯３̼のൣғと法面を中৺にした̒・̓、̻～̿区の調査

区に分かれる。

̰ɽ̹̑ ʢ۠ฏୱ໘̘౦֦ு۠ʣͷ調査

̹̑区では平坦面̗から平坦面̘にかかる東西２̼、南北３̼の調査区を設ఆした。この地

は調査対地の東近くに相し、平坦面̗の成形ൣғとその土層堆積状گを確認するための調

査である。調査の結果、平坦面西は後世に大きくりऔられていて遺構は検出できͣ、東นஅ

面で石材を含む掘りࠐみを検出した（第26図）。

東นの土層堆積状گは地ද（ඪ22.6̼ߴ）下約1.8̼でփԫ৭ཻࡉۃ砂（11層）の地山を確認し、

その上層に一辺が0.4̼ఔの大きさの石材を含むにͿい暗Φリーϒ৭ཻࡉۃ砂（̕層）がある。

̕層のްさは約0.4̼で石材が10ఔあり、南あるいは調査地֎の東ଆにがるものの、҆શ

面を考ྀして調査区の֦ுを͑߇た。̕層の散在した石材は横穴式石室の石材のՄੑもあるが

明ྎに積み上͛ている、あるいは֤石材が面をଗ͑ているという状گではなかった。̕層の上層

にはඪ24.0̼ߴ前後までにࠇ৭ཻࡉۃ砂（̒層）がްさ0.5̼で、その上層の２層がްさ0.2̼で

堆積しており、̒・̓、̻～̿区（第29図）の２・３層とಉ༷、平坦面̗を形成するための盛り土

と判அした。

̱ɽ̒ɾ̓ɺ̻ʙ̿ ʢ۠౦ޫݹࣉʣͷ調査

ॏ機により竹根のൈ根ۀ࡞とともにද土をআ去してૈ掘りۀ࡞をਐめたとこΖ、地ද下約1.0

̼で石材を検出し、人ྗによる精査を行った。石材の散布ൣғは東西２̼、南北̼̑でそのଟく

が東นに৯いࠐんだ状گであった。検出した石材をして෴土・埋土をআ去したとこΖ石材が

ઢ的にまれていることを確認し、さらにまれた石材の内ଆを一部掘りਐめると古墳時代後期

の須恵器が出土したことから、古墳時代の横穴式石室であることが判明した。このஈ֊で古墳の

調査を一時中அし、古墳時代Ҏ߱の東光寺跡の調査をઌ行させることを༏ઌさせ、石室を෴って

いるแ含層のআ去と東นの؍を行った（第29図）。

古墳を෴うแ含層は東นから西３ （̼̓ϥΠン）のൣғで、その西ଆはൺ̼̑ࠩߴで25֯ࣼ

第26図　平坦面̘東֦ு区　東น土層அ面図（1/100）
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第27図　東光寺古墳　石室上層の石材散布状گ及ͼচ面上層の土層அ面図（1/40）
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～30°のࣼ面があり、後世に大きくりऔられていることが明らかとなった。

ฏୱ໘̗౦นͷଯੵঢ়گ（第29図）　平坦面̗は地ද面がඪ25̼ߴ前後でありްさ10Dm前後の

২土（１層）がある。Կか所かに২ྛあるいは自然木の根が深くு出している攪乱の堆積土があ

る。২土下にはトレンチ北東۱では0.2̼前後で南に向かって１̼前後、西に向かって0.5̼前

後のްさで２～̑Dmの֯を含むփ৭中ཻ砂（２層）があり、その下層（３層）にはްさ0.5～1.0̼

のにͿいԫᒵ৭（10:37/4）೪࣭土がある。２層からは出土遺物がなくその堆積時期は明らかでな

いが、堆積土に֯をଟく含むことから丘陵上位（東ଆ）にある地山土をҠ動させて平坦面を形成

した堆積土と考͑られ、その下層の３層とともに平坦面̗を形成するための埋土とࢥわれる。３

層の下にあるにͿいԫᒵ৭（10:36/3）೪࣭土（４層）は３層の堆積土に近ࣅしており、東光寺古墳

の石室を෴うようにްさ0.2̼ఔ堆積している。４層は平坦面を形成するために古墳の墳丘及

ͼ石室の大を壊したࡍの堆積土であり、東นの̕～12層、北นの24～26層もಉ༷のੑ֨をもっ

た堆積層とࢥわれ、これらの堆積層からは15世ل後ஈ֊の土師器・陶器・༌入磁器（੨磁・ന磁）

のࡉยが出土した。

ʢ̐ʣ౦ޫݹࣉ̨̭�1

東光寺古墳は東光寺跡の造Ӧにࡍして壊された古墳である。今回の調査では、横穴式石室を埋

施設とする古墳（東光寺古墳）１基を平坦面̗地区の調査区内で確認したが、平坦面̘の東֦ு

区（̹̑区）の東น（第26図）でも古墳の石材とࢥわれるものを確認しており、周辺には数基の古墳

があったと考͑られる。

ᶃੴ্ࣨ໘ͷݕग़ঢ়گ（第27・28図）

にͿいԫᒵ৭（10:36/3）೪࣭土（第29図４層）をআ去したஈ֊で、古墳の石室の石材が散乱した

状ଶで検出した。石材は２がさ１̼ఔの天井石のՄੑがある大ৼりのものがあるが、大

が0.4̼大の石材でありԞน・྆ଆนに༻した石材とࢥわれる。散乱した石材のଟくは石室

内にసམあるいはഇغされたかのような状ଶであり、石室内の埋土؍（̖ʵ̖ʅ、̗ʵ̗ʅ）で

は後ड़するݰ室চ面からްさ0.1̼前後のԫ৭（2.5:5/4）ཻࡉۃ砂（４層）が石室่མҎ前の水平

第28図　東光寺古墳　চ面上層の土層அ面図（1/40）
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堆積層で、その上層のにͿいԫᒵ৭（10:36/4）中ཻ砂（１層）・ԫ৭（2.5:5/6）ཻࡉۃ砂（２層）・

ԫ৭（2.5:35/3）ཻࡉۃ砂（３層）には中世陶磁器を含むことから、１～３層は石室ղ体後の堆

積土と考͑られる。なお、３層はݰ室南からત道部分に堆積しており、ત道部のচ面は中世ஈ

֊に平されたものとࢥわれる。

石室を横அする形で設ఆしたܣの３東西土層（̖ʵ̖ʅ）؍では、ӈ（東ଆ）ଆนの基ఈ石を

して中世แ含層とࢥわれるԫ৭（2.5:35/6）ཻૈۃ砂（̕層）・明৭（7.5:35/6）ཻࡉۃ砂（10

層）・にͿいԫ৭（10:34/3）ཻࡉۃ砂（11層）が0.5̼のްさで堆積しており、ݰ室の基ఈ石を

して中世ஈ֊に壊されていることが明らかとなった。ݰ室 ଆ石はӈ（西ଆ）ଆ石にൺべて（東ଆ）ࠨ

部のӈଆ石ݰ。っていたさまでが壊されͣにߴ存状ଶは良く、基ఈ石を含めて̑石ఔの

（̗ʵ̗ʅ）はচ面からਨにではなく上位に向かってがっており面をଗ͑ていないことから、

基ఈ石はൈきऔられていないが、֎ଆに動かされていたՄੑがߴい。ત道部ӈଆน（̘ʵ̘ʅ）

もݰ部分とಉ༷、存しているものでも中世ஈ֊に動かされたՄੑがߴい。

ᶄ （ٰ第29図）

今回の調査では石室をڬんで東ଆが調査対地֎であり、石室及ͼ墳丘の西部が調査対地

となる。前ड़したように、古墳の大は中世ஈ֊に平坦面̗を成形するために大きくりऔられ

ていた。

トレンチ東นの̕層から出土遺物はなかったものの、ಉ༷のੑ֨を࣋つと考͑られる堆積層か

ら15世ل後の遺物が出土していることから、̕層は中世ஈ֊の堆積層とࢥわれ、その下層のに

Ϳいԫᒵ৭（10:37/3）中ཻ砂（14層）・明ԫ৭（2.5:7/6）中ཻ砂（15層）・明ԫ৭（10:36/8）中

ཻ砂（16層）は古墳の墳丘に伴う堆積土とࢥわれる。石室Ԟนから北3.3̼の位置（̼̒区）でに

Ϳいԫᒵ৭（10:37/2）೪࣭土（13層）を埋土として土師器・須恵器ࡅยを含む北周溝と考͑られる

མちࠐみ（̨̙07）がある。このམちࠐみはトレンチ東นから西2.5̼までは確認できたが東น

から西向かうに従ってઙくなり్れるもので、東นでの掘りࠐみの上面෯1.8̼、深さ0.2̼

を測り、அ面がઙいʮ̪ʯ字形をఄしている。̨̙07は石室Ԟนに対して平行ではなくހをඳく

ように掘りࠐまれていることから方墳ではなく円墳のՄੑがߴいと考͑られる。石室をڬんだ

南ଆ（̒̿・̀区）は中世แ含層（̑～̔、11・12層）及ͼ近世Ҏ߱の২ྛによるथ木の根ࠟにより

墳丘の大がりऔられており墳丘は確認できなかった。このため古墳の南周溝は平面では確認

できなかったが、東นஅ面では̒̀地区でにͿいԫᒵ৭೪࣭土（17層）とփԫ৭ૈཻ砂（18層）が

あり、古墳の南周溝の埋土のՄੑがߴいと考͑られる。このことから、東光寺古墳は墳丘の北

ଆの一部が遺存し、東นの埋土の؍から溝の৺ʑڑで測ると13.5̼前後を༗する円墳であっ

たと考͑られる。

ᶅຒࢪઃ（第30図）

東光寺古墳の埋施設は横穴式石室であり、石室内には天井石のՄੑも考͑られるさ1.0

̼、ްさ0.6̼ఔの石材を含むଟくの่མ石が存していた。これらの石材は東光寺跡の平坦

面̗の造成にࡍして壊されて石室内にഇغされたかのような状ଶであり、ഇغあるいは動かされ
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第30図　東光寺古墳　石室及ͼ石室内遺物出土状گ図（1/40）
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た状ଶの石材をऔりআいていくと基ఈ石を含む石材を確認した。その形状から東光寺古墳は、南

։ޱの横穴式石室であり、ݰ室部分はԞนから։ޱ部を向いてࠨଆ（東ଆ）ががるࠨยକの石室

であることが明らかとなった。ただ、石室の遺存状ଶはѱくӈଆนは基ఈ部のみで、ࠨଆนでも

から、石室の規模はશگ大̑石ఔが遺存しているだ͚であった。遺存していた石材の状࠷

°室෯1.3～1.4̼、ત道部2.2̼、ત道部෯0.85̼を測り、石室の主࣠は̣̔ݰ、室2.5̼ݰ、4.4̼

̚をとる。

̰ɽࣨݰ෦

Ԟน　ݰ室Ԟนの基ఈ部は大きくは３石で構成されており、Ԟนの東ଆは࠷大0.65m、ߴさ

0.5̼前後の大形石材を༻し、Ԟน西ଆは２石を積み上͛て東ଆ石材に相するߴさに調整し

ている。基ఈ石はさ0.5̼、ߴさ0.24̼の方形石材で、その上にさ0.5̼、ߴさ0.28̼の方

形石材を༻しその間に0.2̼前後の石材を詰めࠐんでいる。三石の石材は東ଆ基ఈ石と西ଆ

２ஈの石材にՍかるようにさ0.56̼、ߴさ0.18̼の方形の石材を横位にਾ͑ている。

室চ面かݰ、ଆนはӈଆนにൺべて遺存状ଶは良くࠨଆのࠨଆน　Ԟนからત道部を向いてࠨ

ら࠷大1.15̼ߴまで存していた。ࠨଆนの石材は石室চ面から1.0̼までのߴさで石室内内ଆに

約0.2̼せり出した状ଶにある。このせり出しはচ面から天井部向かっての࣋ちૹりとࢥわれ

るが、大形石材のその出が顕著であり、かつ֤石材が規ଇ的にせり出していないことから土ѹに

よってඍົに動いたՄੑがߴい。

さにଗߴさ0.3～0.4̼の石材で、石材を基ఈ石の上面のߴ、ଆนの基ఈ石はさ0.4～0.55̼ࠨ

うように横位にਾ͑ている。基ఈ石の上の２石の石材はさ0.35̼、ߴさ0.15～0.2̼を横位に

ਾ͑ることを基調にし、その間に小形石材を詰めࠐんでいる。基ఈ石上面から上方１̼あたり

ではさ0.9̼、෯0.4̼の石材を࠷大にしてさ0.3～0.65̼、ߴさ0.15～0.35̼の石材を横位を基

調にしてਾ͑ている。ࠨଆนはԞนから南約2.35̼で一辺0.35̼前後、さ0.4̼Ҏ上の石材を

ཱててକ石に༻しており、ࠨଆนからକ石までの出は0.45̼を測る。

ӈଆน　ӈଆนは遺存状ଶがѱく基ఈ石とその上部の一石ఔがっているのみであった。ӈ

ଆ石の基ఈ石はさ0.4～0.75̼、ߴさ0.2～0.35̼の石材を横位にਾ͑、基ఈ石とಉ規模の石材と

0.2̼前後の石材を༻している。基ఈ石はਾ͚͑溝を掘りࠐんだ後に石材をਾ͑ていること

までは確認できたが、石室のݱ状อ存の方がܾఆしたために上面のみの確認にとどめ、その深

さまでは確認できていない。

する地山面ࣼは22.7̼、চ面積3.5㎡を測り、わͣかにߴ室চ面のඪݰ室চ面はݰ　চ໘ࣨݰ

に明ԫ৭ཻࡉ砂（第27図̑層）を入れて水平に敷設するとともに石室ਾ͚͑溝を埋めている。

ॳは敷設土に含まれるをݰ室চ面に敷かれたと考͑たが、がۉでなくまばらであるこ

とから敷きではないと判அした。চ面上には数か所で֯がありのՄੑを検౼したが、

֯はۉな置ではなくその上面も平坦ではないためとஅఆするまでにはࢸらなかった。

が出土した。土器（１ࢠ）室চ面からは須恵器・土師器のほか鉄製品ݰ　চ໘ग़遺ࣨݰ

はԞนに接して分布する一群（̖群）とࠨକ部に分布する一群（̗群）があり、ݰ室中ԝにも須恵器
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ഋ１が出土した（第30図）。

̖群は土師器ᆵ１のほか、須恵器小ܕᰍᆵ１（32）・須恵器ᰍᆵ１（33）・須恵器ഋ

２（28・29）・須恵器ഋ֖３（26・27・31）である。須恵器ᰍᆵ（33）はԞนとӈଆนのコーφ

ー部分にਖ਼位の状ଶであり、その北西Ԟに須恵器小ܕᰍᆵ（32）がԞนとӈଆนの間にڬまった

状ଶで出土した。なお、小ܕᰍᆵとセοトとなる須恵器小ܕ （֖31）はݰ室চ面からは0.15̼前

後ߴく、Ԟนから1.3̼の位置でࠨଆนに接して出土した。

須恵器ഋ（29）はԞนから0.4̼のݰ室中ԝϥΠン上で出土した。須恵器ഋ（28）は、ಉじく

室中ԝϥΠン上でԞนから1.5̼の位置で出土した。須恵器ഋݰ （֖26）はԞนに接してࠨଆนか

ら0.3̼の位置で、須恵器ഋ （֖27）はӈଆนに接してԞนから0.5̼の位置で出土した。なお、ݰ

室中ԝの須恵器ഋ（28）の西0.2̼には、さ0.3̼前後の平石がある。

の出土は認められなかったが土器の置からԞน西部でԞนからࠎをఆできる鉄ఝや人

1.5̼ఔのൣғに遺体をਾ͑たՄੑも考͑られる。

̗群はࠨକ部に東西0.5̼、南北0.5̼のൣғに集中して出土した。土師器ᰍᆵ１（37）、須

恵器ᰍᆵ２（39・40）、須恵器ഋ３（35・36・38）、須恵器ഋ֖１（34）で一辺0.15̼前後

の平石を中৺にある。土師器ᰍᆵ（37）は位の状ଶであり、その北西0.2̼で須恵器٭き

ᰍᆵ（39）が、南西0.25̼で須恵器ᰍᆵ（40）があり、須恵器ᰍᆵ（40）の上にഋ２（35・36）が、

土師器ᰍᆵ（37）の北ଆでࠨଆนに近接して須恵器ഋ（38）と須恵器ഋ （֖34）がある。また、こ

れらの土器をআ去したஈ֊で、土師器ᰍᆵの下で鉄製品（ࢠ）が出土した。

̖群・̗群の土師器ᆵ・須恵器ᰍᆵ内には土がॆరされており、土器内に遺物・২物遺体が

あるかどうかを確認するために水ચいしたものの、؍؟では遺物・২物遺体とも確認できな

かった。

̱ɽતಓ෦

તಓ෦ଆน　ત道部はݰ室部Ҏ上に中世Ҏ߱の攪乱が大きく及んでおり、চ面の一部を確認す

るとともに྆ଆนの基ఈ部の一部を確認したのみである。ࠨଆนは大が東นに৯いࠐんだ状ଶ

であり、さらに遺存状ଶもѱくକ石から南の一石が基ఈ石としてっているఔで、その南ଆの

石材は中世ஈ֊にҠ動していたՄੑがߴい。ӈଆนは基ఈ石とࢥわれる石材が３石ఔって

いたが、それͧれの石の石室ଆの面がচ面に対してཱするような状گではなく、চ面から上方

（西ଆ上方）にがった状ଶである。このӈଆนの状گが本来の状گをөしているものとԾఆす

ると天井石を༗しないղ์ܕのત道部となるが、ݱ状ではそのՄੑはいと考͑ており、ત道

部の南ଆนの基ఈ石は中世Ҏ߱の攪乱、土ѹにより基ఈ石が上方にがったと考͑ている。

તಓ෦চ໘　ત道部চ面はわͣかにっているఔであり、遺物も出土しなかった。ただ、

存するત道部চ面のඪߴは22.9̼であり、ݰ室চ面のඪ22.7̼ߴとはൺ0.2̼ࠩߴで、ત道部がݰ

室চ面よりもߴい状گである。

તಓ෦Լ遺　ߏ平されたત道部চ面の下層で̔石の石材を検出した。この石材はࠨକ石の

北から南0.7̼の位置から南西方向にހをඳくようにされており、北の石材はત道部基
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ఈ石の下にもぐりこんでいる。֤石材は一辺0.2̼前後、ްさ0.1̼ఔのもので、ݱ状อ存のた

めに一石をআ去したஈ֊で確認したとこΖ、上面෯0.45̼、深さ࠷大0.2̼でஅ面ʮ̪ʯ字形の溝

状遺構（第28図̒層）を検出した。この溝状遺構はત道部に設͚られたഉ水溝とその上面に敷かれ

た֖石とࢥわれるが、ત道部東ଆนの基ఈ石をআ去していないため、֖石がࠨଆนからさらにԆ

ͼるものかどうかは不明である。なお、ત道部でഉ水溝は確認できたもののݰ室部でのഉ水施設

はない。また、石室主࣠に平行するようにഉ水溝が存在するྫがଟいが、東光寺古墳では山ଆに

向かってഉ水溝が設͚られている。これはݱ地調査ஈ֊でも߱Ӎのཌ日でも山からの水がଆนの

間を伝って流れている状گであり、丘陵上位からのӍ水を集水するために造られたものであるՄ

ੑがߴい。

̏ʣग़遺

ʢ̍ʣ౦ޫࣉ跡ग़遺

東光寺跡の調査では整ཧശにして̒ശの遺物が出土しており、内༁は土器ྨ・鉄器ྨ・石器ྨ

で、土器ྨは東光寺古墳石室から整ཧശで２ശఔ、東光寺跡関連遺物として２ശఔ、東光寺

跡に関連した石塔（五輪塔）が２ശఔである。なお、出土遺物のৄࡉはද２の土器؍දで記

し、主な֓要を記ड़する。

ᶃฏୱ໘̗ग़遺（第31図10～12・16・17）

東光寺古墳石室から出土した土器ྨ・鉄器は別項で記ड़し、東光寺跡に関連した遺物のུ֓

を記す。

平坦面̗では検出遺構で記ड़したように古墳を壊して平坦面̗を成形しており、古墳石室่མ

土とともに石室のӈଆนから古墳の西ଆの堆積したแ含層から出土した。แ含層出土遺物には土

師器ࡼ、༌入磁器（ന磁・੨磁）、瓦࣭Ꭼുなどがある。

土師器（10）ࡼは、みによるものなのか、͑て円形をආ͚てପ円形に上͛たものかどうか

はఆかではないࡼである。やや上͛ఈؾຯのఈ部から椀状にཱち上がるもので器นはްく0.7Dm

を測る。ޱԑ部は上方にઑりؾຯにおさめる。ന磁（11）ࡼは、ࡉยであり器นのްさは0.3Dm

を測る。内֎面ともແ文である。ఈ部の形状は不明であるが、ന磁ࡼᶛ２ྨと考͑られる
ㅭ㉅14ㅮ

。੨磁

した文༷ݱみ部にはՖหをදࠐで、内面見ࡼきのߴは、体部֎面に࿇ห文༷を施した（12）ࡼ

があるが、ްいᬵༀによってその文༷が不明ྎになっている。ཾઘ༼の製品とࢥわれ形ଶの特

から横田・田ܕ式編年のࡼᶙʵ４ྨ
ㅭ㉅15ㅮ

で13世ل後Ҏ߱の製品である。土師器ఈ部（16）は、平ఈ

のఈ部ยでുఈ部のՄੑがある。瓦࣭Ꭼ （ു17）は瓦࣭土器で内ଆにᎬു状のࠟを不規ଇに

置したもので、椀形の器形でありながらもᎬുとして༻しているものである。

10～12・17は平坦面̗の造成時期をࣔすࢿྉとࢥわれる。

ᶄฏୱ໘̘ग़遺　

平坦面̘では、石列̨̭03の෴土、̨̙35の埋後に࠶堆積した石材群にࠞ在して出土したも

のがあり、̨̙05や整地層などからの出土遺物はなかった。また整地層精査中からも遺物は出土

していない。
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第31図　東光寺跡出土土器実測図
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ੴྻ̨̭��্ग़遺（第31図１～３）

瓦࣭ು（１）は、体部上部より࠷大ܘがあるٿ形の体部で、ʮくʯの字形に۶ۂするᰍ部か

らࣼめ上方にくԆͼるޱԑ部にଓくもので、ޱԑ部とᰍ部֎面のڥはංްしてஈ状をఄしてい

る。ड͚ޱ状ޱԑのୀ化したものとࢥわれる。陶器Ꭼ （ു２）は、ӽ前あるいは৴楽মのᎬുで、

ఈ部は平ఈでޱԑ部内面にୀ化したようなઢが८り、内面にۉにࠟをしていることから

15世لҎ߱とࢥわれる。陶器ᙈ（３）はఈ部ยで体部及ͼޱԑ部がܽଛしており時期ܾఆのࢿྉ

をܽく。

ෆ໌遺̨̭ߏ��ग़遺（第31図̑～̕・第32図̨１～̨３）

੨磁椀（̑）は、り出しによるいߴである。中ࠃ੨Ֆのછで、֎面に᭩が認められる。

瓦࣭ᰍᆵ（̒）は、ݞ部のுらないཛ形の体部で、ޱᰍ部はくཱする。瓦࣭Ꭼ （ു̓～̕）は

瓦࣭あるいは陶࣭Ꭼുでম成がいとࢥわれるものである。 ・̔̕ はࣼめ上方にԆͼる体部から、

がる。内面には間ִにࠟをしている。石材とともに五輪塔の一ຯにくؾۂԑ部は۶ޱ

部が３出土した。̨１は、基 （ૅ地輪）とࢥわれるもので、ೋ面の一部が平面が確認できるが、

他のೋ面はܽଛしている。平面の一面（ද面）にはᑓ字一字がࠁまれている。̨２は地輪で下面

は地面に埋めࠐむために平面を成形していない。ද面には࢛行のࠁ印があり、年号（˘文Ŝ三ߕ

で文の年号があり、出土遺ޕߕ。ռ名（˘ൣષఆ）、月日（˘月三日）とある、（წݑ）名ࢯ、（ޕ

物の年代から天文三年（1534年）に造られた五輪塔のՄੑがߴい
ㅭ㉅16ㅮ

。̨４は団形の水輪とࢥわれ、

ᑓ字が一字ࠁまれている。

石列̨̭03の่壊後に࠶堆積した෴土（上層）から遺物（1～３）、̨̭04（̑～̕）は、東光寺跡

がഇઈした時期をදすࢿྉと考͑られる。

ฏୱ໘̙ग़遺（第31図13～15）

平坦面̙ではப穴群のうち̨̥14の掘形から須恵器ࡉยが出土したが、図ࣔできるࢿྉではな

かった。ただ、平坦面̙のப穴群の遺構検出中に土師器ย・ࠇ৭土器椀のࡉยが出土した。土師

器（13）は椀あるいはഋのఈ部ยで、平ఈをఄする。須恵器（14）は、ഋあるいは椀のఈ部ยで、ఈ

部と体部のڥにいୀ化したߴをషり͚ている。ࠇ৭土器椀（15）は、平ఈのఈ部からࣼめ方

向にཱち上がる体部ଓくもので、ఈ部֎面はࢳりによりりしている。内面はていͶいに

ϔϥϛΨΩ調整している。平坦面̙のப穴群上層のแ含層では、11世ل後の遺物が出土してお

り、出土遺物から東光寺跡が11世ل後（平҆時代中期）に։設されたՄੑがうかが͑る。

ಓ֦ு۠ग़遺（第31図21～24）ࢢ

市道に設͚たトレンチで、市道下層（第22図17層）から出土した。須恵器ఈ部ย（21）はഋ̗ある

いは椀のఈ部ยで、いߴをషり͚ている。須恵器ᆵ（22）は古墳時代のᆵで、֎面にはてい

ͶいなΧΩϝを施している。土師器椀（23・24）はいͣれもఈ部ยでஅ面三֯形のいߴをషり

͚ているもの（23）と平ߴ（24）がある。

ฏୱ໘̚ग़遺ʢ第31図４・18～20）

平坦面̚では上層でম土を含む土（33・32̨̠）を、下層で土師器ยを含むམちࠐみ（̨̭02）
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第32図　東光寺跡出土五輪塔実測図
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を確認した。上層のম土周辺から土師器椀（18）が出土した。土師器椀（18）は内ؾຯにઙくཱち

上がる体部で、ޱԑ部はཱؾຯにཱち上がる。体部֎面はϔϥέズリ調整を施し、奈良時代の

ものとࢥわれる。土師器椀（20）は深い椀状をఄし、ޱԑ部はくઑりؾຯにおさめるもので、東

นの精査中に13層から出土した。土師器ᙈ（19）は、地山上で土器ยが散在した状ଶで出土した

ものである。ᙈあるいはᆵの体部ยがほとんどで、།一図ࣔできたࢿྉである。なでݞの体部で、

֎ؾຯにくཱち上がるޱԑ部にଓく。古墳時代中期までのࢿྉとࢥわれる。須恵器横ළ（４）

は、古墳時代のପ円形をఄする横ළの体部上の破ยで、北に隣接する東光寺古墳から流れམち

た遺物のՄੑがある。

平坦面̚では下層で須恵器出ݱҎ前の土師器ᙈが、その上層では奈良時代のՄੑがある土師

器が出土したが、いͣれもࡉยࢿྉである。

̏τϨϯνදग़遺（第31図25・第32図̨４）

25は須恵器ഋ̗あるいは椀のఈ部ยで、ややߴめのߴをషり͚ている。ॏ機によるද土掘

中に出土した。̨４は、市道に࿐出していた、16世
ㅭ㉅17ㅮ

さ40.8ᶲをߴ、われる一石五輪塔でࢥとل

測る。地輪部分にはᑓ字のほか、ʮົ清ʯとࠁまれている。

ʢ̎ʣ౦ޫݹࣉग़遺

東光寺古墳では石室内から須恵器13、土師器２、鉄器１が出土した。検出遺構で記ड़し

たように、ݰ室চ面から出土した遺物はԞน近くで見つかった̖群とࠨยକ部分で集中して見つ

かった̗群がある。

ᶃ̖܈ग़遺（第33図26～33）

須恵器ഋ （֖26・27）は14.0～13.5ܘޱDmを測り、天井部֎面は1/2ఔのൣғにϔϥέズリ調

整を施している。須恵器ഋ（28・29）は11.8～11.3ܘޱDm、器4.2～4.0ߴDmを測り、ཱち上がり

は1.5～1.7Dmでཱあるいはࣼめ方向にཱち上がる。ഋ部֎面の1/2ఔのൣғにϔϥέズリߴ

調整を施す。なお、28はԞนではなくݰ室中ԝに１のみ出土しているが、ここでは̖群として

ѻった。須恵器ᰍᆵ（32）はԞนとӈଆนの間にڬまった状ଶで出土したもので、器5.0ߴDmの

小ܕᆵである。須恵器小ܕᆵ （֖31）は̖群のচ面ではなく、চ面から15Dm上方の่མ土から出

土したࢿྉであるが、32とセοトをなす֖である。須恵器ޱᆵ（33）はፏٿ形の体部で上部に

はていͶいなઢ文と列文をՃ০している。土師器ᰍᆵ（30）はፏٿ形の体部でޱԑ部は֎

。ຯにཱち上がるؾ

ᶄ̗܈ग़遺（第33図34～40）　

須恵器ഋ （֖34）は13.0ܘޱDmを測り、天井部֎面の1/2ఔのൣғにϔϥέズリを施している。

～4.2ߴ12.0Dm、器～11.5ܘޱԑ部内面には不明ྎなઢが८る。須恵器ഋ（35・36・38）はޱ

4.6Dmを測り、ഋ部֎面の1/2のൣғにϔϥέズリ調整を施す。ഋ部のཱち上がりߴは1.2～1.4Dm

で38では内ଆに不明ྎなઢが認められる。٭きᆵ（39）は、ݞ部のுった体部からཱؾຯに

くཱち上がるޱᰍ部ଓくもので、体部下には٭部がくが٭部の大はܽଛしている。ᰍ

ᆵ（40）はፏٿ形の体部でく内ؾຯにཱち上がるޱᰍ部となる。ޱԑ部内ଆにはઢ状のஈが
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一ஈ設͚られている。土師器ᰍᆵ（37）はٿ形の体部で複߹ޱԑ形のޱᰍ部ଓくものである。

石室内出土のᆵには土がॆరされており、৻ॏに水ચいしたものの土器内からは২物遺体を含

めてԿも出土しなかった。

ᶅమ（第33図̩１）　鉄製（１̩）ࢠは、石室চ面で、土器̗群をআ去したஈ֊で検出した。

ਕ部・ܪ部がܽଛしており、存4.5ᶲを測る。ܪ部には木࣭がっている。

̐ ɽ૯ ɹ ׅ

̍ʣ౦ޫࣉ跡ʹ͍ͭͯ

東光寺跡の調査では３か所のトレンチを設ఆして発掘調査を実施した。１・２トレンチでは顕

著な遺構・遺物は検出できなかったものの、堆積土の大がཻࡉ砂とシルト層であり、その間に

は২物遺体を含むΦリーϒࠇ৭のシルトの堆積層があり、ݱ在水田として༻されているか所が

かつては࣪地ଳであることが明らかとなった。この࣪地ଳは東光寺跡がཱ地するか所で東・西の

丘陵がڱまるڱᯀなՕ所であり、近接して流れるҏࠤ津川の川؛に近い࣪地ଳであるとともに東

の丘陵ଆの༙水によってৗ時水した状گであることが明らかとなった。

３トレンチの丘陵部ଆでは、調査前の౿査によって４か所の平坦面を確認しており、ߴ࠷位の

ඪ30̼ߴ前後の測る平坦面̖がもっともく、下位にあるඪ25̼ߴの平坦面̗とଓき、今回の

主な調査対地である平坦面̘・̙とଓく֊ஈ状地形を確認している。そのうち、平坦面̗は

古墳を壊して平坦面を形成しており、古墳ղ体時にࠞ入した土器ྨから平坦面̗は15世ل後ஈ

֊には平坦面を形成していることが明らかとなった。平坦面̘では後世の平、ݱ代の田ാの։

第33図　東光寺古墳出土遺物実測図
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ࠖによって大きくりऔられており、建物跡は検出できなかったが、建物の地൫であるްい整地

層を確認するとともに、整地層の上層でわͣかに石列（̨̭03）を検出した。この石列の෴土から

は16世ل後ஈ֊の土器ྨが出土しており、Ծにあったかもしれない建物と石列は16世ل後ஈ

֊に壊されているՄੑがߴくなった。平坦面̘の北東では平坦面̘のに掘られた溝ととも

にその上面に石材がଟ量に散在しており、平坦面̘に造られた石列が壊されたՄੑが考͑られ、

̨̭03とಉ༷、その石材にࠞじって16世ل後の土器ྨとともにʮ天文三年ʯ（1534年）と記され

たՄੑがߴい五輪塔の一部（地輪）も出土している。

整地層の下層では山からの流水・༙水を੍ޚするための暗渠があり、建物造成のための地ۀが

ていͶいに行われていることが明らかとなった。

平坦面̙の一部とその部ではப穴を20数か所確認し、ப穴の列を検౼したものの建物跡と

してまとまるか所は認められなかったが、部に建物跡が存在していたՄੑがߴくなった。な

お、֤ப穴からは̨̥14をআいて遺物は出土しなかったが、その土器ࡉยの特から12世لஈ֊

の須恵器と考͑られる。またப穴群の上層にあるแ含層からはࠇ৭土器・土師器ࡼ・須恵器ยが

出土している。いͣれも12世لஈ֊のࢿྉであり、平坦面̗の造成Ҏ前の時期をࣔすものである。

東光寺跡の発掘調査から明らかになった状گは、平坦面を数か所成形して建物が存在していた

Մੑがߴく、その成形時期は15世ل後Ҏ߱で、それҎ前に丘陵部に12世لஈ֊の建物群が

存在していたՄੑが考͑られる。

地名のるʮ東光寺ʯから寺跡とஅఆできるࢿྉはないが、丘陵ࣼ面をར༻して遺跡が存在す

ることが明らかとなった。出土遺物から見たその時期はいͣれも中世ஈ֊で、古代にるࢿྉを

含んでいる。中世ஈ֊の丘陵をར༻した遺跡には城ؗ・寺院・山城・古ุなどがある。そのうち、

山城はޚを的とした遺構であり、土ྥ・堀・؛などがあるが今回の調査では確認できͣ、

また古ุをࢥわせる遺構も出土しなかった。出土遺物ではᎬു・༌入磁器などの土器ྨのほかに

五輪塔が３出土している。また౿査では平坦面̖でも五輪塔を確認している。この五輪塔は山

城・城ؗでの出土ྫもଟく、五輪塔をもって寺院跡とは考͑いࢿྉでもある。

これらのことから地名としてʮ東光寺ʯとあるものの寺院としてஅఆできるࢿྉはなく、今後、

周辺部の平坦面の状گを確認した上で遺跡のੑ֨は明らかになるものとࢥわれる。なお、調査地

に近接するࣣ日市には大Ӭ （̑1525）年建とՃࠤ郡ࢽに記されているʮ西光寺ʯが建ཱされてい

るが、西光寺の南Ԇ部に今回の調査地がある。

̎ʣ౦ޫݹࣉʹ͍ͭͯ

東光寺古墳（̨̭01）は東光寺跡に伴う平坦面̗の造成に伴って壊されたਪఆ13.5̼ܘの円墳

で、横穴式石室を埋施設としている。ただ、平坦面造成によって大きく壊されており墳丘規模

とߴさ、石室の天井までのߴさなど大の内容は不明であり、石室のচ面と基ఈ部石材が存し

ているఔであった。

東光寺古墳の石室は南։ޱで東ଆにுり出しをもつࠨยକの石室でݰ室2.5̼、෯1.3～1.4̼

と小規模なものである、古墳の基部はඪ20̼ߴ前後のࣼ面地にཱ地していたようで、調査地内で
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は古墳１基であるが、その北12̼の平坦面̘東֦ு区の東น土層அ面で古墳石室の石材とࢥわれ

るか所があり、東光寺古墳のみの୯ಠ墳、あるいは２～数基ఔの古墳が存在するఔであった

とࢥわれる。

石室内চ面の出土状گから土器は̖群と̗群に分͚ることができ、その土器の置状گからࠨ

ยକ部分にยづ͚られた状ଶの̗群がઌ行し、新たにされたஈ֊に̖群の土器を置いたՄ

ੑがߴい。

̖・̗群の土器、特にഋ・ഋ֖の特を見るとཱち上がりߴさや֯ࣼ、ड͚部の出、天

井部（あるいはఈ部）のέズリの及んでいるൣғなどから大ࠩはなく、一ܕ式のൣᙝにೲまる形ଶ・

ٕ法であり、陶༢編年の̩̠10ܕ式（̒世ل前）の特を備͑ている。ただ、̗群の須恵器ഋ

のޱԑ部内ଆにわͣかににͿいઢが८るࢿྉ（35・38）があるが、ഋ֖ではޱԑ部から天井部に

か͚てހ状にཱち上がるものとޱԑ部と天井の間にม化をつ͚ているもの（34）がある。

̏ʣࢢʢ؛Ԟ۠ʣͷԣ݀ࣜੴࣨ

舞鶴市には450基の古墳が確認されており、そのうち横穴式石室を埋施設としているものが

120基ఔある。

西舞鶴Ҭはҏࠤ津川流ҬとそのՏޱ部である舞鶴のւ浜部に古墳が分布しており、50基ఔ

の古墳が存在するともいわれている。この地Ҭの古墳は古墳時代前期にで߹式石を埋

施設とし、鉄・鉄᭲・銅᭲などが出土した山古墳、後期に入ってແକ式の石室を埋施設と

するനਿ古墳、上఼古墳（今田）、天ۡؠ古墳（Ҿ土）などが知られているが山古墳をআいて発掘

調査ྫはなかった。近年ではւ浜部の字喜ଟの喜ଟ家Ԟ古墳
ㅭ㉅18ㅮ

・字下҆ٱで三֯古墳
ㅭ㉅19ㅮ

の調査が行わ

れた。喜ଟ家Ԟ古墳は12̼ܘの円墳で、શ̼̒前後のӈยକの横穴式石室でݰ室3.45̼、

෯1.7̼を測り、東光寺古墳に後ଓする̩̠43～̩̠217ܕ式の須恵器とともに・ࢠ・鉄᭲

のほか、ಂ・Ҍ・০金۩・ଳ金۩などのഅ۩、Ψϥε小ۄ・ۄ・ᑨۄ・ۄࢠなどのଟ࠼な副

品が出土している。

その中で今回新たに検出した東光寺古墳は石室の形ଶ（ࠨยକ）からແକ式石室にઌ行する古墳

であると考͑られる。なお、एڱ؛地Ҭで発掘調査が実施されたӜ入西２号墳
ㅭ㉅20ㅮ

は須恵器のܕ式

からはほ΅ಉ時期の遺物を出土しているものの୦穴系横ޱ式石室とされており、東光寺古墳とは

系ේをҟにするಉ時期の古墳か、あるいは東光寺古墳にઌ行する時期の古墳とࢥわれる。

Ӝ入西２号墳・喜ଟ家Ԟ古墳・三֯古墳がएڱ؛あるいは舞鶴に面したւ浜部にཱ地する

のに対して、東光寺古墳は؛ҬからԞ深く入りࠐんだ舞鶴市でも南ଆのڥ界Ҭにある。地形で

もઌड़したようにҏࠤ津川が山間部をൈ͚、平野部に入るڱᯀな地形にあり、前者の古墳が֎ ・ަ

Ԙ・ړᎤを中৺とした集団のุに対して東光寺古墳はएڱ（あるいは舞鶴）から丹ـ・ࠃ内

のަ通の要িの地に築かれたものと考͑られる。

（石井清司）
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ද２　東光寺跡・東光寺古墳　土器؍ද

ʪຌྫʫ
ܘཝの記号　　（　　）ʀ෮元ܘޱ・
・器ߴཝの記号　　（　　）ʀ存ߴ
・小数第２位をࣺ࢛五入、第１位でදࣔ
・ʵʀ֘部位なし
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１ 瓦࣭土
器 ು ̨̭ 03 上層 28.0 （9.5） ʵ 2/12 ີ փ৭

7.5:6/1 良
、ԑ部内面及ͼ体部内面に横方向のϋέޱ
体部֎面にϢϏΦαΤѹࠟがる。体部
֎面にεεண。

２ 陶器 Ꭼു ̨̭ 03 上層 26.0 10.3 11.0 2/12 ີ

৭
10:34/4 に
Ϳいᒵ৭
7.5:37/4

良

ӽ前・৴楽মのᎬുで、ߴをもたない
平ఈのఈ部。体部ࣼめ上方ઢ的にཱ
ち上がり、ޱԑ部は水平ؾຯに面を࣋
ちながらややؙみをもっておさめる。ޱ
ԑ部内面には不明ྎなઢ状のஈがめぐ
る。

３ 陶器 ᙈ ̨̭ 03 上層 ʵ （5.5） 17.0 4/12 ີ
փ৭ /4/0
～փന৭
7.5:7/1

良 平ఈのఈ部からࣼめ上方ઢ的にԆͼ
る体部。

４ 須恵器 横ළ ̨̭ 02 精査中 ʵ / ʵ / ີ փ৭ /6/1 ៛ݎ

ԑ部及ͼ体部下部をܽଛ。ϩΫϩ成ޱ
形でͻきあ͛、部を೪土でॆరしてい
る。体部֎面は̔ /1.9Dm ఔのઙい
ࠟのΧΩϝを施す。その下にタタΩࠟを
。す

̑ ੨磁 椀 ̨̭ 04 ʵ （2.1） 5.2 6/12 ີ

ૉ地：փന
৭ 10:38/2、
ᬵ調：明୶
փ৭

良

。基調にృされているࠇ部内面はߴ
内ఈ面にはೋॏのݍઢと中ԝにՖ模༷を
ඳく。֎面には᭩が認められる。中ࠃ੨
Ֆછ。

̒ 瓦࣭土
器 ᰍᆵ ̨̭ 04 8.0 （4.8） ʵ 2/12 ややૈ 暗փ৭ /3/0 ೈ

体部下はܽଛ。ཛ形の体部でޱᰍ部は
ཱؾຯにཱち上がる。体部֎面に横方
向のϔϥέズリを施す。

̓ 瓦࣭土
器 Ꭼു ̨̭ 04 ʵ （4.6） 11.9 3/12 ີ

֎面：փന
৭ /8/0、அ
面：փ৭
/5/0 

やや
ೈ

ยでఈ部の一部のみ。内面のࠟは̔ࡉ
 /2.2Dm で、破ยのため数は不明。

̔ 瓦࣭土
器 Ꭼു ̨̭ 04 ʵ （7.2） 36.8 1/12 ややີ 暗փ৭ 3/0 ೈ

ԑ部の一部のみ。内面のࠟのޱยでࡉ
୯位は不明。体部とޱԑ部のڥに明ྎな
ྏઢがある。

̕ 陶器 Ꭼു ̨̭ 04 上面่
མ土中 34.0 （10.6） ʵ 4/12 ややૈ

փ৭
10:35/1・
にͿいԫᒵ
৭ 10:37/3

不良

ఈ部はܽଛしているが平ఈとࢥわれる、
ఈ部からややંۂしながらࣼめ上方にཱ
ち上がり、ޱԑ部は۶ંしてくࣼめ方
向にԆͼる。ޱԑ部内面には体部とのڥ
に明ྎなஈを༗する。体部内面には̑
を୯位とするࠟがۉにされている。
体部内面下部にはᎬりࠟが明ྎにる。
体部֎面は横方向のϋέの後、ていͶい
にφσফしている。陶器とࢥわれるが、
ম成がく瓦࣭土器のような上がりに
なっている。

10 土師器 ࡼ
平坦面̗ 
石室西ଆࣼ面
แ含層

9.2 ～
10.0 3.0 3.5 6/12 ີ ᒵ৭

7.5:37/6 良
土師器ࡼとࢥわれるが、円形ではなくପ
円形をఄしている。内面にૈいϋέが
る。

11 ന磁 ࡼ
平坦面̗ 
石室西ଆࣼ面
แ含層

（10.0） （2.0） ʵ 2/12 ີ փന৭
2.5:8/2 良 ఈ部及ͼ体部下はܽଛ、体部上から

。ຯにཱち上がるؾԑ部は内ޱ

12 ੨磁 ࡼ
平坦面̗ 
石室西ଆࣼ面
แ含層

12.0 4.0 5.4 4/12 ີ

土：明
৭ 5:35/6
　ᬵ調：明
Φリーϒփ
৭ 2.5(:7/1

良

mm̓ߴߴ の輪ߴから内ؾຯにཱ
ち上がる体部をఄし、ޱԑ部は水平ؾຯ
にくԆͼ、ޱԑ部はわͣかにਨ下す
る。体部֎面は࿇ห文༷を施し、内面見
、した文༷があるがݱみ部にはՖหをදࠐ
ްいᬵༀによって不明ྎである。

13 土師器 ഋ / 椀 平坦面̙精査
中 ʵ （2.0） 6.0 4/12 ややૈ ᒵ৭

7.5:37/6
やや
ೈ 平ఈのఈ部ย。ຎ໓により調整؍不Մ。

14 須恵器 ഋ / 椀 平坦面̙精査
中 ʵ （1.85） 10.0 8/12 ៛ݎ փ৭ /5/0 良 ఈ部と体部の۶ۂ部に接していߴを

షり͚ている。

15 ৭土ࠇ
器 椀 平坦面̙精査

中 ʵ （1.8） 6.0 7/12 ີ

֎面：にͿ
いԫᒵ৭
10:37/2、　
内面：ࠇ৭
/2/0 

良 内面にີなϛΨΩがある。ఈ部֎面はࢳ
りࠟがる平ఈ。内ࠇ椀。
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16 土師器 ുか
平坦面̗
石室西ଆࣼ面
แ含層

ʵ （3.9） 16.1 1/12 ややૈ

֎面：ઙ
ԫᒵ৭
7.5:38/4、
内面：ᒵ৭
2.5:7/6

ೈ 。ยのため器形・時期とも不明ࡉ

17 瓦࣭土
器 Ꭼു

平坦面̗ 
石室西ଆࣼ面
แ含層

（15.0） 6.0 5.0 2/12 ややೈ ԫփ৭
2.5:4/1 良

平ఈؾຯのఈ部から内ؾຯに深くཱち
上がる体部からޱԑ部ଓき、ޱԑ部
֎面は内する面を࣋つ。ޱԑ部内面は
内ଆにつまみあ͛ている。体部内面には
４を୯位とするࠟがあり、Ꭼുとし
ての༻్が考͑られる。

18 土師器 椀 ̨̭ 02 上層 （12.8） （3.6） / 1/12 ૈ 明ᒵ৭
2.5:35/6 良

平ఈؾຯのఈ部から内ؾຯに深くཱち
上がる体部からޱԑ部ଓき、ޱԑ部
֎面はઑりؾຯにおさめる。体部֎面に
ૈい横方向のϔϥέズリがる。内・֎
面とも一部εεがண。

19 土師器 ᙈ ̨̭ 02 （14.0） （7.3） ʵ 3/12 ີ にͿい৭
7.5:35/4 良

下部はܽଛ。なでݞの体部から֎す
るޱᰍ部ଓき、ޱԑ部はؙみをもっ
ておさめる。体部֎ԑはॎ方向のϋέ、
内面下部はέズリ、上はφσ。

20 土師器 椀 ̨̭ 02 上層 （14.8
 （5.1） ʵ 3/12 ややૈ

֎面：ᒵ৭
5:36/6、அ
面：にͿ
い৭
5:34/4

良

体部下がܽଛ。上部は深い椀状をఄ
し、ޱԑ部はཱؾຯにཱち上がる。体
部֎面にࣼめ方向のૈいϔϥέズリ調整
をす。

21 須恵器 ഋ / 椀 市道北֦ு区 ʵ （1.1） 10.0 3/12 ៛ݎ փ৭ /5/5 良 ఈ部ยで方形のߴをషり͚ている。

22 須恵器 ᆵ 市道北֦ு区 ʵ （5.8） ʵ 2/12 ີ փ৭ /6/0 ៛ݎ
ԑ部及ͼ体部下部をܽଛ、֎面にޱ 12
 /1.5Dm ఔのΧΩϝをていͶいに施
す。

23 土師器 椀 市道北֦ு区 ʵ （1.4） （8.9） 1/12 ややૈ ᒵ৭
2.5:36/6 ೈ ؙみをもつ体部ยで、ఈ部はஅ面三֯形

のいߴをషり͚ている。

24 土師器 椀 市道北֦ு区 ʵ （1.1） 7.6 4/12 ややૈ ᒵ৭
2.5:36/6 ೈ 平ఈで、ややಥ出ؾຯで円൫状のఈ部。

25 須恵器 椀 ３トレンチ南
ॏ機掘中 ʵ （1.9） （10.6） 2/12 ៛ݎ

֎面：փ
ന৭ /7/0
அ面：に
Ϳい৭
7.5:36/3

៛ݎ ややߴめで、౿んுったようなߴをష
り͚る。

26 須恵器 ഋ֖ 東光寺古墳石
室内 14.0 4.8 ʵ 形 ີ

֎面：փന
৭ 2.5:8/1
内面：੨փ
৭ 5#6/1

良 ྏは不明ྎ。天井部֎面の 1/3 ఔまで
έズリを施す。̡ ̖群ʳ

27 須恵器 ഋ֖ 東光寺古墳石
室内 13.5 4.2 ʵ 形 ややૈ փന৭ /6/1 良

ྏは不明ྎ。ޱԑ部内面に不明ྎなઢ
がめぐる、天井部֎面の 1/3 ఔまでέ
ズリを施す。̡ ̖群ʳ

28 須恵器 ഋ 東光寺古墳石
室内 11.8 4.2 / 形 ີ 暗੨փ৭

5#14/1 良

ཱち上がりߴは 1.5Dm でؾۂຯにཱち
上がる。ड͚部の出は 0.5Dm でやや上方
にめぐる。ఈ部֎面の 1/3 ఔまでέズ
リを施す。ম͚みが著しい。̡ ̖群ʳ

29 須恵器 ഋ 東光寺古墳石
室内 11.3 4.0 / 形 ややૈ

֎面 : ੨փ৭
51#2/1、内
面：੨ࠇ৭
51#2/1

良

ཱち上がりߴ 1.7Dm で内ଆにؾંۂຯに
ཱち上がる。ड͚部の出は 0.5Dm でࣼめ
上にؾۂຯにཱち上がる。ఈ部֎面の
1/2 ఔまでέズリを施す。̡ ̖群ʳ

30 土師器 ᰍᆵ 東光寺古墳石
室内 8.5 9.2 / 形 ややૈ 明৭

5:35/8 良

ᰍ部はཱؾຯにཱち上がり、ややંۂ
したのちにཱؾຯにཱち上がる。部
֎面はॎあるいはࣼめ方向のϋέ、ޱԑ
部֎面はϤコφσ、ޱԑ部内面はϋέ後
Ϥコφσ。̡ ̖群ʳ

31 須恵器 小ܕᆵ
֖

東光寺古墳石
室内 5.8 2.2 / 形 ີ

֎面：ԫփ
৭ 2.5:5/1
Φリーϒࠇ
7.5:3/1

良
ྏは不明ྎ。ޱԑ部内ଆにઢがめぐる。
天井部֎面にΧΩϝ状のઢがる。̡ ̖
群ʳ

32 須恵器 小ܕ
ᰍᆵ

東光寺古墳石
室内 4.0 5.0 3.0 形 ີ

֎面：փ
৭ /6/0 内
面：ԫփ৭
2.5:6/2

良
ፏٿ形の体部で、ޱԑ部は内ؾຯに
くཱち上がる。体部֎面上部に横方向
のΧΩϝをていͶいに施す。̡ ̖群ʳ

33 須恵器 ᆵޱ 東光寺古墳石
室内 9.5 16.3 / 形 ີ ԫփ৭

2.5:6/1 良

ፏٿ形の体部でޱᰍ部はࣼめ方向にԆͼ
るᰍ部からޱԑ部はᰍ部からஈをもって
く֎する。部上部に３のઢڧ
とその間にࣼめ方向の列をめぐらせる。
部下部は横方向のέズリ。ᰍ・ޱԑ
部はཱؾຯにཱち上がるいᰍ部から
֎するޱԑ部ଓき、内֎面はていͶ
いなφσ。̡ ̖群ʳ
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34 須恵器 ഋ֖ 東光寺古墳石
室内 13.0 4.2 / 形 ややૈ փ৭ /6/1 良

ྏは不明ྎ。ޱԑ部はઑりؾຯで内面
に不明ྎなઢがめぐる。天井部の 1/2
のൣғにέズリを施す。̡ ̗群ʳ

35 須恵器 ഋ 東光寺古墳石
室内 12.0 4.2 / 形 ີ փ৭ /6/1 良

ཱち上がりߴ 1.4Dm で内ଆにࣼめ方向
でઢ的にཱち上がる。ड͚部の出は̔
mm、ഋ部下部にέズリを施す。̡ ̗群ʳ

36 須恵器 ഋ 東光寺古墳石
室内 11.5 4.2 / 形 ີ փ৭ /6/1 良

ཱち上がりߴ 1.2Dm で内ଆにࣼめ方向に
ややۂしてཱち上がる。ड͚部の出は
̓mm、ഋ部֎面の 1/2 のൣғにέズリ
を施す。̡ ̗群ʳ

37 土師器 ᰍᆵ 東光寺古墳石
室内 8.2 11.1 / 形 ややૈ 暗৭

5:35/8 良

ຯにཱち上がるᰍ部ؾ形の体部でཱٿ
からわͣかにંۂしてޱԑ部ଓき、ޱ
ԑ部はཱؾຯにཱち上がる。体部֎面
はࣼめ方向のϋέが認められるものの不
明ྎ。ޱԑ部は内面に横方向のϋέ後Ϥ
コφσし、֎面はϤコφσを施す。̡ ̗群ʳ

38 須恵器 ഋ 東光寺古墳石
室内 12.0 4.6 / 形 ີ ԫփ৭

2.5:6/1 良

ཱち上がりߴ 1.3Dm で内ؾຯにઢ的
にཱち上がる。ड͚部の出は̒mm でஅ
面三֯形をఄする。ഋ部֎面の 1/2 のൣ
ғにέズリを施す。̡ ̖群でཱち上がり部
の一部が出土するものの大が̗群ʳ

39 須恵器 き٭
ᆵ

東光寺古墳石
室内 7.0 （9.5） /

部を٭
আいて
存

ີ
֎面ʀփന
৭ /7/0、内
面：5:6/1

良

部上部のݞのுりがڧく、ޱԑ部は
֎ؾຯにくཱち上がる。部下に
１Dm ෯ఔのൣғにέズリを施す。埋
時に٭部をܽいて༻したՄੑが考
͑られるʲ̗群ʳ

40 須恵器 ᰍᆵ 東光寺古墳石
室内 8.7 13.2 / 形 ີ փ৭ /6/0 良

ፏٿ形の体部で、ᰍ・ޱԑ部は内ؾຯ
でઢ的にཱち上がる。ޱԑ部内面には
ஈ状のઢが１८る。体部の上部と
ԑ部֎面に横方向のていͶいなΧΩϝޱ
を施す。̡ ̗群ʳ

ද３　東光寺跡　石造物（五輪塔）؍ද

ද４　東光寺古墳　鉄器؍ද

報告൪߸ छྨ ग़
๏ྔʢ୯Ґ DNʣ

ੴࡐ ͔΄ଶͷಛܗ
͞ߴ ෯ ް͞

̨１ 基ૅ（地輪）
か ̨̭ 04 （17.9） （14.6） 13.3 砂ؠ 方形とࢥわれる、ද・ཪのೋ面の一部がわͣかにる。

ද面には天ޑཕԻ来をදすᑓ字をࠁ印している。

̨２ 基ૅ（地輪） ̨̭ 04 （18.9） 21.6 21.6 砂ؠ

方形で上部には̑ܘᶲ、深さ 1.8ᶲの円形ଧち͚ܽがあ
り、Ԝみから֤辺にむかって石として࠶ར༻されたよ
うなࡲり面がある。下部はߴさ 3.5ᶲఔまでは、地面に
埋めࠐむためにૈい成形ࠟのみで上͛ており、その上
位は平に上͛ている。ද面にはӈよりʮ˘文Ŝ三ޕߕ、
。印されているࠁწ、˘ൣષఆ、˘月三日ʯとݑ

̨３ 塔（水輪） ̨̭ 04 18.8 （25.6） 26.9 砂ؠ 団形で上下は地輪・Ր輪をॏͶるために平坦面を成形し
ている。ද面にはόのᑓ字がࠁ印されている。

̨４ 一石五輪塔 市道ද土 40.8 12.2 10.6 砂ؠか

ๅच・ߨՖ・ּ・塔・基ૅを一石でࠁんだもので、基
ૅの下位には 4.5ᶲఔのߴさまではૈいଧちܽきのみ
で、地面に掘りࠐまれていたものとࢥわれる。基ૅ下位
Ҏ֎は平で、上から֤部位ごとにᑓ字がࠁまれており、
基ૅ部分にはᑓ字のほかにʮົ清ʯとある。

報告൪߸ छྨ ग़
๏ྔʢ୯Ґ DNʣ

͔΄ଶͷಛܗ
͞ ෯ ް͞

̩１ ࢠ 東光寺古墳
石室内

ਕ部：2.0
部：2.5ܪ

ਕ部：2.4
部：1.0ܪ

ਕ部：0.7
部：0.5ܪ ਕ部とܪ部のઌがܽଛ。ܪ部には木࣭がる。
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今回の発掘調査は、京都府อ݈ڥ研究所及ͼ京都市Ӵੜڥ研究所新築（߹築）工事に伴い、

京都府݈߁福ࢱ部のґཔをड͚て実施した。調査地は、京都市伏見区村上町に所在し、発掘調査

はݱ存するچ伏見ྍ所と京都府อ݈ڥ研究所間のۭ間地に２か所のトレンチを設ఆして実施

した。

京都府อ݈ڥ研究所敷地内では、京都府ڭҭҕһ会が1977年の伏見ྍ所建設に伴って発掘

調査を実施しており、調査トレンチ南ଆから江戸時代後期の木製品を含む࣪地状の堆積を検出し

ている。今回の発掘調査では、࣪地状地形が調査対地શҬに及Ϳのか、伏見城跡の遺構がっ

ているのかどうかを明らかにする的があった。

本報告書ではࠃ土࠲ඪの世界測地系を༻い、ඪߴは東京平ۉւ水面を基४とした。

発掘調査にࡍしては地元周町町内会、村上町町内会、西大手町町内会及ͼ、京都市文化市ຽ

をಘた。また、整ཧ報告ྗڠ՝、公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所の方ʑのごޢ文化財อہ

時の木簡ղಡ及ͼ関係ࢿྉ収集に関して、岡山大ֶ図書ؗ、公益財団法人向日市埋蔵文化財セン

ター、岡山大ֶ知ࠀࢯ、向日市文化ࢿྉؗۄ城ྰࢯࢠ、京都大ֶࡂ研究所Ճೲ༃೭ࢯのご

。をಘた。ซせて記しておྱਃし上͛たいྗڠಋ、ごࢦ

なお、調査に係る経අは、શֹ京都府がෛ୲した。

ʤ調査ମ੍ʥ

ฏ��調査

ɹݱ調査ऀ　　調査՝　　　　　　　　　　　　ਖ਼

　調 査 ୲  ऀ　　調査՝調査第２係　　　　　中川和哉

　　　　　　　　　　　ಉ　　　　主　査　　　　　岡࡚研一

　　　　　　　　　　　ಉ　調査第３係調査һ　　　竹村亮仁

　調ɹ査ɹɹॴ　　京都府京都市伏見区村上町395他

　調ɹ査ɹظɹؒ　　平成28年9月27日～12月15日

　調ɹ査ɹ໘ɹੵ　　400㎡

ฏ��ཧۀ࡞

ɹཧۀ࡞ऀ　調査՝　　　　　　　　　　　小　

　ཧۀ࡞୲ऀ　調査՝՝ิ݉ࠤ調査第２係　中川和哉

　　　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　副主査　岡࡚研一
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̎ ɽҐ ஔ ͱ  ）ڥ 第 1 図 ）
京都市伏見区は京都ຍ地の東ԑ部にあり、大ࡕ層群から構成される౧山丘陵をڬみ東西に地

部ががる。調査地は౧山丘陵西ଆの൙ཞ平野にཱ地している。伏見区の南部にはཎ川水系のࢧ

流であるӉ࣏川が流れ、伏見はかつて大ࡕから京都までの水上ަ通の起地であった。

調査地周辺では、౧陵遺跡でೄ文時代൩期の土器が出土しており、࠷も古い時期の遺跡である。

ಉじく౧陵遺跡では、ੜ時代中期の方形周溝ุも検出されている。古墳時代の遺跡には須恵器

や形輪などが出土した౧山古墳群、後期の୦穴建物が検出されている福ౡଠ遺跡がある。

奈良時代には൘ڮഇ寺やޚ宮ഇ寺などが造Ӧされたが、۩体૾は明らかになっていない。伏見

の地は平҆時代にはوがङりを行ったり、別地としてར༻され、院期にはനՏ上ߖにより

ௗӋ宮がӦまれた。

伏見において土地が大きくվมされたのは豊臣秀吉による伏見城築城である。伏見城跡は城下

町を含めた東西３km・南北２kmを測る、ൣғな遺跡である。伏見城と呼ばれる遺跡は、その

月屋敷（1592～1594）、豊臣秀པੜにより本֨ࢦ屋敷である豊臣期ډなどから豊臣秀吉のӅ࢙ྺ

第１図　調査地位置図及ͼ周辺主要遺跡分布図（ࠃ土地ཧ院　1/25,000　京都東南部）
　　１ɽ伏見城跡　　２ɽ౧山古墳群　　３ɽ൘ڮ遺跡　　４ɽ金出Ӣ遺跡　　̑ɽ߳ޚ宮ഇ寺
　　̒ɽࢦ月城跡　　̓ɽ౧陵遺跡　　　̔ɽ向ౡ城跡　　̕ɽଠ߰అ
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的な城ֲに建てସ͑た豊臣期ࢦ月城（1594～1596）、ܚ伏見大地（1596）による建物壊に伴っ

て木഼山上に本ؙを築いた豊臣期木഼山城（1596～1600）、関ϲ原の乱の前ઓである伏見城のઓ

いでমࣦした城を࠶建したಙ川期木഼山城（1600～1623）の࢛時期に分͚
ㅭ㉅１ㅮ

ることができる。

伏見城跡の南を流れるӉ࣏川は、豊臣期のࢦ月城築造時にఅ（࢙ࠃ跡ଠ߰అ）などを築き、大ࡕ

城までの水路として整備された。

伏見は1623年の伏見城ഇ城Ҏ後も、京都の商品流通を͑ࢧるߓ都市として存ଓし、西ࠃ大名

たちの屋敷はされてࠃ元と京都・江戸との連བྷの中ܧ地としてར༻された。また、1620年には

ഇ城にઌཱち江戸ນ府によって伏見ไ行所が設置された。

調査地は、伏見城跡の西にあたり、西ଆには֎堀が८っている。伏見城に関してはଟくの絵

第２図　第４期伏見城（ಙ川期木഼山城）城下町ਪఆ෮原図
（日本࢙研究会ʰ豊臣秀吉と京都ʵᡉ楽第・ޚ土ډと伏見城ʵ 　ɦ図書出൛文ཧֳ　2001）
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第３図　第１トレンチ南นஅ面図
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図がݱ存しており、豊臣期の大名屋敷などが記載されているが、ಉ時代ࢿྉは存在しない。৬

名が豊臣期にはഈ໋していないものや、江戸時代の屋敷とのࠞಉが確認できる。江戸時代ࢿྉで

ある元２（1689）年ץ行のʰ京Ӌೋॏ৫ཹʱ第巻ʮ城भ伏見大֓ʯによると、調査地のある村

上町東ଆには、দ平ҏ༧क（岡山田藩）の屋敷があったと記載されている。

̏ ɽ調 査 ֓ ཁ

発掘調査は、対地内に東西方向（第１トレンチ）と南北方向（第２トレンチ）にいトレンチを

ʮ-ʯ字状になるように設ఆすることから࢝めた。調査地は盛り土がްく堆積し掘土量がଟい

ため、第１トレンチの発掘調査をઌ行して実施し、埋し後に第２トレンチの調査Ҡ行した。

トレンチは、෯10̼ʷさ38̼とࡉかったため、辺を̼̑ごとに区ըし、遺物औり上͛༻の

άリοトを設ఆした。第１トレンチは西から第２トレンチは南から北、ଓ͚てΞルϑΝϕοト

でද記した。

なお、伏見城にかかわる遺構は、第１トレンチ、第２トレンチともに検出できなかった。

̍ʣ第̍τϨϯνɹ

Bɽং　

整地土、ΞεϑΝルト、コンΫリート、石Ψϥなど（１～12層）が、0.9～1.8̼とްく堆積し

ており、これらをॏ機によって掘した。その下は、近・ݱ代のΰϛを含まない砂の堆積にม化

したことから、人ྗ掘によって精査を܁りฦし掘り下͛た。トレンチ西ଆの̖・̗区ではඪߴ

12.2～12.3mの24・25層中からؙଠ杭を22か所検出した。̖・̗区શ体に陶磁器ยや瓦ยのࠞじ

第４図　第１トレンチ平面図・杭列அ面図
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る୶ԫ৭ૈ砂層（26層）がްいとこΖで約40Dmあり、̘区行くに従い地層の上面がくなりফ

໓する。その下には、փ৭ཻࡉ砂（28層）が水平にほ΅ಉじߴさで̙区まで存在する。さらにそ

の下にはփന৭ཻࡉ砂層（29層）が調査区શ体で確認できる。26層東ଆのۼんだ部分に15～20層の

水平層がॆరされており、15～18・20層はトレンチまでଓく。これらのۼんだ部分に堆積した

層をআ去すると21・22層からなる溝１を検出した。

ඪߴ約10.5mまで人ྗで調査したが、ೈऑな地൫と༙水のため人ྗによる掘がݥةと判அし、

̘区をॏ機によって部分的に深く掘り下͛て遺構の༗ແを確認した。ඪߴ約10.5̼で೪土層にか

わるが、҆ఆ面を検出するにはࢸらなかった。

̱ɽݕग़遺ߏ

このトレンチ西部の̖・̗区から22本の杭からなる木製杭群と南北方向に掘られた溝１を検出

した。

܈ߌ　杭は１本あるいは２本対で検出した。本体部分はະՃ工で、දൽだ͚がはがされて

いた。杭は、ઌがઑるようにいくつかの面を࣋ちՃ工されていた。杭の大きさはൺֱ的そΖっ

ておりܘ約20Dm、存60～100Dmを測る。杭群の中には第̑図でࣔした̖-̖ʅ、̗-̗ʅの

ように南北方向にฒͿものもある。杭群は、26層から発見されることから、26層堆積後の遺構と

考͑られる。

杭列東ଆ約３̼から23層上面はམちࠐみ、ඪߴ約11.8̼まで下がる。この内ଆにあたる̘区Ҏ

東は、約60Dmのްさで水平堆積が認められ、೪土がϒϩοΫ状にࠞじり、थൽやࢬ状のものが

ଟ量にࠞ入するなど、人ҝ的な整地どのՄੑがࢦఠできる。地層அ面を見ると、26層が西ଆで

平されしているとも考͑られるが、26層東ଆのམちが後世に؛ޢまった面を形成し、杭群がߴ

たՄੑもあり確ఆできない。後ड़するようにນҎ後の地層であるՄੑがߴい。

んだ状ଶで溝１を検出した。検出しࠐ整地土と考͑られる15～20層を֎し、28層をり　̍ߔ

たඪߴは約11.8̼で、෯3.6̼、深さ0.8̼を測る。埋土は、にͿいԫᒵ৭ૈ砂（21層）、ԫփ৭ૈ

砂（22層）である。

̎ʣ第̎τϨϯνɹ

̰ɽং

第１トレンチとಉ༷、整地土、ΞεϑΝルト、コンΫリート、石Ψϥ（１～̒層）などが約

1.8̼とްく堆積しており、これらをॏ機によって掘した。その下は、近ݱ代のΰϛを含まな

い砂を主体とする堆積層にม化したことから、人ྗ掘にりସ͑掘り下͛た。

第１トレンチとは近接しているがその層相がҟなっている部分がある。̒層と第１トレンチの

15層はಉじඪߴで検出でき、上面が水平で明࣏期Ҏ߱に盛り土として࠶ར༻された石Ψϥ層と

接することから盛り土։࢝時の地දのՄੑがある。石Ψϥの࠷下面層のඪߴは྆トレンチと

もに12.3～12.4̼である。第１トレンチではࡅ石が含まれている̒層相層は確認できない。

10・12・17層は、それͧれ第１トレンチの15・16・17層に対Ԡするものと考͑られる。23層は、

砂のཻがҟなるが層のްさやඪߴから、第1トレンチ29層に対Ԡするものと考͑られる。23層
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第̑図　第２トレンチ東นஅ面図
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をりࠐんで20～22層からなる溝２及ͼ25層からなる溝３が確認できた。྆方の溝ともに২࣭

の堆積が見られることから、水していたことがわかる。

ඪߴ約10.7̼まで人ྗによる調査を行ったが、これҎ上の人ྗ掘はน面่མのݥةがあるた

め中ࢭした。̠・̡区でॏ機を༻い下層の確認を行った。ඪ10.8̼ߴで೪࣭土にかわり、Ҏ下

0.5mごとに砂層とのޓ層になる。ඪߴ約9.0̼まで掘り下͛たが、҆ఆ面は検出できなかった。

出土遺物はなく༙水がܹしくなり、調査をऴ͑た。

̱ɽݕग़遺ߏ

第１トレンチからଓく整地層と考͑られる地層や̠・̡区で東西方向の溝２を検出した。༙

水がܹしかったため平面では検出できなかったが、̠・̡区の東นと西นからམちࠐみを検出し

たことから溝とした。北の溝を溝２とし、南の溝を溝３とした。

、んだ東西方向の溝である。ૉ掘りの溝で෯6.2̼、深さ0.3̼を測る。埋土はࠐ23層を掘り　̎ߔ

৭中ཻ砂（22層）である。近世陶磁器、木製品なࠇ、৭೪࣭土（21層）ࠇ、৭২土（20層）ࠇ

どが出土している。

、んだ東西方向の溝である。ૉ掘りの溝で෯2.2̼、深さ0.2̼を測る。埋土はࠐ23層を掘り　̏ߔ

。৭২土（25層）である。近世陶磁器などが出土しているࠇ

̐　Φリーϒࠇ৭ཻࡉ砂（17層）を埋土とする不ఆ形の土で、ཱち上がりはஅ面でみられ

るほどはっきりしなかった。内部からは木࣭や江戸時代後期の遺物が出土した。

̐ ɽग़  遺 

今回の調査で出土した遺物は、近世陶磁器・漆器・木簡・木製品など、主に近世の遺物が出土

した。土師器・近世陶磁器ྨの法量などのৄࡉは、出土遺物؍දをࢀরしていただきたい。出

土した遺物は整ཧശ̑ശである。また、検出層が砂層で、埋土も砂層であったため、২࣭を含

む溝Ҏ֎の遺構の検出がࠔであったことから、遺物ࠞ入のՄੑはഉআできない。

土師器・近世陶磁器 （ྨ１～３・̑～17・19）、書木製品（46）、漆器椀（48）、੨銅製品（11）は、

第̒図　第２トレンチ平面図
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整地跡と考͑られる第１トレンチ15～17層、第２トレンチ10・12・17層から出土した。土師器・

近世陶磁器 （ྨ４・10）は第１トレンチ26層出土の遺物である。土師器・近世陶磁器 （ྨ20～27）は

第２トレンチϤドϛ出土遺物である。土師器・近世陶磁器 （ྨ28～31）、木簡（38～44）、漆器椀（37・

47・49・50）である。土師器（32～36）は第１トレンチ29層、第２トレンチ23層出土遺物である。

１は土師器の小形容器で、ʮつ΅つ΅ʯと呼ばれるものである。֎面にʮの˘ʯの書がある。

２～̒は土師器ࡼである。̑・̒は内面にઢが८っており、17世ࠒلのものとみられる。４は

第̓図　出土遺物実測図（１）
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中世の土師器ࡼのՄੑもある。̓は京都৴楽系の陶器౯明ࡼである。内面ޱԑ部に陶土を٠Ֆ

形にܕ整形した౮ਊड͚をషり͚る。̔・̕は土師器Ԙᆵで、̔は֖、̕はである。の֎

面にはʮઘືҏ৫ʯの印がある。18世ل中ࠒのものか。10は京都৴楽系の陶器向である。円

形に成形した器を࢛方からۼませて֯ܕに成形する。֎面にएদ文をඳく。ߴҎ֎は施ᬵ

し、ߴ内にʮ˘˘ʤ೭ॿΧʥʯの印がある。18世ل後Ҏ߱の製品とみられる。11はԎ

のٵいޱで、ਅ᭦製である。２面にՖ文をூࠁする。12はഡম系と考͑られる陶器椀で、ಁ明

ᬵ上にനᬵを施す。ߴࡍを平坦にる。18世ل～19世لにか͚ての製品と考͑られる。13

はඒೱ戸系の陶器椀で、֎面下に۳状の工۩で連ଓಥ文を施す。18世ل後Ҏ߱の製品と

みられる。14はං前磁器（ҏສཬ）છ椀で、֎面にઇ輪文をඳく。ࠊのுった椀形で、ߴはᎢ

状に։く。18世ل後Ҏ߱の製品とみられる。15は京ম系の陶器椀で、内面には鉄ᬵでՖ文を

第̔図　出土遺物実測図（２）
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ඳき、༿文を上絵する。16は京都৴楽系の陶器ยޱ手ುで、いわΏるʮ行平ʯである。18

世ل後Ҏ߱の製品とみられる。17はං前磁器છࡼで、ޱԑ部は輪Ֆ形で、部に鉄ᬵ（ߚޱ）

を施す。ંԑࡼ的な形状で、見ࠐみにはཾをඳいているものとみられる。মܧのࠟ跡がる。17

世لから18世ل前ࠒにか͚ての製品とみられる。18は土師器ᖿᖻで、18世ࠒلのものとみら

れる。19はඒೱ戸系の陶器ുで、大形のものである。18世ل後ࠒの製品とみられる。20は京

都৴楽系の陶器౯明ࡼである。内面ޱԑ部に陶土を٠Ֆ形にܕ整形した౮ਊड͚をషり͚る。

21はං前磁器છ椀֖で、東椀に伴うものとみられる。֎面には೧文、内面中ԝにはӫཐ文を

ඳく。18世ل～19世لの製品とみられる。22は漆ృ土師器椀である。֎面にはՖ文をூり、内

֎面ともにग漆を施す。֎面のூ文の地の部分や༿຺などのூりࠐんだ部分にはࠇ漆をృ布する。

23は中ࠃ清代の੨Ֆ磁器椀で、小形のものである。֎面にՖ文をඳき、ߴ内に֯をもつ。

Ӊ࣏市ສ福寺দӄಊݿཫղ体मཧに伴う発掘調査の出土遺物にྨྫがある。18世ل後ࠒのもの

とみられる。24はං前磁器છࡼで、内ଆ面から見ࠐみにか͚てՖ文をඳく。見ࠐみには手

ඳきの五หՖ文をඳく。ߴはऄϊԜ形で、ߴ内中ԝにӔʮ福ʯがある。18世ل中～後

ޚの製品とみられる。25はං前磁器છಙརで、体部にएদ文をඳく。小形のもので、いわΏるʮࠒ

神ञಙརʯである。18世ل～19世لの製品とみられる。26はං前磁器છࡼで、ޱԑ部は輪Ֆ

形である。内ଆ面の文༷は、中ࠃ製੨Ֆ磁器のෙཀ手ࡼに฿っており、見ࠐみには三日月文など

をඳく。17世ل後ࠒの製品とみられる。27は土師࣭のഅ形で、伏見人形とみられる。28は土師

器ࡼである。29は京都৴楽系と考͑られる陶器֖で、ٸ須などの小形品に伴うものとみられる。

30はං前磁器છ੨磁ുで、֎面に੨磁ᬵを施し、内面はછで施文する。ߴはऄϊԜ形で、

18世ل後ࠒの製品とみられる。31はං前磁器৭絵ࡼで、輪Ֆ形のޱԑ部をもつ大ࡼである。見

ྉなどで状のथ文を上絵する。内ଆ面にはإ৭ࢵみ中ԝにՖ文をછし、その周ғにࠐ

৭إྉでࡉかい֨ࢠ文を上絵する。ߴ内中ԝにʮ大明成化年製ʯをもつ。の周辺に１ʴ

の製品とみられる。32は土師器の小形容器ʮつ΅つ΅ʯࠒ中～後لる。18世のϋリࠟがݸ４

である。33～36は土師器ࡼである。36は内面にઢが८っており、17世لҎ߱のものとみられる。

؆　38は２トレンチ溝２のࠇ৭೪࣭土から出土した。木簡は෯3.1Dm、さ9.2Dm、ްさ

0.6Dmを測る。ද面上ஈにʮ伏見　寺࡚ݯӈӴ༷ʯ、下ஈにʮ౻本ٱฌӴ・天野屋ࠨӴ・ӿ

ฒॿ೭ʯの名前が記載されていた。ཪ面には書はなかった。39は２トレンチ溝２のࠇ৭೪

࣭土から出土した。木簡は、෯3.8Dm、存12.8Dm、ްさ0.3Dmを測る。ද面にはʮ寺࡚ݯʯ

と記載されていることから、38とಉじ名前が記されたと考͑られる。ཪ面に書は認められなか

った。40は２トレンチ溝２のࠇ৭೪࣭土から出土した。木簡は෯4.0Dm、さ17.5Dm、ްさ

0.05Dmを測る。ࠟが認められるが判ಡできなかった。41は２トレンチ溝２のࠇ৭೪࣭土から

出土した。木簡は、෯3.6Dm、さ14.8Dm、ްさ0.7Dm測る。ࠟのりがѱいが、向かってࠨ

ଆの面にはʮ大ࡔ中˘˘˘ʤҏဇϱʥक༷˘˘屋家内ʯվ行ʮ˘˘˘ʤϱʥࠨӴ༷　˘ʤ中

ϱʥ˘˘ࠨӴʯ、向かってӈ面にはʮ寺࡚˘˘˘˘˘ʯとありࠩ出人の名は判別できなかった。

42は２トレンチ溝２のࠇ৭೪࣭土から出土した。木簡は、෯4.2Dm、さ25.5Dm、ްさ0.5Dm
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第̕図　出土木製品֎ઢࣸਅとऍ文（１）
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を測る。ද面に書ʮ寺࡚˘˘ʤଟฌϱʥᦱ༷　ീ田ঙฌӴʯと認められた。43は２トレンチ溝

２のࠇ৭中ཻ砂から出土した。木簡は、෯2.4Dm、さ9.7Dm、ްさ0.3Dmを測る。ද面に書

が認められたが、判ಡできなかった。44は２トレンチ溝２のࠇ৭೪࣭土から出土した。木簡は

෯2.5Dm、さ11.3Dm、ްさ0.3Dmを測る。ද面に書が認められたが、判ಡできなかった。45

は溝２から出土した木簡で、෯3.4Dm、さ16.2Dm、ްさ0.2Dmを測る。දཪ面にʮඦे࢛ұ　

ၷ別　Ӌ原文内ʯと書かれていた。46は１トレンチの17層から出土したᐩのଆ൘で、ʮ伏見ʯと

からӈに書かれていた。ଆ൘は෯7.5Dm、さ18.0Dm、ްさ0.9Dmを測りްさ0.9̲̼で、ঋをࠨ

෮原すると、1.215Ὑで１ঋの約２ʗ３にあたる。

第10図　出土木製品֎ઢࣸਅとऍ文（２）
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第11図　出土木製品֎ઢࣸਅとऍ文（３）
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ࠇ৭২土から出土した。体部֎面はࠇ漆器椀̑が出土した。37はトレンチ溝２の　ث࣫

漆のృられた後、ᖞ紋が３か所にඳかれる。12.0ܘޱDm、器8.0ߴDm、ߴ6.4ܘDm、ߴߴ

1.6Dmを測る。内面はࠇ漆ృった後にग漆ࠇ漆を施している。発掘調査地に隣接して新宮藩水野

家の屋敷があったことが絵図にඳかれており、ׁ紋は水野家の家紋でもあり、新宮藩水野家関

連する遺物と考͑られる。47は２トレンチ溝２のࠇ৭೪࣭土から出土した器ߴのい椀である。

漆を施す。48は１トࠇ、0.4Dmを測る。内֎面にߴߴ、4.8Dmܘߴ、3.2Dmߴ器、11.6̼ܘޱ

レンチ17層から出土した。ޱԑ部がܽଛしており、ߴ6.0ܘDm、ߴ1.5ߴDmを測る。内֎面

のい椀である。ఈ部のみのߴ৭೪࣭土から出土したࠇ漆を施す。49は２トレンチ溝２のࠇ

で、֎面はࠇ漆を、内面はग漆を施す。50は２トレンチ溝２から出土したؙみをଳͼた椀である。

ఈ部֎面をわͣかにり出す。֎面にࠇ漆がృられ、内面はࠇ漆の後ग漆をృりॏͶる。

　51は土４出土の۳である。さ13.6Dm、ްさ0.8Dm、中ԝ部での෯4.8Dmを測る。

ࢥ部と٭。４出土の不明木製品であるの数は、一部ܽଛしているものの37本である。52は土ࣃ

われるがどのように༻されたかは不明である。Ճ工した部材をでަするようにࠩしࠐみ、

第12図　出土木製品実測図
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木製のఝでࢭめている。Ճ工した部材は、෯2.4Dm、さ8.8Dm、ްさ0.8Dmを測る。53～55は、

下ବである。53は溝２出土の下ବで、部はさ24.0Dm、෯8.0Dm、ްさ1.0Dmを測る。ࣃは２

ຕで、形をఄする。接地面のさਪఆ12.4Dm、ްさ2.2Dm、ߴさ5.6Dmを測る。54は溝２出土

の下ବで、部はさ21.6Dm、෯6.8Dm、ްさ1.0Dmを測る。ࣃは、２ຕで形をఄする。接地

面のさਪఆ10.8Dm、ްさ3.0Dm、ߴさ5.2Dmを測る。後ࣃは、部に木製のఝ２本でࢭめて

いる。मཧしたࠟ跡と考͑る。55はٯʮ̪ʯ字形のࣃを࣋つ下ବである。部は存16.0Dm、

෯6.4Dm、ްさ1.0Dmを測る。ࣃは、さ5.6Dm、෯8.0Dm、ߴさ2.4Dmを測る。ʮ̪ʯ字形に接地

するようにり出す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡﨑研一・中川和哉）

報告
番号 器種 器形 トレンチ

法量（Dm）
存 土 ࿐部৭調 ੜ࢈地

ܘޱ 器ߴ ఈܘ
1 土師器 つ΅つ΅ ２トレンチ 3.0 2.1 2.4 5/12 ີ փന৭ 10:38/2 ʕ
2 土師器 ࡼ １トレンチ 5.5 1.2 ʕ 形 ີ փന৭ 2.5:8/2 ʕ
3 土師器 ࡼ １トレンチ 8.6 1.6 ʕ 11/12 ີ ઙԫᒵ৭ 10:38/3 ʕ
4 土師器 ࡼ １トレンチ 10.1 1.3 ʕ 9/12 ややີ փന৭ 2.5:8/2 ʕ
5 土師器 ࡼ １トレンチ 10.6 2.1 ʕ 4/12 ີ にͿいᒵ৭ 7.5:37/4 ʕ
6 土師器 ࡼ ２トレンチ 10.2 1.9 ʕ 11/12 ややີ にͿいԫᒵ৭ 10:37/2 ʕ
7 陶器 ࡼ ２トレンチ 6.9 1.5 ʕ 形 ີ にͿい৭ 7.5:35/4 京都৴楽系
8 土師器 ֖ ２トレンチ 7.1 1.6 ʕ 形 ີ にͿいᒵ৭ 7.5:37/4 ʕ
9 土師器 Ԙᆵ ２トレンチ 5.5 7.5 5.2 形 ີ 明৭ 5:35/6 ʕ
10 陶器 向 １トレンチ 9.8 7.1 3.8 3/12 ີ փന৭ 7.5:7/1 京都৴楽系
11 ੨銅製品 Ԏ ２トレンチ  4.0 ܘ 1.1 ʕ ʕ ʕ ਅ᭦製 ʕ
12 陶器 椀 ２トレンチ 11.2 5.8 4.2 6/12 ີ ԫփ৭ 2.5:6/1 ഡম系
13 陶器 椀 １トレンチ 11.4 6.7 4.9 7/12 ີ փԫ৭ 10:36/2 ඒೱ戸系
14 磁器 椀 １トレンチ 11.0 6.2 4.4 6/12 精良 փന৭ /8/0 ං前系
15 陶器 椀 １トレンチ 13.2 4.6 4.8 6/12 ີ փന৭ 10:37/1 京ম系
16 陶器 ು ２トレンチ 15.6 ʕ ʕ 9/12 ີ ৭ࠇ /1.5/0 京都৴楽系
17 磁器 ࡼ ２トレンチ 29.0 4.9 17.3 2/12 精良 փന৭ 10:8/0 ං前系
18 土師器 ᖿᖻ １トレンチ 32.5 8.6 ʕ 9/12 ີ ৭ 5:34/6 ʕ
19 陶器 ു ２トレンチ ʕ ʕ 16.5 3/12 ີ փന৭ 2.5:8/2 ඒೱ戸系
20 陶器 ࡼ ２トレンチ 10.4 1.9 ʕ 形 ີ փԫ৭ 2.5:7/2 京都৴楽系
21 磁器 椀֖ ２トレンチ 9.6 3.2 ʕ 7/12 精良 明փ৭ 7.5(:8/1 ං前系
22 漆ృ土師器 椀 ２トレンチ ʕ ʕ 3.0 6/12 ີ にͿいԫᒵ৭ 10:37/3 ʕ
23 磁器 椀 ２トレンチ 6.6 3.5 2.8 8/12 精良 明փ৭ 7.5(:8/1 ༌入陶磁器
24 磁器 ࡼ ２トレンチ 13.4 3.8 7.5 形 精良 ന৭ /9/0 ං前系
25 磁器 ಙར ２トレンチ ʕ ʕ 3.8 10/12 精良 փന৭ / ̓/0 ං前系
26 磁器 ࡼ ２トレンチ 10.4 2.5 5.6 6/12 精良 փന৭ 10:8/1 ං前系
27 土師器 土അ ２トレンチ ʕ ʕ ʕ 10/12 ີ 明փ৭ 7.5:37/2 伏見ম系
28 土師器 ࡼ ２トレンチ 8.2 1.4 ʕ 7/12 ີ にͿい৭ 7.5:35/3 ʕ
29 陶器 ֖ ２トレンチ 5.6 1.1 ʕ 11/12 ີ փ৭ 5:35/2 京都৴楽系
30 磁器 ു ２トレンチ 14.8 6.8 8.6 4/12 精良 ന৭ /9/0 ං前系
31 磁器 ࡼ ２トレンチ 20.8 3.0 15.1 5/12 精良 փന৭ /8/0 ං前系
32 土師器 つ΅つ΅ １トレンチ 2.7 2.5 1.5 11/12 ີ ઙԫᒵ৭ 10:38/3 ʕ
33 土師器 ࡼ ２トレンチ 8.5 1.8 ʕ 11/12 ૈ ઙԫᒵ৭ 7.5:38/3 ʕ
34 土師器 ࡼ ２トレンチ 9.6 1.7 ʕ 8/12 ややີ փന৭ 10:38/2 ʕ
35 土師器 ࡼ １トレンチ 8.7 1.9 ʕ 11/12 ややૈ にͿいԫᒵ৭ 10:37/3 ʕ
36 土師器 ࡼ １トレンチ 11.6 2.4 ʕ 11/12 ややૈ ઙԫ৭ 2.5:7/3 ʕ

ද１　出土遺物؍ද
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溝２から出土した木簡は̔（38～45）である。木簡のほとんどが荷札と考͑られ、̒（39～

44）が木簡಄部近の྆ଆにೄか͚༻のりࠐみが確認できる。り２は方形の平面形を࣋

つ木簡である。また྆ଆのりࠐみの間や಄部中ԝにͻも穴またはఝ穴と考͑られるઠのある

ものが̒（38～43）ある。44はりࠐみやઠがないため荷物などにݻఆすることができないた

め荷札木簡Ҏ֎の༻్があるものと考͑られる。

38は木簡のӈ上に場所、上部中ԝに大きくѼઌがඳかれており、その下にૹり主が連名で記載

されている。Ѽઌは伏見の寺࡚ݯӈӴである。寺࡚ݯӈӴは岡山藩࢜で、伏見在番としてๅ

暦 （̕1759）年から （̑1793）年まで伏見に在し、その後70石のߴのՃ૿をಘて京都ཹकډ

としてస出する。ૹり主は౻本ٱฌӴ、天野屋ࠨӴ、ӿฒॿ೭である。h 文化૿ิ　京Ӌ

ೋॏʱによれば౻本ٱฌӴ、天野屋ࠨӴはいͣれも京都のҥ୨ؙଠ町上ルに在ॅした出入り

商人である。天野屋ࠨӴは岡山大ֶが所蔵する田家文ࢿݿྉ番号$8-117のʰઁ༷ޚೋ方

ӴѼʯと書かれておࠨӴより三୩小ࠨඣ༷Ѽଃ物録ʱの記にʮଃ物調ୡ者天野屋ޚ༷

りଃ品の調ୡを୲った商人であることがわかる。ӿฒॿ೭は田家文ࢿݿྉ番号%3-3062-

（１）ŋ（２）・（３）のʰ༝ॹ֮ʱやʰ家名相ଓのためۜޚഈआχޱ上書ʱを書き記しているとと

もに、h 文化૿ิ　京Ӌೋॏʱに京都の中ཱച室町西入にॅډするௗऔ藩の出入り商人として

記載されている。

39は向かってࠨଆの面には寺࡚ݯとあり上記の岡山藩伏見在番の寺࡚ݯӈӴと考͑られる。

40はࠟがബいため字のৄࡉがわからないが字形から寺࡚のՄੑがある。

また、41の向かってӈଆの面も寺࡚˘˘˘˘˘とある。ࠨଆの面には場所として大ࡔの地名が

あるその下は大名の名前があると考͑られҏ

ဇकのՄੑがあるが、寺࡚のものが伏見

在番になった時期に岡山藩主でҏဇकになっ

た藩主には田फがいる。また、この木簡

が伏見出土であることから、他所から࣋って

こられたことを考͑ると、大ࡕにૹられた木

簡が࠶ར༻されて伏見にってきたと考͑ら

れる。

42は場所の部分は判別できないがѼઌは寺

࡚˘˘Ӵ༷とありૹり主はീ田ঙฌᦱであ

る。ീ田ঙฌӴは1692～1755年のੜ֔を過ご

した岡山藩࢜である。伏見在番になった寺࡚

の人物は２名おり、ീ田ঙฌӴとੜきてい

た時期がॏなるのは寺࡚ଟฌӴであることか

第13図　৬在੶年及ͼࢯ名
藩主については、藩主在৬期間をࣔす
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ら、寺࡚の伏見在番の間元文4（1739）年～ๅ暦元（1751）年に༻された木簡と考͑られる。ちな

みにこの期間のീ田ঙฌӴは大、ઌ手物಄をྺしており、寺࡚ଟฌӴよりߴがߴい。45

はදཪにಉじ文字が書かれており、上ஈにඦे࢛ұとၷ別が２行書きされている。その下にはӋ

原文内と書かれている。Ӌ原文内はڗอ3（1718）～ڗอ16（1731）年に伏見在番についている。こ

の木簡だ͚が形状がҟなっているためੑ֨が不明であるが、人名がૹり主であるならば伏見に木

簡がされていることはໃ६するが、Ӌ原はๅӬ ఆについࡔอ３（1718）年に大ڗ～（1710̓）

ている。大ࡔఆ、伏見在番、京都ཹकډはৗに報をަしながらॿ͚߹い৬を行ってい

たことから、大ࡔఆからの木簡であるՄੑもࢦఠできる。

これらの木簡は、文ݙに見られる岡山藩の伏見にお͚る活動を۩体的にࣔすوॏなࢿྉと考͑

られる。

̎ʣൃ ۷調査ͷར༻มભ

発掘調査地は、京都市伏見区村上町に所在するが、村上町は調査地西ଆの南北道路で東ଆと

第14図　調査地周辺地図及ͼ絵図
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西ଆに区分される。元２（1689）年に出されたʰ京Ӌೋॏ৫ཹʱ巻においてʮদ平　ҏဇक఼

　屋敷　村上町がわ　ཹकډ　ֿ田喜ീʯと記ड़されている。দ平ҏဇकはদ平をもらった

岡山藩田家であり、調査対地内にその屋敷があったことがわかる。村上町西ଆ֯にはদ平҆

क（ౡ藩ઙ野家）の屋敷、Ѩڮ村上町西ଆにはদ平相模क（ௗऔ藩田家）の屋敷があり、調

査対地の北ଆには水野土ࠤक（新宮藩水野家）の屋敷があったこともわかる。田家伏見屋敷跡

とਪఆできる調査地のมભについて古絵図や文ݙをཔりに考͑てみたい。　

調査地のある伏見に関する江戸時代の絵図はଟ数あるが
ㅭ㉅２ㅮ

、秀吉時代の伏見城やその中の大名屋

敷について書かれたものと、江戸時代の༷ࢠをඳいた絵図に大別できる。

前者については、ಉ時代にඳかれたものはなく、図෯ごとに大名の名前がҟなっていたり、江

戸時代の大名や秀吉が伏見城を築いた時期にくなっている人物がඳかれているなどがଟ

く存在している。

本ߘでは図෯の検౼をするのが本ではないため、調査地周辺にݶって図෯の検౼を行いたい。

調査地周辺をඳいた地図には第14図にࣔしたように南北にいϤドϛがදݱされるもの（̖タΠ

ϓ：２）、東西方向にい状のදݱがあるもの（̗タΠϓ：３）、Ϥドϛや状のදݱがないも

第15図　岡山藩伏見屋敷ਪఆ෮原図（1/1,000）
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の（̘タΠϓ：４）の３系౷の図が存在する。

̖タΠϓには伏見古城ኂ古町図（神戸市ཱ博物ؗ蔵南コレΫシϣン：文元（1661）年ࣸ）、伏見

古城ޚ城絵図（中井ॏ蔵：ๅӬ7（1735）～ڗอ20（1735）年）、伏見ޚ城ᒛኂ屋敷औ೭絵図（چ伏見

౧山城蔵：1788年ࣸ）、伏見古ޚ城（ುౡ報Ꮘ会蔵：文 （̒1823）年）、伏見౧山೭古図（ߴ山市東

寺ౙ文ݿ蔵：҆ （̑1858）年ࣸ）、伏見౧山ޚ఼ޚ城೭ը図（神戸市ཱ博物ؗ蔵南コレΫシϣ

ン：年代不明）がある。いͣれも࣪地を方形にඳいたもので、大手ےをڬみ北ଆには江戸時代の

。がる大きな࣪地がඳかれているभ藩伏見屋敷敷地શ体にل

̗タΠϓにはԟ古ޚ在城೭屋敷ኂچ地೭分（߳ޚ宮蔵：文化 （̑1808）年ࣸ）、伏見の図（京都大ֶ

ଐ図書ؗ蔵：年代不明）、ԟ古ޚ在城（߳ޚ宮蔵：年代不明）がある。これらの図は南北方向に

い状のものが書かれたもので、図ࣔした伏見の図が࠷もৄࡉにがඳかれている。また、江戸時

代Ҏ前とҎ後を記号で分͚るという特があり、̖タΠϓでみられるࠞಉが調査地周辺ではない。

̘タΠϓには山城لࠃҏ郡伏見ࠃ絵図（岡山大ֶଐ図書ؗ蔵：年代不明）がある。この絵図

は岡山藩が࣋っていたもので、村上町の西ଆ、東ଆの区ըにࢴがషられ、新たに書き入れられて

いる。屋敷地の形状は図でࣔした伏見ޚ城ᒛኂ屋敷औ೭絵図とಉじであるが㥻がඳかれている部

分にാと書かれており㥻がなくなっていることがわかる。

̖タΠϓは主に伏見城があった時代の大名屋敷をࣔしたものであり、江戸時代に地図としてར

༻したものではない。̗タΠϓは江戸時代の੍࡞時においては土地Ҋ内としての機も༗してい

る。̘タΠϓは江戸時代の地図として製࡞されたものである。

絵図にඳかれている࣪地状のදݱがڏ構でないのであれば、̖と̗には年代ࠩがあると考͑ら

れる。ݱ存する絵図では̖タΠϓのほうが੍࡞年代が古いが、通りに面した町屋が敷地をऔりғ

んでいる؍ܠや、岡山藩伏見屋敷とಉじ土地区ըがඳかれていることなどから、伏見城ഇ城前の

地形をөしているか不明である。̗ タΠϓはがધ入りか屋敷地を分͚る堀状にඳかれている。

村上町は伏見城֎堀に面しており、Ӊ࣏川、ཎ川に通じ戸内ւにࢸることができる浜地と呼ば

れる水ӡのศが良い場所である。

岡山藩伏見屋敷の在番がॳめて໋されたのがๅ暦元（1673）年で、ֿ田喜ീが໋されてい

る。この記録はʰ京Ӌೋॏ৫ཹʱとも一கし、これҎ後に伏見屋敷が࡞られたと考͑られる。岡

山藩主田家は豊臣期及ͼಙ川期の伏見城下に屋敷があったが、時の田家の主は田ً・

ར隆で52ສ石の大大名であったことから、伏見屋敷より大きな敷地を࣋っていたと考͑られ、絵

図でみられるような町家にऔりғまれることもなかったものとఆでき、のようなものが存在

する༨ന地は存在しない。こうしたことからこの場所には、伏見にお͚る岡山藩の施設が藩主が

在中する屋敷のׂをม͑て、新たな場所に規模をॖ小して࡞られたものと考͑られる。

発掘調査の所見では、̗タΠϓにみられる堀状のは検出することはできなかった。岡山藩に

された元13（1700）年のାに入ったʮ伏見屋ฯ絵図ʯには伏見屋敷敷地及ͼ建物のੇ法が書か

れている。第14図はその敷地をੇ法に߹わせて෮原したものを調査地周辺地図にॏͶ߹わせたも

のであるが、のようなものがհ在する༨ന地は存在しない。
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̖タΠϓにみられる方形の࣪地状地形は、調査区֎にたるՄੑもあるが確認できなかった。

また、今回検出できた࠷下層の遺物が17世ل前の遺物を含んでいることから、江戸時代Ҏ後に

は、̗タΠϓにみられる状گは確認できない。地図にڏ構がないのであれば、̖タΠϓは江戸時

代の地形を記載した地図に伏見城のあった時期の大名屋敷などを記載したもの、̗タΠϓは17世

。前Ҏ前の地形をөした絵図としてղऍすることもできるل

伏見屋敷は文（1863）３ٱ年まで在番が置かれておりນまで存ଓした。ນから明࣏にか͚て

の状گは明らかではないが、明22࣏年の地図では水田に代わっている。地図をৄࡉにみると、水

田に北ଆから小道が入っておりその྆ଆにέόઢがඳかれていることから、路面より1ஈくな

っていたことがಡみऔれる。また、伏見屋敷の地ׂもなく水田と化している。

伏見屋敷は図面によると石垣でғまれており、その石垣の上部とすそ部のுり出しが約１̼

前後であった。石垣が約60の֯を࣋っているならば1.7̼、70°で2.7̼のߴさを࣋つことにな

る。屋敷は通りに向かって入ޱを࣋っていたので、前記のൺࠩߴが絵図に書かれているാと路面

にあったものと考͑られる。

発掘調査では石垣やその石材などは検出できなかったことから、ນから明࣏期にશにऔり

壊し、路面よりい地൫まで土地をվมしたものと考͑られる。発掘調査の知見から１トレンチ

西ଆでみられる、ߴまり部分をນҎ前の地層、その東ଆにある整地状の地層はນҎ後に伏見

屋敷を壊して造成したߞ地に関連する地層と位置͚られる。また、溝は石垣の石がൈかれた

屋敷地周辺の溝がऔりされたものとఆできる。　　　　　　　　　　　　　　　（中川和哉）

̒ ɽ· ͱ Ί

今回の発掘調査の的の１つである豊臣秀吉やಙ川家߁の伏見城に関する遺構は検出すること

ができなかった。また、1977年の発掘調査で確認したপ状地形のがりも確認することができな

かった。

発掘調査地内の明確な遺構は、第１トレンチ溝１と第２トレンチ溝２などわͣかであるが、溝

２からは岡山藩に関連するࢯ名が書かれた木簡が出土している。考でもड़べたように、発掘調

査地には岡山藩の伏見屋敷があったことが文ݙでわかっている。岡山藩の田家文書の中には、

元13（1700）年の年号が入ったାに入った屋敷の見औり図があり、伏見屋敷の規模をਖ਼確に知る

ことができる。江戸時代の絵図の報やݱ在の地図の報をもとに屋敷地の֎形をॏͶると、調

査トレンチは岡山藩伏見屋敷の位置にあり、溝１・２は屋敷周ғの溝であるՄੑがࢦఠできる。

今回の発掘調査の所見は、これまでଟく存在している伏見城関連の絵図に༻いられた２系౷の地

図の前後関係を考͑る上のوॏなࢿྉをఏڙした。

発掘調査でಘた知見から、岡山藩伏見屋敷の遺構は、1863年Ҏ߱、明22࣏年までの間に平さ

れ後に整地され、地にมわる。このมֵの時期は明らかではないが、1986年のௗӋ伏見のઓい

のࡍ、屋敷近くまでՐࡂががっていたことがʮ城भ伏見ଖ֎所ʑ出Ր೭図ʯ（東京大ֶ大ֶ院

　報ֶࡍֶ・報ֶ府図書室蔵）でうかがうことができ、そのࡍのྨমがܖ機になったՄ
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ੑがࢦఠできるが、出土遺物の中にはՐࡂをূ明するম͚た土器・瓦、、ম土などは確認でき

なかった。

西ࠃ大名はަۈࢀ代のࡍ、ேఊのある京都を経༝することをڐされていなかったことから、江

戸時代に伏見に設͚られた屋敷は、ަۈࢀ代の経༝地として西ࠃॾ藩にとってध要なڌとして

のׂがあった。一方、京都藩ఛはଃ༻のڃߴ品のߪ入や、所司代や公家・ேఊとのંি、߽

商からのआ入などが事であった
ㅭ㉅３ㅮ

。

今回の調査で出土した木簡では京都藩ఛではなく、京都の商人が接伏見藩ఛに品物を収めて

いる実ଶが明らかになった。時の伏見がߓ町で荷物ӡൖの起としてふさわしい場所であった

ことがわかる。

調査においては、遺構のりがඇৗにѱかったが、江戸時代の西ࠃ大名の活動形ଶをࣔすوॏ

なࢿྉと関連絵図を検ূすることのできる土地ར༻のมભを明らかにすることができた。

（中川和哉・岡﨑研一）

１　日本࢙研究会ʰ豊臣秀吉と京都ʕᡉ楽第・ޚ土ډと伏見城ʕ 　ɦ図書出൛文ཧֳ　2001

２　堀内明博ほかʰ伏見の古絵図ʱ伏見城研究会　2011、平方༤ʮ伏見城跡ʯ（h ত和61年　京都市

埋蔵文化財調査֓要 　ɦ財団法人京都市埋蔵文化財研究所）　1989

３　ઙ井良亮ʮ京都ཹकډ研究֮書ʕ藩ఛ・ޚ༻・ԑ家ʕʯ（h ဠڭ大ֶ大ֶ院ل要　文ֶ研究Պร 第ɦ44号）

2016

ʻࢀ考文ݙʼ

地ࠀʮh ไ公書ʱの世界ʕീ田ঙฌӴの場߹ʕʯ（h 岡山大ֶଐ図書ؗ報ᑵʱᶺ̔）　1989

新म京都書ץ行会編ʮ京Ӌೋॏʯ（h 新म京都書ʱ第２　株式会社ྟ川書ళ）　1969

伏見町場（෮ࠁ）ʮ京都府伏見町ࢽʯ（h 京都府ڷ土ࢽץ第ೋ冊 　ɦ株式会社ྟ川書ళ）　1984

岡山大ֶෟଐ図書ؗ h 平成27年اըల 田家文ݿ絵図ల 京都と岡山藩 　ɦ2015
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　４ɽ平成28・29年北大塚古墳・大塚遺跡
　　　発掘調査報告

̍ ɽ ͡ Ί ʹ

北大塚古墳・大塚遺跡は、井手町の東ଆ丘陵部に位置している。྆遺跡のൣғに、京都府ڭ

ҭҕһ会が新設特別ࢧԉֶߍ（井手地区）建設ܭը地造成工事をܭըしたことから、平成28・29年

の２か年にか͚て調査を実施した。

北大塚古墳はこれまでに発掘調査が実施されたことがなく、今回の発掘調査がॳめての調査と

なる。調査の結果、横穴式石室墳４基を確認した。また大塚遺跡は遺物散布地として遺跡地図に

ొ録されており、井手町ڭҭҕһ会が平成27年に実施した調査では、遺物の出土は見たものの、

遺構は検出されていない。出土遺物は近代Ҏ߱のものが大で、古墳に関連するものは出土し

ていない。今回の調査においても、大塚遺跡ൣғ内に10か所のトレンチを設͚て調査を実施した

が、一部แ含層を確認しただ͚で、遺構は確認できͣ、出土遺物についても近世Ҏ߱のものが中

৺であった。

平成28年の調査は、古墳や遺構・遺物の༗ແを確認することを的とし、։発対地のൣғ

で17か所の小規模調査を実施した。大塚遺跡では顕著な遺構・遺物は確認できなかったが、北大

塚古墳で３基の古墳を確認した。

平成29年には、平成28年に確認した北大塚古墳で３基の調査を実施するとともに、周辺地

にトレンチを設͚て古墳の༗ແを確認したとこΖ、新たに１基の横穴式石室を検出し、４基Ҏ上

の古墳で構成する群集墳であることが判明した。

ಋ・ごࢦҭһ会をはじめ、֤関係機関のごڭҭҕһ会、井手町ڭ地調査にあたっては京都府ݱ

をいたྗڠ会や近隣ॅຽの方ʑには発掘調査のごཧղとご࣏をいただいた。また、地元自ྗڠ

だいた。記してँײいたします。なお、調査にかかる経අは、શֹ、京都府ڭҭҕһ会がෛ୲した。

ฏ��ݱ調査ମ੍

調査ऀ 調査՝ 　ਖ਼ݱ

দ　อؠ　調査第３係݉ࠤ調査୲ऀ 調査՝ ՝ิݱ

 ಉ  調査һ  竹村　亮仁

調ɹ査ɹɹॴ 京都府綴喜郡井手町井手大塚他

調ɹ査ɹظɹؒ 平成28年̓月21日～10月28日

　　　　　　　　　　平成29年１月̑日 ～１月31日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ 1,357㎡
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ฏ��ݱ調査ମ੍

　調査ऀ 調査՝ 小ݱ

দ　อؠ　事調査第３係事औѻࢀ　調査୲ऀ 調査՝ݱ

 ಉ  副主査  ૿田　彦

   調査һ  竹村　亮仁

   調査һ  本　యࢠ

調ɹ査ɹɹॴ 京都府綴喜郡井手町井手大塚他

調ɹ査ɹظɹؒ 平成29年４月̑日～̑月30日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ 1,848㎡

̎ ɽ ཧ ͱ  ڥ

̍ʣཧతڥ

井手町は京都府の南部に位置しており、周ғは城ཅ市、京田辺市、木津川市、Ӊ࣏田原町、和

ଋ町、精華町と接している。井手町の町Ҭのඪߴはւൈ21～474mを測り、Տ؛ஈ丘、ઔ状地、

ԭ積地などから構成されている。井手町の西ଆには木津川が北流しており、木津川によって形成

されたԭ積地となっている。木津川東ଆは南北に連なる山մがあり、基൫ؠ൫は山城Ֆቋؠであ

る。山ฒみからは木津川のࢧ流であるۄ川、南୩川、੨୩川、ौ୩川が東から西に向かって流れ

。ғに形成されているൣんでおり、ઔ状地がࠐ

今回の調査地はඪ87～81ߴm近に位置している。調査地は木津川の東ଆのՏ؛ஈ丘のஈ丘面

上に位置し、北大塚古墳はஈ丘面上のඍߴ地の上に位置している。周辺には、ߴ位ஈ丘堆積物で

ある層（砂及ͼシルトڬむ）が分布している。この堆積はߋ新世時の木津川本流によって形成さ

れたஈ丘面と考͑られる。丘陵の南ଆには中位ஈ丘堆積物が分布しており、これらも木津川本流

によって形成されたஈ丘面と考͑られる。地࣭図を見ると、ۄ川によってӡばれた堆積物も分布

しており、これによって木津川の流れがݱ在の位置にҠ動したものと考͑られる。また、ۄ川や

が分布しているؠ田川などによって堆積物が流出したか所では基൫面の࿐出や接৮ม成࠽
ㅭ㉅１ㅮ

。

̎ʣྺ ڥత࢙

井手町の発掘調査ྫは少なく、ೄ文時代、ੜ時代については不明ながଟい。

ೄ文時代の遺跡としては、ക原࣏により、北大塚古墳が位置する丘陵の北東ࣼ面で石૦・石

औされたことがհされている࠾が
ㅭ㉅2ㅮ

。また奈良大ֶ考古ֶ研究会の౿査時でも石器ยが࠾औさ

れている
ㅭ㉅３ㅮ

。また散布地としてొ録されるௗٳ遺跡周辺からೄ文土器（ધ元ᶘ式）や石᭲が࠾集され

ている。ધ元ᶘ式はೄ文時代中期でもૣいஈ֊とൺఆされている。

ੜ時代の遺物としてௗٳ遺跡からـ内第ᶙ༷式、第ᶛ༷式のᙈ形土器やᆵ形土器などが、南

։遺跡からはـ内第ᶛ༷式のᆵ形土器のఈ部が࠾औされている
ㅭ㉅４ㅮ

。

古墳時代前・中期では、井手町周辺には௴井大塚山古墳や൧岡古墳群、ٱ津川ं塚古墳群など
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第１図　周辺遺跡分布図（1/25,000）

１. 北大塚古墳

２. 大塚遺跡

３. ਙ五୩遺跡

４. ଟլ遺跡

̑. 清水Ԟ古墳群

　（西ௗ山古墳群）

̒. 天Ԧ山古墳

̓. 山神古墳

̔. 上ಊ東古墳

̕. 神社古墳群ߴ

10. 天Ԧ山古墳群

11. 判ϊ地遺跡

12. ҁϊ木遺跡

13. 上ಊ古墳群

14. Ԟ࠽田古墳

15. 平山古墳

16. 尾ϊ山古墳

17. 尾ϊ山遺跡

18. 上井手遺跡

19. 津岡神社ཪ古墳群ۄ

20. 山ԑ古墳群

21. 水ແ遺跡

22. 西ߴ月遺跡

23. 井手寺跡

24. 月古墳群ߴ

25. ϊ木遺跡ך

26. 石ڮ瓦༼跡群

27. 井手城跡

28. ᯮ古墳群

29. 北։遺跡

30. 南։北遺跡

31. 野神遺跡

32. 宮ϊ本遺跡

33. 塚本遺跡

34. 岡田遺跡

35. 南։遺跡

36. 岡田瓦༼跡

37. ২田遺跡

38. 上田遺跡

39. 南大塚古墳

40. ௗٳ遺跡

41. ദ୩遺跡

42. 東神屋遺跡

43. 大遺跡

44. 遺跡ંڮ

45. 大ক܉遺跡

46. 南垣内遺跡

47. 路城跡（内城跡）

48. 宮ϊ後遺跡

49. ൧岡遺跡

50. ൧岡ं塚古墳

51. ଫ山古墳（石塚）

52. ΰϩΰϩ山古墳

（ӓ塚・ऍՠ山）

53. ༀ師山古墳（ߴ塚）

54. ൧岡東原古墳

55. े塚古墳（トρΧ）

56. 金ట山古墳

57. ൧岡 1 号横穴（塚穴）

58. ൧岡 2 号横穴（塚穴）

59. 古屋敷遺跡

60. 田中東遺跡

61. 東֯田遺跡

62. ೋຢ遺跡

63. 三山木遺跡

64. 田遺跡

65. ԕ౻遺跡

66. 宮ϊ下遺跡

67. 山࡚遺跡

68. 山࡚ 2 号墳（ീԦࢠ塚）

69. 山࡚ 1 号墳

70. 山࡚ 3 号墳（ݱݖ塚）

71. ࣳ山遺跡

72. 三山木ഇ寺

73. է垣内遺跡ࠤ
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が築造されている。しかし、井手町内には前期から中期の古墳は確認されていない。h 井手町࢙ʱ

によれば、調査地とಉじ丘陵に位置する大塚古墳（北大塚古墳とද記されることもある）で人物

輪、ᯰ形輪などの輪ยがरわれており、古墳時代中期から後期の古墳であるとされている。

なお࠾औされた輪ยはക原࣏によって報告され
ㅭ㉅̑ㅮ

博物ؗに人物輪をআき所ཱࠃ在、東京ݱ、

蔵されている。古墳時代後期の古墳として平山古墳がある。平山古墳は北大塚古墳が位置する丘

陵のઌに位置し、木津川をむཱ地である。すでにফࣦしてしまっているが、Ԟน近で４ஈ

の積み石が存しており、ݰ室内からは土師࣭のُߕ形陶が出土している。陶はՎඣタΠϓ

と呼ばれる、府内でも࠷古相に位置͚される陶である。また副品としてೲめられた須恵器

はT,10ฒ行期にଐするものが主体である
ㅭ㉅̒ㅮ

。このほか、ߴ月古墳群、山ԑ古墳群などがಉじ丘陵

に分布しており、小規模な群集墳が在している。

奈良時代には、ࢯ٦のࢯ寺と考͑られている井手寺が建ཱされる。これまでの調査から石敷き

やૅ石、溝などを検出し、寺Ҭが約240̼࢛方であることがਪఆされている。大ਖ਼年間にക原に

よって調査が行われ、平城京、ګ仁京とಉ一ܕ式の瓦が出土している
ㅭ㉅̓ㅮ

。石ڮ瓦༼跡は、大҆寺に

瓦をڅڙしていた瓦༼であり、これまでの調査で３基Ҏ上の༼の存在が確認されている
ㅭ㉅̔ㅮ

。h 大҆

寺Հཟԑ起ኂ流記ࢿ材ாʱに記載のある୨瓦屋に位置づ͚られている。

中世には、ךϊ木遺跡で掘ཱப建物跡を検出している。12～14世لごΖの遺物がଟく出土して

いる。下層の遺物として石ڮ瓦༼跡から出土する瓦とྨࣅした平瓦が出土している。

̏ ɽ調 査 ͷ ܦ Ң

平成28年の調査では、新設特別ࢧԉֶߍ建設ܭը地内に含まれる北大塚古墳、大塚遺跡の２

遺跡の調査を実施した。北大塚古墳では、明࣏・大ਖ਼年間に報告が行われている。調査対ൣғ

は約10,000㎡であるが、京都府ڭҭҕһ会とٞڠの上、900㎡の小規模調査を行い、その後、ඞ

要か所を֦ுし、面的調査を実施することとなった。北大塚古墳は、遺跡地図では୯ಠ墳として

ࣔされており、面的にѲされていないが、֓Ͷ対地のほ΅中ԝの東西方向に道が通ってお

り、この道より南ଆが大塚遺跡のൣғとなるので、道の北ଆをศٓ上、北大塚古墳に関する

調査区とした。

̍ʣաڈͷه

明࣏・大ਖ਼年間にᖛ田࡞ߞ、ക原࣏によって北大塚古墳について報告されている。1901年のh 東

京人ྨֶࢽࡶʱにᖛ田が、北大塚古墳から࠾集された輪ยについて報告するとともに、その位

置についてܝ載している
ㅭ㉅̕ㅮ

。報告にはʮ北大塚古墳は井手村の東方丘陵の上にありて、ݱ今ߴさຌ

そ三間周ᅴೋ三े間ばかりを存するのみにして、墳上には輪ᅵの破ย散在せり、（中ུ）ࠑ

の古墳はݱ存部より東方にԆせるं塚形式の墳ุの後ᅵ部にあらざるݷをٙͻ͵ʯとしている。

このように、北大塚古墳はߴさ約5.5̼、周ғ36～54̼を測る墳丘が存し、墳丘には輪ยが散

在しており、地形の؍より東に前方部がつく、前方後円墳であったՄੑがࢦఠされている。

次いで大ਖ਼年間にはക原࣏は、h 京都府࢙跡名উ調査။報告ʱにおいて、北大塚古墳につい
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てৄࡉな報告している
ㅭ㉅10ㅮ

。ʮ遺跡ϋᢕ地ϊ西北χ近Ω隆起セル丘ϊ上χΞリ、西方、木津川Ϯڑςʍ

൧ϊ岡ト相ሣシϚコトχ位置ϮϜ丘ϋ東西χΩත形ϮφセルϮҎςԕセόं塚ϊΩ֎

形ϮఄεルϞ、መ地χबΠςᱛεルχ、丘上χϋᏐݸϊ隆起Ξリ、中ԝ部ϋ東西χेᏐ間Ϯڑς、

相ሣセルೋݸϊᅵ丘Ϯ主トシʯと報告し、ᖛ田の報告のように一見すると東西にい前方後円墳

と認められるが、ࡉかく見ると複数か所の隆起が分布しているのが認められ、前方後円墳と考͑

られる古墳は20～30̼をִてて２つの円墳が相対しているとしている。これらの円墳については、

ʮ中ԝχΞルၷ丘ϊ西ଆϊϞϊϋ、Ꮠ年前ଖϊද面χ࿐出セシ石材Ϯ࠾掘セϜトシςۮ然石室Ϯ

ᚙ見シ、ଖϊ横穴式φルϮ確ϝタリトӠώ、（中ུ）ଖϊ東方ϊ෧土ϋ平セϥレタル部トࢥϋ

ルʍᬑχ大石ϊ࿐出Ξリς、ಉ種ϊ石室ϊ存在Ϯࣔεʯと、破壊された横穴式石室墳であるとਪ

ఆしている。さらに、ʮၷ者ϊ中間ϊ北χภ在セル大石ϊ࿐出部ϚタϠʍߴΫ、コʍχҴ荷Ϯ

レルᅿΞリʯ　と報告しており、྆者の中間の北には石材が࿐出する隆起があり、ここにはҴ荷

がられているが、これも古墳と考͑られるとしている。これҎ֎にも、ʮ東丘ϊ東南χ᠃έル

第２図　北大塚古墳・大塚遺跡調査トレンチ置図（1/800）
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丘ϊ一部χϋ輪ᅵϊ散在セル墳丘存セリʯ、ʮࠑϊ丘ϊ南χ接セルࣼ地χςಉδ南面ϊ横

穴式石室Ϯᚙ見セシΨ破ᆦシ㗸レリトӠϑʯと、丘陵の部Ҏ֎にも、少なくとも２基ఔの横

穴式石室墳が認められると報告されている。

̎ʣࠓճͷ調査

調査地は竹ᤵに෴われており、竹െ࠾を̓月21日から։࢝し、ਵ時トレンチを設ఆし、調査を

行った。ക原の大ਖ਼12年の報告によると、北大塚古墳が所在する丘陵上に古墳とお΅しき複数の

隆起が認められ、周辺には破壊された石室墳が複数基分布していたようである。その後、ഓ

のため土入れが盛んに行われており、ക原が報告した地形が遺存しているのかどうかもӐい知れ

なかった。また、京都府遺跡地図に記載されている北大塚古墳の地は、小さながられて平

坦面となっていた。地元ڭҭҕһ会の୲者によるとこの地に古墳が所在しているかどうかは

不確かであるとのことであり、しかも丘陵上には複数のߴまりが認められたことから、まͣ、ݱ

状で認められる東西のߴまりに１・２トレンチを設ఆし、西ଆの丘陵部から南に下るࣼ面に３・

４トレンチを設͚て、古墳の検出にめた。２トレンチでは、古墳のุᆮの掘形を検出したため、

̔月24日より２トレンチを֦ுし、ุᆮ検出ۀ࡞及ͼ墳丘の確認ۀ࡞を։࢝した。ซせて、遺跡

地図に記載されている地に設͚られていたのҠ設をまって、この地に15トレンチを設ఆし、

̕月26日から調査を։࢝した。

一方、大塚遺跡のൣғશҬには、̑ ～14トレンチを設ఆし遺構の検出にめたが、顕著な遺構・

遺物が認められなかった。10月28日に大塚古墳の調査をऴྃするとともに、北大塚古墳の調査を

一時中அし、関係機関とその後の調査についてٞڠを行った。

平成29年１月̑日から北大塚古墳の調査を࠶։した。ക原の報告によると、北大塚古墳の南ଆ

と南東ଆに古墳が分布しているՄੑがࢦఠされていることから、新たに、２トレンチの南ଆに

16トレンチを、南東部分のߴまりに17トレンチを設͚て、古墳の༗ແを確認することとした。16

トレンチでは、石室の石材が散乱している状گを確認し、新たに古墳１基の存在を認めた。17ト

レンチのॏ機掘を実施したとこΖ、約1.7̼のߴまりは、すべてݱ代のഓに伴う盛り土で

あることが判明した。࠷ऴ的にはچද土下より石室のܽを検出した。

平成29年の調査では４月̑日から։࢝した。２・16・17トレンチで確認した３基の古墳の調

査ൣғを֦ுし、新たに17トレンチで小石室のܽを確認した。ซせて周ғのະ調査部分に古墳

が埋していないかを確認するために、18～22トレンチを設ఆし調査を実施した。̑月20日にݱ

地આ明会を行い、111名の方にࢀՃいただいた。ݱ地આ明会後、図面࡞成や石室石材のআ去を行い、

ද１　北大塚古墳群　番号対রද

トレンチ番号 遺構名 古墳番号 備     考

２トレンチ 4901 １号墳  平成28年調査で確認

16トレンチ 4901 ２号墳  平成28年調査で確認

17トレンチ 4901 ３号墳  平成28年調査で確認

17トレンチ 4902 ４号墳  平成29年調査で確認

̑月30日に調査をऴྃした。古墳番号に

ついては井手町ڭҭҕһ会とٞڠの上、

検出したॱ番に古墳番号を༩すること

とした（ද１）。
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̐ ɽฏ  � �   ͷ 調 査

̍ʣ調査ͷ֓ཁ

平成28年の調査では、北大塚古墳、大塚遺跡の調査を実施した。北大塚古墳は、遺跡地図に

は୯ಠ墳として記載されており、今回調査の15トレンチの地にࣔされているが、その位置が不

確かであることや複数の古墳の存在がࢦఠされていること、丘陵尾根部やࣼ面地に小規模な調査

区を設͚て、古墳の༗ແを確認することとした。北大塚古墳の調査区のݱ状はഓのための竹

ᤵで、֤所に地形の起伏が認められた。これらが古墳であるのか、竹ᤵの土入れに伴う盛り土で

あるのか、ݱ地形の؍では不明であった。そのため、古墳状の盛り上がりが認められる地を

中৺に調査トレンチを設ఆした。

ॳ１～４トレンチを設ఆし調査を行ったとこΖ、２トレンチで古墳のܽを認めたため、２

トレンチの周ғを֦ுするとともに、新たに15～17トレンチを設ఆし、新たな古墳の༗ແを調査

した。北大塚古墳のൣғでは߹̓ܭか所のトレンチを設͚た。

大塚遺跡では、̑～14トレンチの10か所の小規模な調査区を工事対地શҬに置し、遺構・

遺物の༗ແを確認した。

̎ʣେ௩ݹͷ調査

̍τϨϯν　対地内の北東部に設͚た調査区でʮトʯの字形をఄする。調査ண手時に、15̼ʷ

̼̒のൣғにわたってߴさ約１̼のϚンド状の盛り上りが認められたため、墳丘の༗ແを確認

する的で南北方向に調査区を設ఆした。調査の結果、ݱ地ද面から2.1̼下で地山の砂層（̔層）

を確認した。ݱ地දからچද土近までの約1.6̼は、のഓのための土入れのための盛り土

であり、ݱ地形で認められたϚンドは墳丘ではないことが判明した。しかし、地山上には第４

層の中ཻ砂࣭土の堆積が認められ、墳丘盛り土のܾのՄੑが認められたため、中ԝ部を東ଆ

に֦ுした。֦ு区の第４層中に土師器ยが集中して出土したため、南ଆに֦ுし、平面的に遺

構の༗ແを調査した。これらの土師器ยは破ยとなって散乱していたが、形に近い土器が土ѹ

によって破ࡅした状گではなかった。平面的に遺構の検出にめたが、明確な掘形や土࣭のม化

は認められͣ、遺構は確認できなかった。遺物が出土したൣғにはམちࠐみが認められたが、明

確な掘りࠐみは認められなかった。このことと１トレンチの中のこの地のみで遺物が出土した

ことから、竹ᤵの盛り土に伴い、他所からӡͼࠐまれたものとਪ測される。土器の器形は、

ᙈ（第13図ʵ１）と円形土製品（第13図ʵ２）である。

̎τϨϯν　１トレンチの東に設͚た調査区である。ݱ地形は、１トレンチಉ༷に࠷大で２̼

の隆起が認められ、西が大きくられ、ൺ１̼ߴఔの南北の֑面となっていた。ॳ、֑面

をஅちׂる形で東西の調査区を設ఆして調査を行ったとこΖ、֑面下の地山上で方形に८るこͿ

し大の円を含む土৭のม化を2.8̼ʷ6.8̼のൣғで確認し、土01̨̭とした。ॳ、چද土

下から掘りࠐまれていたため、ݱ代の攪乱とも認ࣝしていたが、深さ0.6̼を掘したとこΖ

で0.4̼ʷ0.2̼の石を検出し、破壊された横穴式石室のՄੑがఆされた。そのため、ݱ地形

の֑面下にԊって南北方向の調査区を֦ுしたとこΖ、南北にい6.4̼ʷ3.2̼の土を検出し
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第３図　１トレンチ実測図（1/200、1/100）

た。土内には人಄大の石材、須恵器ยを含んでおり、ఈ面近くで石材のൈきऔりࠟ跡やࣖが

出土したことから、石室のܽであることが判明した。古墳の存在が確認されたことから、東西

方向の調査トレンチをԆするとともに、周ғに南北方向の調査区設ఆし、埋している古墳の

༗ແを確認した。
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第４図　２トレンチ実測図（1/300、1/100）
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第̑図　２トレンチ土層図（1/100）

これらの調査区では遺構の検出は認められͣ、基本的に地山面まで竹の࡞ߞ土がԿ層にもわた

って堆積していることから、竹ᤵの土入れに伴い、墳丘やچද土は大きく平をड͚ているもの

とਪされる。།一、東西方向に設ఆした調査区（北น２bʵb�）ॳに؍できたϚンド状の

֑面の土層の؍では、地ද下1.5̼でԫ৭系の堆積層（第21～28層）が分布しており、墳丘の

盛り土と判அした。ৄࡉについては、̑અの平成29年調査で報告を行う。

̏τϨϯν　２トレンチの南の丘陵ࣼ面に設͚た18.2̼ʷ1.4̼の調査区である。２トレンチの

西ଆಉ༷、２層ののഓによる࡞ߞ土下には、にͿい৭ૈཻ砂（３層）、ԫ৭ૈཻ砂（４層）、

৭೪࣭土（̒層）、̓層の地山が堆積している。４・̑層の堆積は部分的৭中ཻ砂（̑層）、ԫ
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第̒図　３・４・15トレンチ土層図（1/100）

にしか堆積しておらͣ、東น中ԝ部で２・４層の下で地山が分布している部分が本来の堆積層

ংをࣔすものと判அされる。ࡉࢠに見ると、̑ 層や４層の下面で平坦な面が認められることから、

に伴う溝群を検出してお࡞ߞ面を平坦に造成したものと判அされる。２トレンチなどではࣼ؇

り、このఆをཪ͚るものである。遺物の出土はແく、顕著な遺構の検出も認められなかった。

̐τϨϯν　大塚遺跡とのڥ近に設͚た4.8̼ʷ3.0̼の調査区である。調査の結果、࡞ߞ土

の下に２層の৭೪࣭土、３層のԫ৭೪࣭土などの堆積が認められるだ͚で、遺構・遺物は確

認できなかった。ॳは、顕著な遺構・遺物の出土がແく、周辺には遺構・遺物がແいものと

ఆしたが、平成29年の２号墳の調査により、࠷ऴ的に16トレンチのൣғに含まれた。４トレン

チは２号墳の東ଆ部にあたり、結果的に３・４層は墳丘の盛り土であったことが判明した。

15τϨϯν　調査ண手時ではがられており、遺跡地図に古墳の位置としてࣔされてい

る地である。２トレンチで古墳の存在が確認されたため、のҠ設をって設͚た調査区であ

る。過去の報告では、Ҵ荷の下に古墳があるとࢦఠされているが、このがそのҴ荷であるとは

確認できていない。ݱ状の地形は、周ғとಉじくϑϥοトな状گであり、北ଆ・西ଆは約１̼の

֑面となっている。跡を中৺に、西ଆの֑面下までの掘を行った。調査区は9.6̼ʷ9.2̼で
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ある。調査の結果、ݱ地ද面下で地山を検出し、一部地山を深く掘りࠐんだ不整形の土を確

認した。この土は堆積状گからݱ代Ҏ߱に掘りࠐまれた攪乱であると考͑られる。遺物は出土

していない。

1�τϨϯν  ２トレンチの南に設͚た調査区である。ॳは東に位置する４トレンチと別の調

査区であったが、16トレンチで石室のܽを確認したことから、周ғを֦͛て調査を行った。調

査の結果、４・16トレンチはॏ複する調査区となった。

ക原の報告では、北大塚古墳の南ଆࣼ面に古墳が存在したとあることから、２トレンチで確認

した古墳が北大塚古墳であるとの確ূはಘられなかったが、南ଆに古墳が存在することがٙわれ

たために設ఆした調査区である。ݱ地形としては、एׯの地ද面の盛り上がりが認められた。ॏ

機により、ද土掘を行うと、ݱ地ද面から約0.1̼の深さで、辺１̼の石材１石が࿐出した。

周辺の精査を行うと、石材が複数認められたことから石室石材であることが判明した。古墳の規

模を確認するために、４トレンチとॏ複する形ではあるが、調査区の࠶設ఆを行い、古墳のશ

の確認にめた。その結果、࿐出した石材の北ଆ4.7̼で周溝と考͑られる̨̙05を確認した。

また、石室上面ではଟ量のׂ石や土師器が出土したことから、12世ࠒلの遺構がॏ複しているこ

とが判明した（̨̭01）。精査を܁りฦしたとこΖ、̨ ̭01にりউつ形で土や溝を検出した（̨

第̓図　16トレンチ実測図（1/200）
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̭02・03・07～09、̨̙06）。これらの土は石室の石材をൈきऔったと判அされ、ݱ代のも

のと判அされた。ৄࡉについては̑અの平成29年調査で報告する。

17τϨϯν　ക原の報告では、北大塚古墳の南東尾根ے上にも古墳があると記されているこ

とから、２トレンチの南東ଆに設ఆしたトレンチである。ݱ地形では南北22.2̼、東西18.2̼、

81̼を測る。調ߴ北ଆではඪ、83̼ߴさ1.7mの方墳状のϚンドが認められた。南ଆではඪߴ

査ண手時には竹ྛの造成土と判அしたが、２トレンチで横穴式石室墳を確認したことから、古墳

の盛り土のՄੑがあると判அされた。

第̔図　17トレンチ実測図（1/250、1/100）
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第10図　̑・̒トレンチ土層図（1/100ʀ土層位置は第̕図ࢀর）

調査の結果、基本的に上位1.7̼は盛り土であり、ࡉかな水平の堆積層が認められたことから、

ഓに伴う盛り土と判அされた。盛り土下にはچද土（第３層）があり、東・西ଆの田ാとほ΅

ಉじඪߴである。Ҏ上のことから、ݱ地形の隆起は古墳に伴うものでないと結した。چද土下

には第̒・̓層が堆積しており、̓層上面で、須恵器ยと人಄大の石材が出土した。石材は動か

されていたが、周辺を֦͛たとこΖ原位置をอつとࢥわれる石材２石が認められた。石室内に相

する部分の掘を行ったとこΖ、ࣖが出土したことから横穴式石室のܽであることが確ఆ

的となった。ৄࡉについては、̑અの平成29年調査で報告する。

̏ʣେ௩遺跡ͷ調査

̑τϨϯν　北から南に向͚て下るように、ஈʑにാが造成されており、これらのാを横அし

て̡字状に設ఆした調査区である。南北方向には、北で元地ද面から0.65̼下で、南ではݱ

地ද面から1.7̼の深さで地山を確認した。地山は北から南に向͚て下るࣼ面となっており、

地山上にްく盛り土を行い、ാを造成していることが判明した。一方、東ଆの ・̓̔ トレンチは、

̑トレンチの南辺部より1.5̼ఔߴい位置で地山を確認していることから、̓・̔トレンチは

丘陵のுり出し上に位置し、̑トレンチは୩地形を埋めているものとਪఆされた。土層؍から

土の入れସ͑による土状の掘りࠐみ（̑層）が地山まで及んでいることが判明した。遺構・遺物

は確認できなかった。

̒τϨϯν　̑トレンチの西ଆに設͚た3.0̼ʷ3.1̼の調査区である。ݱ地ද面から1.3̼まで

掘したとこΖ地山を確認した。１～４層はすべてാを造成するための土と判அされ、土の入れ

ସ͑によりแ含層や遺構は平されているこをਪఆした。遺構・遺物は確認できなかった。
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̓τϨϯν　̑トレンチの東ଆに設͚た15.0̼ʷ3.0̼の調査区である。ݱ地ද面から0.2̼下

で地山を確認した。遺構・遺物は確認できなかった。地山上の１・３・̑層は新چの࡞ߞ土と

判அされ、地山上までാの土の入れସ͑で平されているものと判அされる。

̔τϨϯν　̓トレンチの南に設͚た調査区で、15.0̼ʷ3.0̼の調査区である。堆積状گは̓

トレンチとಉ༷である。地山面は東から西に向かってࣼしている。調査区の西ଆではݱ代の野

ᆵを検出している。遺構・遺物は確認できなかった。

̕τϨϯν　̓トレンチの北東に設͚た調査区である。大塚遺跡のൣғではもっともߴ所に位

置している。ॳ、15.0̼ʷ3.0̼のトレンチを設ఆして調査を行った。土層の堆積状گは、竹ᤵ・

ാ࡞ߞ土のද土（１層）下にচ土（２層）があり、̓層の৭中ཻ砂࣭土が0.2～0.35Dmްで堆積し

ている。この下の10層Ҏ下は、ݻくకまった土࣭の状گと遺物を含まないことから地山と判அし

た。̓層はややకまりがないが、遺物の出土がないことから地山であるՄੑがある。トレンチ

の南東۱では、須恵器ߴഋ（第13図ʵ３）が̒層中から出土した。土層؍の結果、̓層をりࠐ

んで３・̒層、４層などのམちࠐみを確認した。土࣭は࣭ۉな砂で̓層とのҧいはわͣかであ

る。特に̒層は遺物を含むことから遺構であるՄੑが認められたため、調査区の南東を4.4̼ʷ

3.0̼֦ுして平面的な精査を行ったが、明確な掘形は認められなかった。埋土の状ଶや形状が

不整形であることから෩木のࠟ跡と判அした。

1�τϨϯνɹ̕トレンチの南に設͚た調査区である。15.0̼ʷ3.0̼のトレンチである。土層

の堆積状گは、竹ᤵ・ാ࡞ߞ土のද土（１層）下にচ土（２層）があり、３層のԫ৭ૈཻ砂࣭土、

４層の৭中ཻ砂࣭土が堆積している。４層からはຏした土師࣭の土器が出土した。時期は不

明である。４層をআ去した地山（̑層ʀ明৭೪࣭土）上では、東西方向の溝状の土৭のҧいを東

西方向に確認した。深さは࠷大で0.2mであり、ఈ面がತԜで、掘形のϥΠンも不明ྎであるこ

とから、人ҝ的なものではなく、ۼ地状の自然地形に堆積した土に遺物がࠞじりࠐんだものと考

͑られる。

11τϨϯν　10トレンチの南に設͚た15.0̼ʷ3.0̼の調査区である。࡞ߞ土（１層）の下にচ

土と判அする２層がബく堆積しており、その下で地山である３層のԫ৭ཻࡉ砂࣭土を検出した。

地山をஅちׂると೪࣭土の４・̑層が堆積しており、̑層中には人಄大の円を含んでいた。北

ଆの10トレンチで確認した遺物แ含層は確認できなかったが、চ土下で地山を検出したことか

ら、ݱ代の田ാを造るࡍに平されたものと判அされる。

1�τϨϯν　̕トレンチの東ଆに設͚た15.0̼ʷ3.0̼の調査区である。࡞ߞ土（１層）、চ土（２

層）の下に地山を検出した。遺構・遺物は確認できなかった。地山（ԫ৭೪࣭土）がচ土下に

。られたものと判அされるに土は大きくࡍがっていることから、田ാを成形する

1�τϨϯν　12トレンチの南ଆに設͚た15.0̼ʷ3.0̼の調査区である。࡞ߞ土（１層）は竹の

২を含むもので、その堆積の下に、চ土と判அされる̑～15Dmのްさの２・３層が堆積して

いた。４層は部分的な堆積であるが、চ土の一種と判அされる。̑層の৭中ཻ೪࣭土は地山で

ある̒層の上で検出したもので、東と西部で堆積しているのを確認した。̑層が確認できな
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い部分は田ാの造成のためにりऔられたものと判அされ、एׯのߴまり（尾根ے）が南北に分布

していたものと෮原される。また11トレンチಉ༷に地山面下には人಄大の円を含む೪࣭土が堆

積していた。遺物は４層の࡞ߞ土から石 （᭲第13図ʵ４）が出土している。

1�τϨϯν　対地の南西ଆに設͚た4.0̼ʷ3.1̼のトレンチで、もっともい地に位置す

る。࡞ߞ土（１層）の下に٬土（２・３層）が認められ、４層も٬土の一種と判அされる。その下で

地山である̒層のᒵ৭ཻࡉۃ砂࣭土を検出した。෯１̼、深さ60Dmఔ、さ2.7̼Ҏ上の土

状の土৭のҧいを確認した（̑層）。これらはॏ複して形成されているようである。確ূはないが、

ാ࡞のഓ品種にԠじた土の入れସ͑のためのと判அされる。̑トレンチでもಉ༷の土を

確認している。

ग़遺　

２・16・17トレンチから出土した遺物はすべて平成29年報告にৄࡉを記す。これらҎ֎に、

平成28年調査において出土した遺物で、図化Մなものは４である。

１は土師࣭のᙈである。ᰍ部から部にか͚てが存している。ᰍ部のਪఆܘは

19.2Dm、部のਪఆܘは22Dmを測る。内֎面にはϋέ調整が認められる。２はԎಥ形土製

品と考͑られる。３は須恵器ߴഋである。ޱԑ部は֎上方։く。ഋ部からఈ部には２の

ઢがめぐる。٭部にはϋέによる調整がશ体に認められる。２方２ஈಁかしが認められる。上ஈ

は方形ಁかし、下方は形に近い方形ಁかしである。٭部内面には回సࠟ、ߜりのࠟ跡が認

められる。̩̠43ܕ式ฒ行期である。４はແܪの石᭲である。基部にしっかりとしたፘりが認め

られる。

第12図　13・14トレンチ土層図（1/100ʀ土層位置は第̕図ࢀর）
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̑ ɽฏ  � �   調 査

̍ʣ̎ τϨϯν

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁ

２トレンチは調査ൣғの北部に位置する調査区である。調査ண手時は竹ྛに෴われており、本

来の地形は明らかではなかった。２トレンチのほ΅中ԝ部の東西でඪࠩߴが約1.5̼認められ、

֑状に土औりが行われている状گであった。平成28年の調査では、古墳の༗ແを確認するため

に、அ面をஅちׂる形で東西の設ఆし、調査を実施した。調査の結果、トレンチ西ଆは、ݱ代の

平をड͚ているのに対して、トレ৭ૈཻ砂の地山面までに伴う土औりや土入れによりԫ࡞ߞ

ンチ中ԝから東دり、ݱ地形で認められた֑面下のあたりで、地山面を掘りࠐんだ石室の掘形を

確認した。その後、石室の存状گを確認するために、トレンチを東西・南北に֦ுし、平面の

土৭のม化を確認した。また掘形東ଆの一ஈߴくなっているか所にஅちׂりを行い、2.8̼の墳

丘が存していることを確認した。平成29年の調査では、確認した掘形、墳丘から規模をఆ

し、面的に֦ுする形で、古墳の調査を行った。

ʢ̎ʣ̍ ߸

Ґஔ　２トレンチ東から中ԝ近で検出した横穴式石室を内部主体とする古墳である。石室内

の石材のଟくはൈきऔられており、ݰ室内はচ面までࣦわれている状گであった。石室内のඪߴ

は86.6̼を測る。

ٰ　ഓに伴う土の入れସ͑により、西ଆは平をड͚ており存していない。墳丘の北

東ଆでހ状をఄする周溝を検出した。北ଆでは地山を掘することで周溝をめぐらせ、墳丘を区

ըしたようである。南東ଆでは、攪乱がଟく及んでおり、溝の༗ແを確認することができなかっ

たが、墳丘の部は地山をり出すことで基ఈ部をなしている。西ଆの墳丘はࣦわれているため、

墳丘規模は෮原で、南北16.4̼、東西12̼Ҏ上の南北にいପ円形をఄする円墳と考͑られる。

墳丘の存ߴは࠷大で2.8̼であるが、基ఈ部のඪߴは、北ଆで87.8̼、南ଆで86.1̼で、ൺ1.7ߴ

̼のࣼ面地にཱ地している。墳丘の土層؍から、̔～13層の上面のߴさがଗっており、このよ

第13図　平成28年調査　出土遺物実測図（1/4、1/2）
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り下が第１次墳丘と考͑られる（第17図"-"�）。ただ石室石材をൈきऔるࡍの土が石材のཪࠐ

を破壊しており、ཪࠐ土と墳丘盛り土の関係は不明である。

पߔ　石室北東ଆで検出した。෯2.8̼、深さ0.7̼で掘られている。֎ଆの掘形が墳丘の1/2ఔ

しか確認できなかった。墳丘എ面から東ଆに向かって掘深が上がっていることから、ࣼ面

地に߹わせて周溝をめぐらせていたと考͑られ、古墳前面まで溝がめぐっていなかったՄੑも

考͑られる。西ଆでは攪乱により、まったく確認することができなかったが、本来は溝がめぐっ

ていたものと考͑られる。

ੴࣨ　１号墳の内部主体は、南に։ޱする横穴式石室である。石室は石材がൈきऔられ、天井

石、Ԟนなどଟくがࣦわれていた。存していた石材は、ݰ室ࠨଆนの基ఈ石２石、ત道ӈଆน

の̑石のみであった。ุᆮの規模はさ6.1̼、ุ道部෯1.1̼、ત道部෯1.2̼、石室部෯1.85̼

を測る。Ԟน石材はࣦわれており、ৄࡉな構造は不明であるが、石材のൈきऔりのࠟ跡を確認し

た。ൈऔࠟ跡から石室のচ面はさ3.4̼、෯1.4̼と考͑られる。ࠨଆนの基ఈ石の存状گや

ൈऔࠟから、ุᆮの掘形から0.7̼の位置にԞน石材が設置されていたとਪఆできる。ଆนの状

第15図　北大塚１号墳　平面実測図（1/200）
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第16図　北大塚１号墳　墳丘・石室実測図（1/100）

存するఔであった。石材ଆนの基ఈ石が２石ࠨ、存しておらͣはѱく、ӈଆนは１石もگ

のൈऔ行ҝはচ面まで及んでおり、明確な埋面や埋面を形成する整地土は確認できなかった。

ൈऔࠟ跡と存状گから約0.3̼のକがあったものと考͑られ、྆କ式石室とਪఆされる。石室

内の攪乱内からは須恵器ย、ࣖが出土している。ݰ近にはด࠹石と考͑られる石材が存

していた。人಄大の石材を༻いており、南北1.0̼、東西0.8̼のൣғで検出した。本来は存し
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ているߴさҎ上に設置されていたものが石材ൈऔ行ҝのࡍに上部の石材が࣋ち出されたものと考

͑られる。石材下から化した木ยが出土している。

ત道はԞนから4.4̼の位置から構築され、さ3.14̼、෯0.92̼を測る。石材の存状گはӈ

ଆนの基ఈ石が̑石るఔ、ࠨଆนの石材は１石のみ存している。ӈଆนに༻された石材

で࠷も大きい石材は࣠0.48̼、࣠0.32̼、ްさ0.21̼を測る。ત近から須恵器ഋ、ࣖが

出土しているが、石材をൈきऔった攪乱土中の出土である。土層அ面の؍では、ุᆮ内の埋土

のほとんどは攪乱による堆積であると判அされるが、部分的に整地面及ͼด࠹に伴うと考͑られ

る層を確認した。চ面整地土は、ุ道からด࠹石の下に確認できるԫ৭中ཻ砂ࠞじりの೪࣭土

（39層）でްさ0.15̼ఔで敷かれており、ત道とุ道のߴさ、ݰ近のߴさと߹わせるような

堆積である。ด࠹石に伴う堆積はԫ৭中ཻ砂である（26層）。攪乱により一部しか確認できない

が、ްさ0.2̼ఔである。整地土の上に堆積していることからॳに伴うものと考͑られる。

ุ道は、さ8.4̼、෯1.14̼を測る。堆積状گは、ત道部ಉ༷に攪乱土がଟく堆積しており、

古墳に伴うものは整地土と考͑られる中ཻ砂࣭土（39層）のみである。ݰ近は攪乱によりかな

り平をड͚ているが、ุᆮ掘形からԆͼるุ道を検出しており、その形状からุ道はતから

東にۂがる形状を༗していたものと考͑られる。

石室શ体に関連するものとしてഉ水溝がԞนからત近にか͚て１されている。ഉ水溝

はさ5.7̼、෯0.37̼を測る。溝内は中ཻ砂層が堆積している。堆積土中にはは含まれない。

また、ݰ室内の溝上で石材が１石認められるが、平坦面が上を向いていないため、原位置はอ

っていないものと考͑られる。ุ道にはഉ水溝はつながらͣ、ഉ水溝の埋土とはҟなるཻࡉ砂が

堆積していた。

第17図　北大塚１号墳　墳丘・周溝土層実測図（1/60・土層位置は第16図ࢀর）
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第18図　北大塚１号墳　石室実測図（1/80）



平成 28・29 年北大塚古墳・大塚遺跡発掘調査報告

-ø÷３-

遺物は石室南東ଆの墳丘ࣼ面を中৺に出土している（第15図）。石室石材のൈきऔり時にغさ

れた堆積土中から出土しており、石室内に埋時の原位置をอったままのものは出土しなかった。

ʢ̏ʣग़遺

２号墳に関係する遺物のଟくは、石室֎でغされたような形で出土し、ત道東ଆの墳丘ࣼ面

地を中৺に出土している。出土遺物は須恵器֖ഋ、ߴഋ、ᆵ、٭ᰍᆵ、金ଐ製品などがある。

̑～13は須恵器ഋ֖である。̑は明確なྏはࣦわれている。調整は回సφσ、回సέズリで

第19図　北大塚１号墳　石室ด࠹石・ࠨଆน実測図（1/40）
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第20図　北大塚１号墳　出土遺物実測図１（1/4）

上͛る。̒は土にࠇ৭ཻが認められる。天井部とޱԑ部のڥ近にઙいく΅みが認められる。

このく΅みをڥに調整にҧいが認められ、天井部は回సέズリ、ޱԑ部は回సφσで上͛る。

̓は土にࠇ৭ཻが認められる。ޱԑ部はφσ、天井部はϔϥέズリにより上͛る。内面天井

部には不ఆ方向のφσが認められる。̔は土にࠇ৭ཻが認められる。ম成がく、ຎが著し
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い。天井部とޱԑ部のڥ近にઙいく΅みが認められる。このく΅みをڥに調整にҧいが認めら

れ、天井部は回సέズリ、ޱԑ部は回సφσで上͛る。̕は天井部をૈいϔϥέズリで上͛

る。ޱԑ部֎面から内面にか͚てはφσによる調整が認められる。出土した֖ഋの中で࠷も小さ

い。明確なྏはࣦわれている。10は天井部をϔϥέズリで上͛る。ޱԑ部֎面から内面にか͚

てはφσによる調整が認められる。11はম成がく、փന৭をఄしている。土はૈい。天井部

はέズリにより調整している。ޱԑ部はؙくおさめる。破ยは石室内֎から出土している。12は

天井部をϔϥέズリにより上͛る。一部փかͿりが認められる。ޱԑ部はएׯ։く。13は天

井部をϔϥέズリにより調整している。ޱԑ内֎面はφσで上͛る。έズリ、φσのڥはઙい

く΅みが認められる。14～23は須恵器ഋである。14はఈ部֎面をϔϥέズリにより上͛る。15

はશ体にബく自然ᬵがかͿる。ఈ部内面にはφσ調整ࠟがよくる。16はম成がく、փന৭を

第21図　北大塚１号墳　出土遺物実測図２（1/4）
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ఄしている。土はૈい。ϔϥέズリ・φσにより上͛る。17はম成がく、փന৭をఄして

いる。土はૈい。ϔϥέズリ、φσにより上͛る。18はશ体にࠇ৭ཻが認められ、19は須恵

器ഋである。12.3ܘޱDm、ߴさ3.8Dmを測る。ఈ部はϔϥέズリにより上͛、φσ調整とのڥ

にઙいく΅みが認められる。20はࠇ৭ཻが認められる。ड͚部が分ްい。ఈ部શ体をϔϥέズリ

により上͛る。21は土に0.2～0.5Dmのૈい砂がࠞじる。ఈ部֎面には一のϔϥΨΩが施さ

れている。22はম成がく、փന৭をఄしている。土はૈい。23はほかのഋにൺべ小Ϳりで、

体部が深い。ఈ部֎面に7字状のϔϥΨΩが施される。24はᰍᆵである。ᰍ部7.7ܘDm、部

部にઢが認められる。またఈ部はϔϥέズリにより調整する。ఈ部はؙఈݞ。14.6Dmを測るܘ

である。ޱԑ部はएׯ֎する。ޱԑ内面にはম成時に別のᆵをॏͶ߹わせたのか、৭調のม化

が認められる。25はᙈのޱԑである。13.2ܘޱDmを測る。ޱԑ部はංްしている。ᆵ部内面には

円৺状タタΩが認められる。26は٭ᰍᆵのޱԑからᰍ部である。9.2ܘޱDm、存8.6Dm

を測る。29とಉ一ݸ体である。29は٭部で部15.3ܘDm、ఈ部9.6ܘDmを測る。１Dmあたり̔～

̕のΧΩϝがめぐる。ೋஈ三方に方形ಁかしが施される。ಁかし間には２のઙいઢがめ

ぐる。٭部を部のڥにྏを設͚、྆者をִてる。27は٭ᰍᆵである。ᰍ部6.0ܘDm、ߴさ

29.4Dm、ఈ部12.4ܘDmを測る。回సφσのちΧΩϝ（̒/̕mm）を施している。また部には

上͛、一ஈ部はφσ調整で٭。み文（̒/̕mm）が施され、ઙいઢにより区ըされるࠁ

三方に方形ಁかしを施す。٭部と部のڥにྏを設͚、྆者をִて、部は29にൺべて内向き

である。28は٭ᰍᆵである。ᰍ部8.4ܘDm、 ߴさ21.1Dm、٭部14.4 ܘDmを測る。27にൺべて、

ੇな印を࣋つ。調整ٕ法は27にྨࣅしているが、体部にΧΩϝによる調整で、ࠁみ文は

認められない。また٭部のಁかしもない。30はᰍᆵ٭部である。存6.0ߴDm、٭部13.5Dmを

第22図　北大塚１号墳　出土遺物実測図３（1/4）
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測る。٭部のみの存のため、器形が不明であるが、٭ᆵと考͑られる。ೋஈ三方ಁかしが施

されていたものとਪされる。27・28とಉ༷なαΠズの٭ᆵと考͑られる。31は٭部である。

ഋഋߴഋと考͑られる。32はແ֖ߴ14.3Dmを測る。器種は、ᰍᆵまたはܘ部٭、6.5Dmߴ存

部である。12.2ܘޱDmを測る。部に۳ඳき列文が施される。٭部はܽଛしているが、３方向

の方形ಁかしを༗していたものと考͑られる。33はແ֖ߴഋഋ部である。શ体にࠇ৭をఄして

いる。部には１のઢがめぐる。एׯ内する。34は༗֖ߴഋである。9.4ܘޱDm、ߴさ

12.4Dmを測る。φσ、ΧΩϝにより調整している。٭部はଠく、ಁかしはઠしない。35はܘޱ

9.4Dm、ߴさ9.3Dmを測る。ഋ部はφσにより上͛る。٭部はΧΩϝ調整を施す。また４方向

に円形ಁかしをઠする。36～38はແ֖ߴഋである。３ともにম͚みが著しい。調整はྨ

。される部には２ஈ２方ಁかしがઠ٭。しており、ഋ部にはྏは認められるが、文༷はないࣅ

ಁかしの間、部にはઙいઢが施される。37はશ体にࠇ৭で、土がૈい。38はશ体に自然ᬵ

がかͿる。39は￼である。ᰍ部にॎ方向のϔϥඳきが施される。ϔϥඳきののちに２のઙい

ઢを施す。体部中位のઠは1.5ܘDmである。ݞ部と体部のڥには１のઢがめぐる。40・

41はޱᆵである。40はޱԑ部に２のઢを施す。ম成時のমきれが著しい。ᆵఈ部には֎

面にはタタΩ、内面にはಉ৺円のあて۩ࠟが認めら

れる。41はޱԑ部に１のઢをめぐらせ、体部中

ԝにはૈいΧΩϝを施す。タタΩは認められない。

内֎面શ体に自然ᬵがかͿり、内面では自然ᬵが下

方にむ͚て༹͚出す༷相が見てऔれる。42は平ළで

ある。体部֎面のશ体に1.6Dm෯に11～12のΧΩ

ϝが施される。ఈ部にはΧΩϝ工۩のࠟ跡が認めら

れる。Ϙタン状০のషり͚はなされていない。

ॆరは体部上面の5.4ܘDmで行っている。43は須

恵器ഋ֖である。ややፏ平な形状をఄすると考͑ら

れる。ٖๅच状のつまみを༗している。ޱԑ部がܽ

ଛしているが、天井部とのڥにྏが認められる。古

墳時代にଐすると考͑られるが、ほかのഋ֖とは時

期がҟなるものであΖう。44は須恵器ഋ#である。

内面にࠇ৭ཻが認められる。45は須恵器ᰍᆵであ

る。ඈௗ時代の遺物である。ޱᰍ部はめであり、

٭。ഋであるߴԑ部が֎ଆに։く。46は土師器ޱ

部はૈࡶなφσで上͛る。47は土師器ᆵである。

体下部をܽଛしている。ຎが著しいため、調整は

不明ྎであるが、一部Ϥコφσのࠟ跡が認められる。

48・49は土師器ࡼである。48はޱԑ部にম͚たࠟ跡 第23図　北大塚１号墳　出土遺物実測図４（1/2）
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が認められることから౮明ࡼとしてར༻されたものである。50～52は土師器Ӌזである。ח時

代Ҏ߱の遺物であΖう。53・54は不明土製品である。54は೪土ඥのࠟ跡が認められることや不ఆ

方向のϋέϝからᙈのՄੑが考͑られる。55は鉄᭲である。᭲部はፘ三֯形で平造で

ある。ᰍ部அ面は方形をఄし、ᑜ状関を設͚る。56は૦か。57～60は鉄ఝである。61～63は

ࣖである。すべて中実ࣖである。61は銅ਊの金あるいはഩషするࣖである。１号墳出土

ࣖで࠷もॏいものである。શ体にࡺが認められるものの、金が一部存している。62・63は対

になるۜである。61にൺべてࡉい銅ਊにۜあるいはഩషするࣖである。9ઢಁ過により62の

銅ਊのࠨ下部にく΅みが認められた。また、63の面でシϫ状のࠟ跡が認められた。64は石᭲で

ある。ແܪの᭲で基部にፘ入が認められる。

̎ʣ1�τϨϯν

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁ

16トレンチは、2トレンチの南に設͚た調査区である。平成28年調査の４トレンチとॏ複し

ている。ݱ地形では、調査区の西ଆは竹ᤵの造成土であった。墳丘の上面はほ΅ϑϥοトな状ଶ

に平をड͚ており、石室も平をड͚ていた。なお、南ଆは道が敷設され平をड͚ている。

。平してしまった、りޡ存していたൣғでも西では地山と墳丘の判அを

第24図　北大塚２号墳　平面実測図（1/200）
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ʢ̎ʣ̎ ߸

Ґஔ　16トレンチ中ԝで確認した横穴式石室を内部主体とする円墳である。墳丘南から西ଆは

攪乱が地山まで及んでおり、盛り土を確認することはできなかった。石室のഎ面にはഅఙ形の溝

がめぐり、丘陵と古墳を分している。ඪߴは82̼前後を測る。

ٰ　南から西にか͚ては、一部存するఔであったが、北から東ଆでは、地山から0.4̼

の盛り土を確認した。石室に向かって盛り上がる̕、14～17、22～24層（盛り土̖）、水平に堆積

する11・12層（盛り土̗）が認められる。چද土などは確認できない。盛り土̖は石材を設置し、

基൫面のߴさまでཪࠐ土を詰めたのち、൛築している状گと考͑られる。その後に盛り土̗を

第25図　北大塚２号墳　墳丘・石室実測図（1/100）
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第26図　北大塚２号墳　墳丘土層図（1/100）
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第27図　北大塚２号墳　石室実測図（1/50）
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している。盛り土̗が盛り土̖શ体を෴ってい

たかは上部がࣦわれているため、不明である。

堆積状گから石室を構築しながら墳丘構築を行

っていたものと考͑られる。

पߔ　古墳のഎ面・東西で確認した。෯1.8̼、

深さ0.6̼で地山を掘しており、18.5̼にわた

って検出した。溝上面にݱ代の区ը溝が東西に

掘されている。周溝はશ周せͣに、അఙ形に

めぐっていたものと考͑られる。西は平に

より確認できないが、東を確認している。埋

土は41・42層が認められる。1～̑Dm大のを

ଟく含み、須恵器ยが少量出土している。

ੴࣨ　２号墳の内部主体は南に։ޱする横穴

式石室である。石室は北から20西にৼる形で

構築されている。近ݱ代の石材ൈऔや中世Ҏ߱の࠶ར༻により、石室はݰ室部の基ఈ石をし、

破壊されていた。石室の規模はさ3.4̼、石室෯1.7̼、ત道෯0.8̼を測る。Ԟนには࣠2.1̼、

࣠0.64̼の石材と小ৼりな石材が基ఈ石としてਾ͑置かれている。ࠨଆนでは基ఈ石が４石

存している。࠷も大きな石材は࣠1.4̼、࣠0.38̼を測る。石材の設置については布掘状に掘

大な石を設置している。石材下からは整地ڊみ、Ԟนのࠐした後に小石材を調整石として入れ

土及ͼを確認した。

Ԟนଆ２石はุᆮఈ部から約0.5̼のߴさに߹わせる形で設置されている。基ఈ石２石は地

が通っており、２ஈの石材に関してもԞน基ఈ石に地を߹わせて積まれていたものと考͑ら

れる。石材は、布掘状の掘の後にߴさの調整を的とした整地土を敷いた上に設置している。

石材と石材の間に小石材をして҆ఆさせているようにも見͑るが、上部石材がࣦわれているた

めか、かませは؇く、容қに֎れてしまう状ଶであった。

石室内は࠶ར༻による石室内を整ཧしたため、চ面はফࣦしている。།一、石室ࠨଆนにԊっ

て1.6̼ʷ0.5̼のൣғでচ面が遺存しているものと考͑る（第28図）。ここではุᆮఈから0.12̼

のߴさで￼が形で出土しており、明確な整地面とは確認できなかったが、࠶ར༻時に࣋ち出さ

れた副品が存していたものと考͑られ、本来の埋面が遺存していると判அする。Ԟนから

約3.4̼近がݰと考͑られる。ݰ近からત道とਪఆする地にか͚てはࠨӈともに石材

のൈऔࠟ跡が認められる。また、ӈଆนの石材ൈきऔりのࠟ跡がݰ室にൺべて内ଆに位置してい

ることから、この地に石があったものと考͑られる。平面ϓϥンはӈยକ式石室であった

ものと考͑られる。なお、調査地南には道と༻水ଆ溝が埋設されていることから、古墳に関連

する遺構はすでにফࣦしているものと考͑られる。

第28図　北大塚２号墳　遺物出土状گ図（1/20）
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第29図　北大塚２号墳　石材ൈऔ及ͼ石室࠶ར༻（1/80）

ʢ̏ʣݹ࣌Ҏ߱ͷ遺ߏ

石室にॏなる形で石材のൈऔがある。平成28年調査時には、石室周辺でଟ数の攪乱状の土

。に集約したを実施したとこΖ、Ҏ下の土ۀ࡞を検出したが、掘

明ྎな掘形を༗するものとして、石材ൈऔ52̨̭、51̨̭、50̨̭、01̨̭がある。̨̭01

は石室શ体に及Ϳもので、その下面で̨̭50～52を検出した。̨̭01はほ΅石材のׂ石だ͚がࠞ

じるのに対して、̨ ̭50～52には石材のほか後ड़の石室の࠶ར༻遺構̨̭53を破壊したࡍのম土・

化物がଟくࠞじり、ඈௗ～中世の土器ยもわͣかに含まれるものである。このことから、̨̭

50～52は̨̭53に後出することは明らかである。さらに、̨̭50～52は地山まで深く掘られてお

り、石材を接ൈきऔったと判அされるのに対して、̨̭01は破ࡅされた石材のみが集積され

ており、明らかに༷相がҟなる。これら上下のが、ҟなった時期に破壊されたࠟ跡なのか、石

材をൈきऔった後のۼ地に破ࡅした石を破غするという一連の行ҝの結果なのか、遺物の出土

がແく、ܾめ手に͚ܽる。本報告では別ݸの時期のൈऔࠟとして記ड़したい。

そのほか、掘形は認められないが、ӈଆน周辺の破壊石材の分布に̑か所のまとまりが認めら
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れ、このまとまりの一つ一つが石材の破壊に伴う୯位とすると、石室石材は࠷̑石から構築さ

れていたものと考͑られる。石材の存状گはӈଆน中ԝ近の石材はほ΅࣋ち出され、周ғに

はׂられた石材が存している。

ੴࡐൈऔ�1̨̭ɹ̨̭50～52に後出するൈऔで、２号墳ݰ室上面શ体に認められるࠟ跡

である。このの埋土をআ去すると、̨̭50～52の輪ֲや石室石材が認められるものである。部

分的にではあるが、ӈଆน部分ではݰ室上面から石材を設置土のఈ面まで及んでいる。̨̭50

～52とॏ複するため平面規模は判然としないが、深さ0.4̼を測る。内部には0.2～0.6̼ఔの大

きさのׂ石がܺ間なく入りࠐんでいた。石材が人ྗでӡべるఔの大きさにׂられたࡍに、ഇغ

された石と判அされる。石材の遺存状گから、ӈଆนから破壊行ҝが行われ、ࠨଆนの中ԝ近

の石材のみがӡͼ出されたものと考͑られる。

ੴࡐൈऔ5̨̭�　ત道ӈଆน石材のൈऔに係わるࠟ跡である。෯1.3̼、深さ0.26̼を測る。

土内からはඈௗ時代の土師器ഋ$とؙఈᆵが出土している。古墳の副品がฆれࠐんだものか

どうかは不明である。

ੴࡐൈऔ51̨̭　ત道ࠨଆนの石材をൈきऔるࡍの土である。෯1.4̼、深さ0.24̼を測る。

土の位置からત道とݰ室のڥにあたると考͑られる。

ੴࡐൈऔ5̨̭�ɹ̨̭50の北ଆで掘形がॏ複する形で認められた石材ൈऔである。෯1.46

̼を測る。土位置からはକ部が設置されていたか所と考͑られる。̨̭51によってൈきऔられ

た石材と対になるӈଆนのݰ室、ત道のڥとなる石材が置かれていたものと考͑られる。

かلによると、12世؍ར༻のࠟ跡である。土層࠶室内શ面に及Ϳݰ5�ɹ̨̭ߏར༻遺࠶

ら13世لॳ಄にか͚ての土師器ࡼ、瓦器椀をแ含する化層がްさ0.12̼で堆積しており、その

下に人಄大の円が敷かれている（第29図ӈ）。この円は上面で認められる破ࡅされた石材と

はҟなり、֯はຎしていることから石室石材をՃ工したりར༻したりしたものではないと考͑

られる。円の下層には小

石ࠞりの中ཻ砂（11層）が堆

積しており、この層は石室

内のみに堆積するもので、

ར༻に伴うものと考͑ら࠶

れる。化層の上位にはに

Ϳいԫ৭中ཻ砂層がްさ

0.36̼で堆積している。こ

の堆積は่མ土と考͑ら

れ、この土をる形で石材

ൈऔࠟ跡が認められること

から、石室としてのۭ間を

อった状ଶで࠶ར༻された第30図　北大塚２号墳　出土遺物実測図１（1/2、1/4）
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ものと考͑られる。化層については、石材にඃのࠟ跡が認められないことや化物がཻࡉ砂

のようにඍ小であり、小ยが認められなかったことから、石室֎で化したものを、土器ยとと

もに石室内に敷き置いたものと考͑られる。出土する遺物は、ੜ活ࡶ器として༻いられるような

土師器ࡼ、瓦器椀やඃしてεεがணする土ುなどがある。石室を࠶ར༻した的については、

ૹّྱやഇغ土などがఆできるが、確ূはない。

ʢ̐ʣग़遺

65は須恵器ᆵのᰍ部と考͑られる。２号墳の周溝から出土している。ઙいઢにより区ըされ

た中に10の状文が施される。66はߴഋഋ部である。ഋఈ部は２のྏが認められる。ྏ間に

は文༷は認められない。68は須恵器￼である。石室内から出土した遺物である。１号墳の￼にൺ

べてᰍ部はく、۳ඳきも認めなれないが、ޱԑ部の։き方がྨࣅすることから、ಉ時期のもの

ଊ͑てよいだΖう。ಁかしのܘは1.8Dmを測る。ఈ部はፏ平に上͛る。67・69は土師器のᆵ

である。67はຎが著しく、શ体の調整が不明ྎであるが、ޱԑ部にচ横方向のϋέϝ調整が認

第31図　北大塚２号墳　出土遺物実測図２（1/4）
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められる。69は内面、֎面上面にϋέϝ調整が認められる。70は土師器ഋ$である。内面に์ࣹ状

の暗文が認められる。ޱԑ部は֎に։く。ඈௗᶗฒ行期の土師器ഋ$と考͑られる。71はࣖであ

る。石室内からの出土である。中ۭのࣖである。金による整形と考͑られる。また面の؍

ར༻面の出土遺物である。72～79は土師࠶からബ൘ٕ法により、面をดじている。72～90は

器ࡼである。72～75は֓Ͷ10ܘޱDmの土師器ࡼである。手づくͶによるものである。ࢦԡさ͑の

ࠟ跡が一部に認められる。76～79は土師器ࡼである。77はఈ部がそࡼのような形状をしている。

いͣれもޱԑ部をؙくおさめる。֎面ఈ部にはࢦԡさ͑が認められる。80～87は瓦器椀である。

いͣれも横方向のϛΨΩが内面に認められる。ఈ部まで෮元できる82・83、85～87にはఈ部に暗

文が施されている。86のఈ部֎面にはϔϥ記号が認められる。いͣれも大和ܕの瓦器椀である。

88は土師器࣭のುである。֎面શ体にεεがணし、内面ఈ部にもεεのணが認められる。ま

第32図　北大塚３・４号墳　置図（1/250）
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た内面はࡉかなϋέ調整を施す。89・90

は土師࣭のӋזである。いͣれも೪土ඥ

のࠟ跡が؍できる。内֎面にϋέ調

整が施されている。

̏ʣ17τϨϯν

ʢ̍ʣ調査۠ͷ֓ཁ

２トレンチの南東に位置する調査区で

ある。調査ண手前にはߴまりがશ体にみ

とめられશ体が竹ྛに෴われていた。ト

レンチ内はാ、竹ഓとҟなると土地ར

༻をしていたため、ߴࠩが1.7̼ఔが

認められた。調査の結果、1.7̼近いߴま

りはすべて竹ഓに伴う盛り土であっ

た。盛り土をআ去すると地山である৭

中ཻ砂࣭土を検出した。本来の地形は２

トレンチ近を部にしたࣼ地と考͑

られる。

ʢ̎ʣ̏ ߸

Ґஔ　調査区西ଆで検出した横穴式石

室を内部主体とした古墳である。後世の

平をう͚ており、周溝など古墳に関連する遺構はࣦわれているため、墳平により、地山まで

形を෮原することはできない。

ٰ　周ғに؍༻あͥをし精査・؍を܁りฦしたが、墳丘盛り土のࠟ跡は認められなか

った。竹ഓの造成土の入れସ͑のため墳丘はਚく平をड͚ており、શく遺存していないもの

と判அされる。

ੴࣨ　ӈଆนԞนଆの基ఈ石２石とӈଆนの石材ਾ穴と考͑られる土が存していた。石

室東ଆを中৺に石室શ体に攪乱が及んでおり、りがѱい。石室内は攪乱による堆積土である明

৭ૈཻ砂が認められ、この土中か

ら土師器、ࣖ２出土した。この

攪乱は石材ൈऔ行ҝに伴うものと考

͑られる。堆積の状گから、ӈଆน

に伴うൈऔ行ҝは石室চ面をશに

ফࣦさせるまでにࢸったようである。

石室の北東にか͚てุᆮの一部が遺

存していることから南東方向からൈ

第33図　北大塚３号墳　石室実測図（1/50）

第34図　北大塚３号墳　出土遺物実測図（1/2、1/4）
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第35図　北大塚４号墳　平面実測図（1/80）

औを行ったものと考͑られる。存している石材は、辺0.34̼、辺0.14̼を測る。存する

石材のߴさが֓ͶそΖっていることから、地を߹わせるような形で設置していると考͑られる。

石材のਾは地山を掘する形で掘られ、෯0.32̼の布掘り状をఄしている。

શ体૾については不明確であるが、石材の大きさやཱ地から考͑ると南東方向13.0̼で検出し

た４号墳とಉ༷の規模の古墳であると考͑られる。

ʢ̏ʣ̏ ߸ग़遺

91は土師器ഋ̘である。ඈௗᶗฒ行期のものと考͑られる。70にൺべて小Ϳりである。φσ調

整の後、์ࣹ状のϛΨΩを施す。ޱԑ部にはઙいઢが認められる。92は土師器ᆵである。֎
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第36図　北大塚４号墳　石室実測図（1/50）

面にはߥいέズリを施す。土には৭のࡉ砂が含まれる。67・69と土はよくࣅている。

93・94は中ۭの金である。大きさがྨࣅしていることからセοト関係だΖう。いͣれも面は

平坦である。銅൘のްみは0.05～0.1Dmである。内面には੨が一部すじ状に確認でき、銅൘の

接߹部と考͑られる。面の؍からബ൘ٕ法と考͑られる。なお、94のࣖのஅ面形状は93

にൺべてପ円形をఄしている。

ʢ̐ʣ̐ ߸

Ґஔ　調査区南ଆで検出した横穴式石室を内部主体とした円墳である。石室内のඪߴは81.6̼

を測る。隣接する３号墳とはඪ0.93̼ࠩߴを測り、石室間のڑは約13̼である。石室は北に対



京都府遺跡調査報告集　第 øþü 冊

-øù÷-

して10°東にৼる。

ٰ　墳丘は平により存していない。周溝から෮元する墳丘規

模は6.9̼ܘである。

पߔ　石室എ面及ͼ東ଆで検出した。෯08～0.9̼、深さ0.17～0.32̼

を測る。石室北東ଆで周溝は一୴్れる。東ଆ周溝の南は平に

より存していなかった。西ଆ周溝の検出状ଶから、શ周していなか

ったものと考͑られる。

ੴࣨ　４号墳の内部主体は南に։ޱするແକの横穴式石室である。

存状گはあまりよくないが、྆ଆนの基ఈ石がݰ室からત道にか͚て

存していおり、Ԟน石材はશにࣦわれている。ར༻された石材は辺

0.3̼、辺0.15̼ఔである。辺を横にした状ଶで石材を設置している。ӈଆนԞนଆから̒

石の石材が辺をॎにしていることから、石室とત道とのڥをҙࣝしているものと考͑られる。

さ80.9̼で石材の上面がほ΅水平にଗうことから、地を通しているものと考͑られߴଆนがࠨ

る。石材ਾ穴は布掘り状に掘されている。

ʢ̑ʣ̐ ߸ग़遺

95は須恵器ഋである。ત道部近で出土した。製ٕ࡞法はഋ֖のようであるが、天井がϔϥ

りによるࠟ跡がる。内面はにͿいᒵ৭をఄする。96は須恵器ᆵのޱԑ部である。存状گがѱ

く、器形のਪはࠔある。

第38図　18～22トレンチ置図（1/500）

第37図　北大塚４号墳
出土遺物実測図（1/4）
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̐ʣখن調査

平成29年の調査において、４基の横穴式石室墳を確認したことから、さらに古墳が遺存して

いないかを確認するために、１・２号墳の周ғに18～22トレンチを設͚て、調査を行った。

18トレンチは２号墳と３号墳の間に設ఆした17.0̼ʷ2.0mのトレンチで、ݱ状では西ଆにൺߴ

0.9̼の֑面が認められた。２号墳では墳丘の東が֑面となってられながらも遺存していた

ため、֑面下に石室が存しているՄੑがఆされた。調査の結果、竹ᤵの土入れがトレンチ

શ面にわたってද土下0.8̼に堆積しており、その下でԫ৭೪࣭土の地山を認めた。遺物の出

土はなかった。ԫ৭中ཻ砂が墳丘土のՄੑも認められたため、南西ଆに19トレンチを設ఆし、

そのՄ൱を検౼した。

19トレンチは、18レンチの西ଆの一ஈߴい平坦地に設ఆした調査区である。̔層が地山と判அ

され、その上位にཻࡉ砂・中ཻ砂を中৺とした堆積が認められた。これらは砂を主体とするೈ

࣭な堆積層であり、２号墳で認められた墳丘土と土࣭がҟなることや、遺物の出土も認められな

かったため、古墳は分布していないものと判அした。

20～21トレンチは２号墳の西ଆに設ఆした調査区で、ݱ状ではஈ状に成形されており、古墳の

墳丘が埋まっているՄੑが認められた。それͧれの平坦面に調査区を設ఆした。20トレンチが

14.2̼ʷ1.4mのトレンチで、東ଆの࠷もߴい部分に墳丘・石室が遺存しているՄੑがあったた

第39図　18～22トレンチ土層実測図（1/100）
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め、̼̒ʷ4.2mの形状に͛た。21トレンチは13̼ʷ2.2mのトレンチである。22トレンチは

12̼ʷ1.8mの東西方向の調査区で、中ԝ部を南ଆに4.2̼ʷ1.7̼に֦ுし、墳丘が遺存していな

いかを確認した。これらのトレンチを掘・調査しても、地දの࡞ߞ土の下にཻࡉ砂・中ཻ砂が

水平に堆積しており、土࣭が砂を主体であることや遺物の出土がແいこと、石室構築のためのڊ

の検出も認められͣ、古墳のஹީは認められなかった。小規模調査のൣғにおいては古墳が

存していないと判அされた。

̒ ɽ େ ௩ ݹ  ܈ ͷ ݕ ౼

北大塚古墳は、今回の調査において、群集墳であることが確認できた。調査では４基の古墳を

確認したが、辺はഓやാの土の入れସ͑、造成のため、かなり平をड͚ていることから、

すでに破壊されてしまった古墳があったՄੑは൱ఆできない。

今回の調査では、石室構造や墳丘規模、ཱ地のҧいなどଟくの成果をあ͛ることができた。そ

れらについてҎ下にまとめを行いたい。

ʢ̍ʣɹੴࣨܗଶ͔ΒݟΔஙॱҐ

確認した古墳はこれまでड़べたように４基である。その石室形ଶを見ると、１号墳は྆କ式石

室、２号墳はӈยକ式石室、３・４号墳はແକ式石室である。すべて破壊行ҝが及んでおり、基

ఈ石が存するఔで、࣋ちૹりなどの石室の上部構造は不明である。

֤古墳の石室の状گについて࠶整ཧすると、１号墳はત道部のӈଆนの基ఈ石がる。༻

されている石材は、辺0.53̼、辺0.33̼の人಄大のものである。基ఈ石の石材上面が֓Ͷ86.8

̼のߴさにଗう。石材のൈきऔりࠟの状گからԞ行3.4̼、෯1.4̼のݰ室が設͚られていたと考

͑られる。ત道部はさ3.0̼、෯1.08̼と考͑られる。ݰ室とત道を区ըする྆କ部の෯は0.6

̼ఔである。このことからそれͧれのକ部は0.3̼ఔのさであったとਪఆされる。石室の

ਪఆচ面積は4.76㎡である。

２号墳ではԞน、ӈଆน１石、ࠨଆน４石が存する。༻されている石材の材࣭はϗルンϑ

Σルεと考͑られる。Ԟน石材は辺1.9̼、辺0.6̼、ߴさ1.1̼のڊ石が༻されている。石

室内面はあるఔՃ工しているようであるが、എ面はり出した状ଶであると考͑られる。ӈଆ

น石材は辺0.7̼、辺0.39̼、ߴさ0.67̼の石材を༻している。ࠨଆนで࠷大の石材は辺

1.0̼、辺0.41̼、ߴさ0.7̼の石材が༻されている。これら基ఈ石の石材は֓Ͷ84.9̼にߴさ

ද２　北大塚古墳群石室規模一ཡ

古墳番号
古墳名

墳形
（規模・̼）

室ݰ
形ଶ

室ݰ
（̼）

室෯ݰ
（̼）

ત道
（̼）

ત道෯
（̼）

室ݰ
・෯ൺ

室ݰ
ત道ൺ

室ݰ
面積 	㎡ 
 式ܕ

１号墳 円（16） ྆କ 3.4 1.4 3.14 0.92 2.4 1.1 4.76 ̩̠ 209

２号墳 円（16） ӈยକ 3.3 1.7 1.2� 0.8� 1.9 1.7 5.61 ̩̠ 209-
ඈௗᶗ

４号墳 円（7.4） ແକ 1.67 0.96 1.17� 0.96 1.7 1.4 1.60 ඈௗᶗ

平山古墳 円（20） ʖ 3.3 ʴ 1.8 ʖ ʖ 1.8 ʖ 5.94 ̩̠ 10
新ஈ֊ฒ行期
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さでଗ͑られている。ଆนを構成する石材の間にはこͿし大ఔの石をڬみࠐんでいるが、簡୯

にൈ͚てしまう。ݰ室のਪఆ規模はԞ行3.3̼、෯1.7̼と考͑られる。ત道はさ2.0̼Ҏ上、෯

0.8̼と考͑られる。Ԟนを中৺に墳丘が構築されたとԾఆした場߹、ݱ在のਪఆがݶであ

Ζう。石室のਪఆচ面積は5.61㎡である。

４号墳では྆ଆนの基ఈ石が12石存していた。石材は辺0.3̼、辺0.15̼、ߴさ0.4̼の

石材が༻いられている。石材の上面は֓Ͷ80.9̼にଗ͑ている。石室の規模からは上部にはほ΅

ಉじ大きさの石材が積み上͛られていたと考͑られる。またӈଆนのԞนから̒石の石材がほ

かの石材にൺべて0.15mఔ小さく、ここが石室とત道としてҙࣝしたか所と考͑られる。この

ਪ測を基に෮元すると、ݰ室規模は、さ1.67̼、෯0.96̼、ત道෯0.96̼、ત道1.17̼Ҏ上と

考͑られる。この数値からচ面積をਪఆすると、1.6㎡となる。

石室形ଶについてまとめる。１号墳は྆କ式石室を࠾༻し、ݰ室とત道のさがほ΅１：１と

ಉじൺをࣔし、ત道を৳ばすҙࣝが認められる。またݰ室と෯のൺは2.4：１と方形ϓ

ϥンとなる。２号墳では、ӈยକ式石室を࠾༻しており、ત道はุ道にൺべて１̼Ҏ上く、ま

たݰ室と෯のൺが２：１とࣔす。このൺはయܕ的なـ内ܕ石室のものにྨࣅしている。４号

第40図　北大塚古墳群石室ൺֱ図
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墳ではແକ式石室を࠾༻しており、石室内にお͚る֤所は簡ུ化している。これらのことを石室

編年に߹わせて考͑ると、２号墳が࠷も古く築造され、次いで、１号墳、４号墳と造ุ活動が行

われたものと考͑られる
ㅭ㉅11ㅮ

。

̎ʣཱ ͔ΒΈΔஙॱҐ

北大塚古墳群は、ඪ87̼～81ߴ近の丘陵上にཱ地している。それͧれの古墳のཱ地とڥに

ついてࡉࢠに見ると、丘陵は１号墳がߴ࠷所にあり、そこから南ଆに下って２号墳が、南東方向

に下って３・４号墳が造られている。１号墳は４基の中でもっともߴ所に位置しており、石室চ

面のඪߴは86.6̼を測る。墳丘上のߴ࠷所（存地）ではඪ88.3̼ߴとなる。２号墳は、石室চ

面のඪ81.4̼ߴ、墳丘上（存地）では82.0̼、古墳の北ଆഎ面では82.4̼を測る。３号墳の石

室চ面はඪ81.5̼ߴにあり、４号墳では石室চ面のඪ80.7̼ߴ、石室周ғのඪߴは80.8̼前後を

測る。１号墳の石室চ面からのߴࠩは、２号墳では5.2̼、３号墳では5.1̼、４号墳では5.9̼

を測る。田ാやഓの土入れのため本来の地形ははっきりとしないが、ݱ状で判அするݶり、

１号墳が丘陵ඍߴ地のϐーΫにあたり、２～４号墳の３基が築造された地は丘陵尾根ے上のඍ

される。大塚遺跡の小規模調査では古墳の存在が認められͣ、２地のにたるものとਪߴ

～４号墳より南ଆでは造ุ活動が行われていなかったと考͑られる。ઌड़したように石室の編年

の流れからは、２号墳から造ุ活動を։࢝したものと考͑られる。２号墳が丘陵に位置し、

そのഎ面の丘陵部には１号墳が位置している。ಉじように丘陵のϐーΫに向͚て、新しい時期

の古墳を築造する行ҝは、ീ尾市の҆ߴઍ塚古墳群でもみられる事ྫである
ㅭ㉅12ㅮ

。

̏ʣपลݹͱͷؔ

北大塚古墳群が位置する丘陵には、平山古墳、尾の山古墳がཱ地している。尾の山古墳の発掘

調査は一行われておらͣ、ৄࡉ

は不明である。平山古墳は、井手

町ڭҭҕһ会によってত和62年に

発掘調査が実施されている。調査

成果によると、平山古墳は20ܘ

̼規模の円墳で、横穴式石室を主

体とした古墳である。石室は墳丘

の中৺近に置されていたと報

告されている。石室は西に։ޱし

ていたようであるが、ৄࡉな石室

形ଶは不明である。石室の規模は、

શ3.3̼、Ԟน෯1.8̼測る。石材

の存状گは３から４ஈの石材が

っており（第41図）、石材は北大

塚２号墳とಉఔのものが༻さ第41図　平山古墳石室実測図（井手町1987Ҿ༻）



平成 28・29 年北大塚古墳・大塚遺跡発掘調査報告

-øùü-

れていたようである。石室

形ଶについては、平面ϓϥ

ンははっきりしないが、２

号墳とಉ規模、またはそれ

よりもएׯ大きなยକ式石

室であったと考͑られる。

石室規模ൺも破壊行ҝが及

ͼながらもݰ室と෯のൺ

1.8：1をࣔすことから、

ほ΅２：１のݰ室を࣋ち߹

わせたـ内ܕの横穴式石室

であったと考͑られる。北

大塚古墳と平山古墳とのཱ

地をൺֱすると、平山古墳

は木津川をむ丘陵のઌ

に位置するのに対して、北

大塚古墳はಉじ丘陵にあり

ながらも南東ଆの丘陵ྏઢ

上に位置している。྆者の

位置は約230̼れている。

２つの古墳の間には、ほか

に古墳は確認できていない

が、造ุ活動がܧଓされて

いれば、この間を埋めるよ

うに古墳が築造されていたものと考͑られる。石室の։ޱ方向については、北大塚古墳群では南

向きに։ޱし、平山古墳では西向きに։ޱしているが、これは地形的な੍約をड͚ているものと

考͑られる。

第42図に྆古墳の主要出土土器をந出した。ࡉかく見てみるとߴഋは༗֖の２ஈಁかしを࣋つ

٭のものである。ಁかしは方形で、下ஈのಁかしがいものと上下ஈほ΅ಉじ大きさのもの

とに大別できる。ഋ֖はつまみがあり、શ体にؙみをおͼる。北大塚古墳ではつまみがফࣦした

タΠϓのഋ֖が主体である。ഋは16～13ܘޱDmఔでཱち上がりがしっかりとしている。￼

はແ紋で、北大塚古墳出土のものにൺべてᰍ部がଠい印である。また、ޱԑ部についても上方

֎ଆの։きがڧい。出土する須恵器の器種は、֖ഋ、ߴഋ、￼、ޱᆵ、ᰍᆵと主体的

なものは平山古墳と北大塚１号墳とྨࣅしている。須恵器の時期についてであるが、एׯながら

平山古墳がઌ行するものと考͑られる。須恵器の編年から考͑ると平山古墳は̩̠10新ஈ֊ฒ行

第42図　平山古墳・北大塚古墳出土須恵器
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期にあたると考͑られる
ㅭ㉅13ㅮ

。北大塚１号墳は̩̠209ܕ式ฒ行期と考͑られ、時期ࠩが認められる。

２～４号墳では副品のଟくがࣦわれているため、副品のҧいのࡉ部は不明である。

̐ʣඃऀ૾ʹ͍ͭͯ

今回の調査により、時の社会集団の中でどの֊層の人物が埋されていたかをਪするࢿྉ

はほとんどಘられなかった。副品においては、ڸ、അ۩、ۄなどの出土は認められͣ、།一１

号墳で鉄᭲が１出土しただ͚である。この鉄᭲の出土を根ڌとして、ඃ者૾をਪするなら

ば、群集墳を築͚る֊層の中でも鉄᭲を所༗する֊層として、中位ఔの集団であったと考͑ら

れる。また、墳丘規模からਪすると１・２号墳はڃ15̼ܘの円墳であり、円墳を築造しうる

֊層の中でも中位ఔにあたるものと考͑られる。

Ҏ上のように、出土遺物や墳丘形ଶ、規模からਪすると、古墳の位置する丘陵周辺を࣏めて

いた小टと関係する、ඃ者集団が考͑られるのではないだΖうか。また近接する平山古墳で

は、陶、അ۩、三輪ۄが出土していることから、平山古墳のඃ者に次ぐ人物であると考͑ら

れる。

̓ ɽ· ͱ Ί

大塚遺跡は遺物散布地として知られていたが、今回の調査においても、顕著な遺構は確認でき

ͣ、少量の遺物が出土するఔであった。北大塚古墳はこれまで୯ಠの円墳とされていたが、調

査の結果、横穴式石室を内部主体とする古墳時代後期からඈௗ時代にか͚て築造された࠷４基

から構成される群集墳であることが判明した。平山古墳とൺֱすることで、井手町にお͚る後期、

ऴ期古墳のあり方やそのඃ者について一ఆのධՁを༩͑ることができたと考͑ている。また

北大塚古墳群の中で石室ܕ式や形ଶなど、群集墳内にお͚る横穴式石室のม化を見ることのでき

る事ྫとなった。北大塚古墳群は一つの集団（ʹ家）が連໖と造りଓ͚た古墳群であり、丘陵の

南ଆࣼ面にల։しているから、南方に存在したであΖう集མをҙࣝした集団であったとਪఆさ

れる。井手町周辺の後期、ऴ期古墳の状گはよくわかっておらͣ、今回の調査事ྫは井手町、

ͻいては南山城の古墳時代を考͑るう͑でॏ要な成果とい͑よう。

（竹村亮仁）

発掘調査、報告書ࣥචにࡍして、一和、ക本߂߁、小ઘ༟司、ඛ田他ॾࢯのごڭत・ごྗڠを
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12　Ֆ田উʮ҆ߴઍ塚の基ૅ的研究ʯ（h 古墳群の基ૅ的研究҆ߴ 　ɦീ尾市ڭҭҕһ会）　2008

13　̒にಉじ
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ද３　北大塚古墳・大塚遺跡　土器一ཡ
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ଘ  ৭ɹ調 調ɹ උɹɹߟ

1 1tr 土師器

ᙈ

-
東֦ு

区
22.3 18.2 - -

やや
ີ

ᒵ৭
（7.5:37/6）

ϋέ（8～10/Dm）

2 1tr 土製品
Ԏಥ
形土
製品

- - - - -
測不ܭ

Մ
やや
ૈ

にͿいԫᒵ৭
（10:37/4）

φσ、主にૈいϋέ
（7/1.1ᶲ）、主にࡉ
かいϋέ（11/ᶲ）

土に1ᶱҎ下のനい
ཻ・ಁ明の （ཻ3ᶱ大
ࠞじる）・Ӣ・ࠇいཻ

（ଟい）を含む

3 3tr 須恵器 ഋߴ 4901 10.5 10.0 
9.0

٭）
（ܘ

11/12 ີ փ৭（/7/0）
φσ、ΧΩϝ（̔～
̕/̒ᶱ）

相対して２か所にಁし


5 2tr 須恵器 ഋ֖ １号墳 主体部 13.6 （3.5） -
ԑޱ
1/12

やや
ૈ

փ৭（/5/0） φσ
土に1ᶱҎ下のനいཻ

（ଟい）・৭い （ཻ少し）
を含む

6 2tr 須恵器 ഋ֖ 1号墳
南東ଆ
墳丘
盛り土

13.2 （3.7） -
ԑޱ
3/12

やや
ૈ

փന৭
（2.5:7/1）

φσ、έズリ
土に0.5～2ᶱのനい
ཻ・1ᶱҎ下のࠇいཻ・
փ৭のཻを含む

8 2tr 須恵器 ഋ֖ 1号墳
南西墳
丘盛り

土
13.1 3.9 - 3/12

やや
ૈ

փന৭
（2.5:8/2）

φσ、έズリ

土に1ᶱのനいཻ・
ಁ明のཻ・ಁ明のཻ・
փ৭のཻ・ࠇいཻを含
む、মきがく器දの
ຎ໓著しい

9 2tr 須恵器 ഋ֖ １号墳
4901　
室内ݰ

9.4 3.7 - 9/12 ີ փന৭（/7/0）
φσ、έズリ、ϔϥ
りࠟ

10 2tr 須恵器 ഋ֖ -
墳丘盛
り土

13.2 4.3 -

ԑޱ
6/12　
શ体
9/12

ૈ փന৭（/8/0）
φσ、έズリ、一方
向φσ

11 2tr 須恵器 ഋ֖ 1号墳
石室内
֧乱

14.6 3.9 - 3/12 ૈ
փന৭

（2.5:8/1）
φσ、έズリ、一方
向φσ

12 2tr 須恵器 ഋ֖ １号墳 4901　 14.0 4.0 -
ԑޱ

1.5/12
やや
ૈ

փ৭（/6/0）
φσ、έズリ、φσ
のち一方向φσ

13 2tr 須恵器 ഋ֖ -
墳丘盛
り土

14.3 3.8 - 6/12
やや
ີ

փ৭（/6/0）
φσ、έズリ、ϔϥ
りࠟあり、φσの
ち不ఆ方向φσ

14 2tr 須恵器 ഋ -
4901　
墳丘

12.9 - -
ほ΅

形
ີ

փന৭
（7.5:7/1）

φσ、回సϔϥέズ
リ、ະ調整

15 2tr 須恵器 ഋ -
墳丘盛
り土

12.5
　ड
͚

部ܘ
14.6

4.0 - 10/12
やや
ີ

փ৭（/6/0）
φσ、έズリ、ϔϥ
りࠟ、不ఆ方向φ
σ

֎面શ体にബく自然ᬵ
がかかる

16 2tr 須恵器 ഋ 1号墳 - 12.7 4.0 - 6/12
やや
ૈ

փന৭（5:7/1）
φσ、έズリ、ϔϥ
りࠟ、一方向φσ

17 2tr 須恵器 ഋ -
墳丘盛
り土

12.6 3.4 - 11/12
やや
ૈ

փന৭
（2.5:8/1）

φσ、έズリ、ϔϥ
りࠟ

18 2tr 須恵器 ഋ - 4%33

12.3
　ड
部ܘ
14.8

4.1 -
ԑޱ
1/12

やや
ૈ

փ৭（/6/0）
φσ、έズリ、一方
向φσ　

他の器との༹ணあり、
土に1ᶱఔのന・

（少し）・ಁ明・ࠇい
ཻを含む

19 2tr 須恵器 ഋ - 4,01 12.3 3.8 - 9/12 ີ

փ৭（/5/0）、
ཱち上がり部
分から内面に
か͚てփന৭

（/7/0）

φσ、ϔϥりࠟ

20 2tr 須恵器 ഋ 1号墳
ด࠹石
近

11.8 4.0 -
ほ΅

存
ີ փ৭（/6/0）

φσ、回సϔϥέズ
リ、不ఆ方向φσ

21 2tr 須恵器 ഋ -
墳丘盛
り土

12.3 3.9 - 11/12 ີ փ৭（/6/0）
φσ、回సϔϥέズ
リ

ϔϥ記号あり

22 2tr 須恵器 ഋ 1号墳 4901 12.4 （2.7） -
ԑޱ
2/12

ີ
փന৭

（2.5:7/1）
φσ

土に1ᶱҎ下のനい
ཻ・0.5ᶱҎ下のࠇっΆ
いཻを含む
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23 2tr 須恵器 ഋ 1号墳
ત道東

ଆ
10.4 4.0 - 8/12 ີ

֎面：փ৭
（/5/0）　அ面：
փ৭（516/1）ࢵ

φσ、έズリ、一方
向φσ、不調整

ϔϥ記号あり

24 2tr 須恵器
ᰍ
ᆵ

1号墳
南東ଆ
　غ

土

ᰍ部
7.7ܘ

- 10/12
やや
ີ

փ৭（/6/0） φσ、έズリ

25 2tr 須恵器 ᙈ - - 13.2 （3.6） -
ԑޱ
4/12

やや
ີ

փ৭（/6/0） φσ、円৺状タタΩ

26 2tr 須恵器
٭

ᰍᆵ
ԑޱ

- 主体部 9.2 - -
ԑޱ
5/12

ີ
֎：暗փ৭

（/3/0）　内：
փന৭（/7/0）

φσ、ΧΩϝ（8～9
/ᶲ）

27 2tr 須恵器
٭
ᰍ
ᆵ

- -
ᰍ部
6.0ܘ

29.4 12.4 

ԑ部ޱ
6/12　
体部
10/12
　部
3/12

やや
ີ

փ৭（/6/0）

φσのちΧΩϝ、φ
σ、ΧΩϝ（̒/̕
ᶱ）のちφσによる
φσফし、ࠁみ（̒
̕ᶱ）、φσのち
̕/なΧΩϝ（̒ࡶ
ᶱ～̓/1.1ᶲ）、φ
σ

三方にಁし

28 2tr 須恵器 ٭
ᰍᆵ １号墳 - 8.4 21.1 14.4 8/12

やや
ૈ

փ৭（/5/0）
έズリのちφσ、Χ
Ωϝ（̕～10/ᶲ）

29 2tr 須恵器
٭

ᰍᆵ
部٭

1号墳 -
部
ܘ

15.3
9.6 - 9/12 ີ ੨փ৭（5#6/1）φσ ２ஈ３か所ಁし

30 2tr 須恵器 ᰍᆵ
部٭ １号墳 4901　 - 6.0 

13.5
٭）
（ܘ

9/12 ີ փ৭（/5/0） φσ ֎面փかͿり

31 2tr 須恵器 部٭ 1号墳 - - （6.5）
14.3

٭）
（ܘ

7/12 ີ փ৭（/5/0） φσ

ಁし（三方向）、土に
0.5～3ᶱのനいཻ・1ᶱ
のಁ明のཻを含む、
֎面一部がࠇっΆい

32 2tr 須恵器
ഋߴ
ഋ部

1号墳
南東ଆ
墳丘盛
り土

12.2 （5.1） -
ԑޱ
3/12

やや
ૈ

փ৭（/6/0）
φσ、۳ඳき列文、
不ఆ方向φσ、部分
的にڧいφσか

ಁし （ࠟ三方向にあると
われる）、土に0.5ࢥ
～1ᶱのനい いࠇཻ・ ・ཻ
2ᶱほどのനいཻ・ࠇい
ཻࠞじる

33 2tr 須恵器 ֖ 1号墳
南東ଆ
墳丘盛
り土

11.7 （3.8） -
ԑޱ
4/12

ີ փ৭（/6/0）
φσ、εεணか、
ઢ

内֎ڞにεεணか、
মきͻͣみあり

34 2tr 須恵器 ഋߴ - - 9.4 12.4 
11.2

٭）
（ܘ

11/12 ີ

֎面：փ৭
（/5/0）　அ
面：փ৭
（1036/2）

φσ、ΧΩϝ （ࠟ7
/ᶲ）、ߜりࠟ、不ఆ
方向φσ

35 2tr 須恵器 ഋߴ - 主体部 9.4 9.3 
8.0

٭）
（ܘ

7/12 ີ փ৭（/6/0）
φσ、έズリ、ΧΩ
ϝ（̓/ᶲ）

４か所ಁし

36 2tr 須恵器 ഋߴ 1号墳
南東ଆ
墳丘盛
り土

11.2 16.4 -
ほ΅

存
ີ փ৭（/6/0）

37 2tr 須恵器 ഋߴ 1号墳
南東ଆ
墳丘盛
り土

10.8 15.0 
11.6

٭）
（ܘ

5/12 ີ փ৭（/4/0）
φσ、έズリ、不ఆ
方向φσ

39 2tr 須恵器 ￼ 1号墳
墳丘盛
り土

12.4 16.7 -

ԑޱ
存
3/12

（શ体
6/12）

ີ・
精良

֎面：暗փ৭
（/3/0）、ఈ
部近はփ৭
（/4/0）、அ
面：փ৭
（2.535/2）

φσ、έズリ

ᰍ部はઢࠁを施したの
ちにೋのઢを施す、
ಁし、自然ᬵがかか
る

38 2tr 須恵器 ഋߴ 1号墳
南西東
ଆ墳丘
盛り土

11.5 15.7 - 8/12 ີ փ৭（/5/0） έズリ

１対の２ஈಁかし、内
面にߜりࠟあり、શ体
に自然ᬵがかかり器ද
のߥれがཱつ
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40 2tr 須恵器
ޱ
ᆵ

1号墳 - 12.3 （20.5） -
ԑޱ
存

存
ૈ

փന৭
（2.5:7/1）～ԫ
փ৭（2.5:4/1）

φσ、タタΩ（̔
２ᶲ）、ಉ৺円のタ
タΩࠟ

41 2tr 須恵器
ޱ
ᆵ

-
墳丘盛
り土

10.8 17.8 - 6/12 ີ փന৭（/7/0）
φσ、έズリ、ૈい
ΧΩϝ（̑/ᶲ）ఔ


֎面શ体にփがかͿる、
内面～ݞ部とఈ部Ҏ֎
にփがかかる

42 2tr 須恵器 平ළ 1号墳
֦ுॏ
機掘

7.0 16.8 -
7/12ఈ
部存

ີ փ৭（/6/0）
φσ、ΧΩϝ（8/
ᶲ）

֎より上部（体部ܘ大࠷
面）・内面ఈ部・ޱԑ部
内面に自然ᬵかかる

43 2tr 須恵器 ഋ֖
西ଆॏ
機掘

つま
みܘ
2.4

2.4 
測不ܭ

Մ
やや
ૈ

փ৭（/5/0） φσ、έズリ

44 2tr 須恵器 ഋ̗ -
墳丘上
盛り土

13.0 （3.2） -
ԑޱ
2/12

やや
ૈ

փന৭（/7/0） φσ、έズリ
土に1ᶱҎ下のࠇい
ཻ・0.5ᶱҎ下のനいཻ
を含む

45 2tr 須恵器
ᰍ
ᆵ

- - 8.0 15.0 8.8 6/12 ີ փ৭（/6/0）
φσߴ、 షり͚、
りのちφσߜ

っΆい部分ありࠇ

46 2tr 土師器 ഋߴ - -
ܘ٭
10.4

（9.0） - 6/12 ີ
ᒵ৭

（2.5:36/6）

Ϥコφσ、φσ、ߜ
りࠟ、工۩によるϤ
コφσ、ഋ上部との
接߹か

土に0.5ᶱҎ下のനい
（ཻ少し）・Ӣを含む

47 2tr 土師器 ᆵ 1号墳
ત道東

ଆ
ᰍ部
6.1ܘ

（9.6） -
測不ܭ

Մ
ૈ

ઙԫᒵ৭
（7.5:38/4）

Ϥコφσ、ຎ著し
く調整不明良

体部֎面にࠇൗあり

48 2tr 土師器 ࡼ -
南น区
ըڥམ
ちࠐみ

6.8 1.1 - 9/12 ີ
ઙԫᒵ৭

（10:38/3）

Ϥコφσ、ϢϏΦα
ΤのちܰいϤコφ
σ、一方向にφσ上
͛、ఈ部ະ調整（ܰ
くφσている）

土に0.5ᶱҎ下のಁ
明・ࠇ・നのཻを含む

49 2tr 土師器 ࡼ 1号墳
南東ଆ
精査中

8.3 1.2 - 3/12 ີ
ઙԫᒵ৭

（7.5:38/4）
一ఆ方向にφσ上
͛、ϢϏΦαΤ

ԑ部（内֎に）にεޱ
εண、土に1ᶱҎ下
の৭いཻ・0.5ᶱҎ下
のಁ明の （ཻ少量）含む

50 2tr 土師器
Ӌז
ԑޱ
部

-
南東ଆ
精査中

16.9 （4.9） - 1/12 ີ
ઙԫᒵ৭

（7.5:38/3）

回సφσ、ࢦ಄ѹࠟ、
ϋέのࠟ跡（9～10
/ᶲ）、೪土͗ܧࠟ

֎面શ体にεεண、
土に0.5ᶱҎ下のࠇ・
ಁ明のཻ・ཻࡉۃの
നいཻ含む（3ᶱ大もࠞ
じる）

51 2tr 土師器 Ӌז -
南東ଆ
精査中

௳部
ܘ

30.5
（3.6） - 1/12 ີ

ઙԫᒵ৭
（7.5:38/4）

ຎ໓著しい、ϋέの
ࠟ跡か

εεண、土に0.5ᶱ
Ҏ下のന・ࠇ・ಁ明
のཻを含む

52 2tr 土師器 Ӌז - -
௳部
ܘ

21.7
（7.5） - 2/12 ີ

ઙԫᒵ৭
（7.5:3/8/3）

Ϥコφσ、ϢϏΦα
Τ、ૈいϋέのよう
な工۩ࠟ　ϛΨΩあ
りか

֎面શ体にεεண、
土に0.5ᶱҎ下のࠇっ
Άཻ・1ᶱҎ下のಁ明の
ཻを含む

65 16tr 須恵器
ᆵᰍ
部

2号墳
4%05（周

溝）
- （4.4） - 2/12 ີ

暗੨փ৭
（5#4/1）

φσ、状文（9～10
/ᶲ）ఔ

破ย࠷大14.4：ܘᶲ

66 16tr 須恵器
ഋߴ
ഋ部

2号墳 石室 11.0 （3.5） - 4/12 கݎ
ԫփ৭

（)ue2.5:5/1）
φσ、ϔϥέズリ、
ઢ

67 16tr 土師器 ᆵ 2号墳 - 9.8 7.55 - 3/12 ೈ
明৭

（2.5:35/6）
ϢϏΦαΤ、ϋέ ఈ部にεεண

68 16tr 須恵器 ￼ 2号墳 石室内 10.8 13.9 - 11/12 ີ

֎面：暗փ৭
（/3/0）、அ
面：փ৭
（2.535/2）

φσ、έズリ 自然ᬵかかる、ಁし

69 16tr 土師器 ᆵ 4950 石室内 10.8 10.1 - 7/12
やや
ີ

にͿいᒵ৭
（7.5:37/4）

かいϋέ（8本ࡉ
/12Dm）、ఈ部έズ
リ

0.5～1.5ᶱの৭のཻ
（ଟい）・1～3ᶱのനい
ཻ・1ᶱҎ下のಁ明のཻ

70 16tr 土師器 ഋ̘ - ત道 16.6 5.4 -
ԑޱ
3/12

やや
ີ

ᒵ৭
（7.5:36/8）

Ϥコφσ、์ࣹ状の
ϛΨΩ

̓ 2tr 須恵器 ഋ֖ 1号墳 - 14.2 4.0 - 10/12
やや
ີ

փ৭（/6/0）
Ϥコφσのち不ఆ方
向φσ、ϔϥέズリ
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72 16tr 土師器 ࡼ 4953 - 10.0 1.8 - 存 ີ
ઙԫᒵ৭

（7.5:38/3）

Ϥコφσ、一方向φ
σ、ڧいϤコφσ、
೪土͗ܧࠟか

1ᶱのനいཻを少し含む

73 16tr 土師器 ࡼ 4953 - 10.2 2.0 - 6/12 ີ
ᒵ৭

（7.5:37/6）

Ϥコφσ、φσ、Ϣ
ϏΦαΤ、一方向φ
σ

74 16tr 土師器 ࡼ 4953 - 10.0 1.4 - 9/12
やや
ີ

ઙԫᒵ৭
（7.5:38/3）

Ϥコφσ、一方向φ
σ、φσ上͛ࠟあり、
಄ѹࠟありࢦかいࡉ

0.5ᶱҎ下の砂ཻを少し
含む

75 16tr 土師器 ࡼ 4953 - 10.0 2.0 - 8/12 ີ ᒵ৭（5:36/6）
Ϥコφσ、φσ、Ϣ
ϏΦαΤ、一方向φ
σ

೪土ࠟあり

76 16tr 土師器 ࡼ 4953 南東区 14.2 2.75 - 5/12 ີ
にͿいᒵ৭

（7.5:37/3）

Ϥコφσ、一方向φ
σ、ϢϏΦαΤ、φ
σࠟ

0.5ᶱҎ下のനいཻ・
৭の （ཻ少し）含む

77 16tr 土師器 ࡼ 4953 第̓層 15.0 3.1 - 10/12
やや
ີ

明৭
（2.5:35/6）

Ϥコφσ、έズリࠟ
跡、ϢϏΦαΤ

1～3ᶱのനいཻ・1ᶱの
৭のཻ・ࠇいཻを
含む

78 16tr 土師器 ࡼ 4953 南西区 14.0 2.5 - 3/12
やや
ີ

ઙԫᒵ৭
（7.5:38/3）

Ϥコφσ、ϢϏΦα
Τ

1～2ᶱのಁ明のཻ・1
ᶱҎ下のനいཻ・փ৭
っΆいཻを含む

79 16tr 土師器 ࡼ 4953 南東区 15.3 3.1 - 4/12
やや
ૈ

ᒵ৭（5:36/6）
Ϥコφσ、ϢϏΦα
Τ

0.5～1.5ᶱの৭のཻ
（ଟい）・1～3ᶱのനい
ཻ・1ᶱҎ下のಁ明のཻ

80 16tr 瓦器 椀 4953 第̓層 15.0 3.9 -
ԑޱ
9/12

ີ փ৭（/4/0） ϛΨΩ
土に0.5ᶱҎ下のനい
ཻ・ബ৭の （ཻ少し）
含む

81 16tr 瓦器 椀 4953 - 15.2 5.4 - 7/12 ີ փ৭（/5/0）
φσ後ϛΨΩ、ϛΨ
Ω、షり͚ߴ、
ઢ

ϋέらしきものが見ࠐ
みに見られる

82 16tr 瓦器 椀 4953 - 16.2 5.1 - 6/12 ີ փ৭（/4/0）

Ϥコφσ後ϛΨΩ　
φσ　、ϛΨΩ　ࢦ
಄ѹࠟଟ数あり、ష
り͚ߴ、ઢ

মきみのためܘޱに
ありࠩޡ

83 16tr 瓦器 椀 4953 南西区 14.0 3.6 - 1.5/12 ີ փന৭（/7/0） ややૈいϛΨΩ 10:38/2がかっている

84 16tr 瓦器 椀 4953 第̕層 15.4 5.3 - 2/12 ີ փ৭（/6/0）
Ϥコφσ、ややີな
ϛΨΩ、ߴషり
͚に伴うφσ

۩のような工ࠁいઢࡉ
ࠟ

85 16tr 瓦器 椀 4953 第̔層 14.4 5.6 - 2/12
やや
ີ

փ৭（/5/0）
ߴなషり͚ࡶૈ
、ϛΨΩ

器දのຏ໓のため֎面
のϛΨΩは不明ྎ、
土に0.5ᶱҎ下のനい
ཻ・փ৭っΆいཻを少
し含む

86 16tr 瓦器 椀 4953 第̔層 14.5 4.7 -
ԑޱ
3/12

ີ փന৭（/7/0） Ϥコφσ後ϛΨΩ
土に0.5ᶱҎ下のബ
৭のཻを少し含む

87 16tr 瓦器 椀 4953
第̔層

৭土ࠇ）
層）

14.7 5.3 - 5/12 ີ փ৭（/6/0）
ややڧめのϤコφ
σ、ϛΨΩ、ߴష
り͚に伴うφσ

88 16tr 土師器 ು 4953 第̔層 25.5 10.75 - 3/12
やや
ີ

փന৭
（10:38/1）

φσ、ޱԑ部Ϥコφ
σ

શ体にεεண

89 16tr 土師器 Ӌז - - 20.8 6.2 -
ԑޱ
2/12

ີ
ԫᒵ৭

（7.5:37/8）
φσ、φσ後ϢϏΦ
αΤ、ࢦ಄ѹࠟଟ数

90 16tr 土師器 Ӌז - - 22.1 6.5 -
ԑޱ
2/12

ີ
ᒵ৭

（7.5:37/6）

φσ、ϢϏΦαΤ　
಄ѹࠟ、ϋέのࠟࢦ
跡か、工۩によるφ
σか

εεண

91 18tr 土師器 ഋ̘ 3号墳 - 10.7 3.1 ʖ 1/8 良 ᒵ৭（5:36/6）
内面：์ ࣹ状ϛΨΩ、
ϢϏΦαΤ

92 17tr 土師器 ᆵ 3号墳 - 8.0 6 - 1/12 良 ᒵ৭（5:36/6）έズリ

95 17tr 須恵器 ഋ ４号墳 - 形 4.5 11.7 良
੨փ৭（̑

#6/1）
φσ、天井部έズリ

96 17tr 須恵器
ᆵޱ
ԑ部

4953 - 7.8 7.2 
ԑޱ
2/12

やや
ૈ

փ৭（/5/0） φσ মきͿくれが見られる
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報告
൪߸

छྨ ໊۠ ग़  ʢ͞DNʣ" ෯ʢDNʣ# ॏ ʢ͞Hʣ උɹɹߟ

55
༗಄༗ܪ

᭲
2tr １号墳ࠨଆน　Ԟน 13.2 

2.05（᭲部）　6.55（ᰍ部）
（部ܪ）4.6　

16.6 
᭲֎形は三֯形　அ面形：
方形

56 ૦か 2tr １号墳 8.1 0.9～1.6 20.0 

57 鉄ఝ 2tr １号墳ત道入ޱ前（ุ道） 4.2 0.5～0.85 2.6 

58 鉄ఝ 2tr １号墳南西部攪乱 4.4 0.2～0.5 - われるࢥ存と

59 鉄ఝ 2tr １号墳 3.4 0.6～1.6 4.8 

60 鉄ఝ 2tr １号墳 3.0 0.2～1.0 2.0 

ද４　北大塚古墳・大塚遺跡　鉄器一ཡ

報告
൪߸

छྨ
τϨϯ
ν໊

ग़ݹ
தۭPSத

࣮
෯ʢDNʣ"

͞
ʢDNʣ#

ް͞
ʢDNʣ$

ॏ ʢ̶͞ʣ ࣭ࡐ ৭ උɹɹߟ

61 銅地金షࣖ 2tr 1号墳ત道内 中実 3.3 2.9 0.7 21.1 銅・金ష ୶੨ 中実ࣖ

62 銅地ۜషࣖ 2tr １号墳墳丘上 中実 2.8 2.6 0.5 8.4 銅・ۜష
つやফしۜ৭

（ม৭）
ۜ

63 銅地ۜషࣖ 2tr 墳丘盛土֧乱 中実 2.8 2.6 0.5 8.3 銅・ۜష
つやফしۜ৭

（ม৭）
ۜ

71 銅地金షࣖ 16tr
２号墳石室内
化物層下

中実 2.8 2.8 0.8 3.9 銅・金ష 金৭ 中実ࣖ

93 銅地金షࣖ 17tr ３号墳ุᆮ内 中ۭ 	3.2
 3.1 1.0ʷ0.9 5.9 銅・金ష 金৭ 中ۭࣖ

94 銅地金షࣖ 17tr ３号墳ุᆮ内 中ۭ 2.8 3.0 1.0 4.6 銅・金ష 金৭ 中ۭࣖ

ද̑　北大塚古墳・大塚遺跡　ࣖ一ཡ

報告
൪߸

छྨ ໊۠ ग़  ʢ͞DNʣ ෯ʢDNʣ ް ʢ͞DNʣ ॏ ʢ̶͞ʣ ࣭ࡐ

4 石᭲ 13tr 平面精査 	1.5
 1.6 0.2 0.3 αψΧΠト

64 石᭲ 2tr 墳丘盛土攪乱 2.0 1.3 0.27 0.6 αψΧΠト

ද̒　北大塚古墳・大塚遺跡　石器一ཡ
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̑ɽ平成29年金堀遺跡発掘調査報告

̍ ɽ ͡ Ί ʹ

今回の発掘調査は一ൠࠃ道163号精華֦෯事ۀにઌཱって実施した。発掘調査地は京都府相

楽郡精華町山田金堀に所在し、遺物散布地である金堀遺跡ൣғ内に含まれる。金堀遺跡では須恵

器・土師器の破ยが発見されているが、遺跡の時期の特ఆはできていない。

発掘調査対地は、ݱ在の山田川のՏ道をڬみ南北2か所に分かれ、྆地ともに調査前はߞ

。地としてར༻されていた࡞

発掘にࡍしては地元の山田区、光が丘༮ஓԂ、精華町ڭҭҕһ会からごྗڠとごࢦಋをいただ

いた。記しておྱਃし上͛たい。

なお、発掘調査に係る経අはશֹࠃ土ަ通লがෛ୲した。

ʤ調査ମ੍ʥ

　調査ऀ　調査՝　　　　　　　　　　　小ݱ

調 査 ୲  ऀ　調査՝՝ิ݉ࠤ調査第２係　中川和哉

　　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　副主査　竹原一彦

調ɹ査ɹɹॴ　京都府相楽郡精華町山田金堀

調ɹ査ɹظɹؒ　平成29年４月20日～̑月18日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　110㎡

̎ ɽҐ ஔ ͱ  ڥ

発掘調査地である金堀遺跡は、木津川ࢧ流の山田川の྆؛にがる遺跡である。遺跡は൙ཞ原、

ஈ丘、丘陵ࣼ面にల։する。ݱ在の山田川のՏ道は、ॅ։発に伴うᔱᕕ工事によってその川ఈ

がく掘されているが、周辺のஈ丘֑の؍から本来は൙ཞ原の規模が大きなऄ行Տ川とਪ測

できる。山田川は平҆時代からח時代ごΖまで相良川と呼ばれ、江戸時代には山田ܢや三本দ

。と呼ばれたܢ

や三ॏ方面にࡕ道と呼ばれ、大֗ࡔ道163号が通っているが、古来大ࠃ在、山田川にԊってݱ

地方に向かうࠃ仁京があった時期には、宮と通じ中ګ、る֗道としてわっていた。またࢸ

山ཅ道のީิとしても͛ڍられている。

山田川にԊってࣖ所遺跡、ס୩大่遺跡、ס୩遺跡、石原遺跡、石ᒙ川原遺跡、金堀遺跡とい

った遺物散布地がଟく所在する。流Ҭの࠷も古い遺跡は木津川市ඉϊޱ遺跡で、ೄ文時代のଧ製

石᭲や石が出土している。ס୩遺跡ではੜ時代の೪൘ؠ製のຏ製石แஸが࠾औされている。

古墳時代の集མとしては木津川市相楽遺跡があり、古墳時代前期の土師器がまとまって出土して

いる。山田川流Ҭの古墳については、ऴ期古墳である石のΧϥト古墳Ҏ֎発見されていないが、

ඉϊޱ遺跡では古墳時代後期の輪とޯۄが発見されており、周辺に後期古墳があったՄੑが
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第１図　調査地位置図及ͼ周辺主要遺跡分布図（ࠃ土地ཧ院　1/25,000　奈良）

１ɽ金堀遺跡 ２ɽ平ྛ遺跡 ３ɽס୩城山城跡  ４ɽס୩遺跡
̑ɽࣖ所遺跡 ̒ɽס୩大่遺跡 ̓ɽ石原遺跡 ̔ɽ石ᒙ川原遺跡
̕ɽಘ所瓦༼跡 10ɽס୩༼跡群 11ɽ大平遺跡 12ɽ石のΧϥト古墳 
13ɽ相和遺跡 14ɽ下遺 跡 15ɽ新఼神社遺跡1 16ɽ上Տ原遺跡
17ɽ新࿇寺跡 18ɽඉϊޱ遺跡 19ɽ中ౡ遺跡 20ɽ南Ҵ遺跡  
21ɽ大福遺跡 22ɽ相楽遺跡 23ɽ鶴ϊ町遺跡 24ɽീϲ௶遺跡
25ɽી根山遺跡 26ɽ宮ϊޱ遺跡

第２図　調査トレンチ置図
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第３図　金堀遺跡トレンチ平面図及ͼ土層அ面図
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。ఠできるࢦ

奈良時代に入ると平城京にڅڙするため、ס୩༼跡群やಘ所瓦༼跡が造られる。また、ඉϊޱ

遺跡では築地跡と奈良時代にはوॏ品であった施ᬵ陶器がଟく出土し、遺跡についてはʰڵ福寺

。う山田寺跡とするઆや宮આなどが存在するݴૃʱに

平҆時代から中世の間は、ס୩と௯ᒙはፅҫに含まれ、在地ྖ主として௯ᒙס、ࢯ୩ࢯがొ

場する。ס୩城山城跡がࢯסの築いた城とされている。

̏ ɽ調 査 ֓ ཁ

発掘調査対地内に２か所のトレンチを設͚、北ଆを１トレンチ、南ଆを２トレンチとした。

１トレンチでは発掘調査地では掘深が深いことが༧測され、北ଆをる町道ס୩山田ઢの

路ݞଛইをぐため、道路ଆに߯൘による土ࢭめを施し調査を実施した。

第１トレンチは辺約15̼、辺約4.7̼、面積70㎡のࡉい調査区を町道にฒ行して設ఆした。

基本層ংは࡞ߞ土の下には೪土層が水平に堆積し、その下には山田川本流が࡞ったϥϛφ構造

を見せる堆積層が地ද下２mまで堆積していた。この４層の砂層をりࠐむように丘陵ଆから

流れࠐんだ小Տ川の൙ཞを伴う堆積物が確認できる。

೪土層上面及ͼ４層上面において精査ۀ࡞を実施したが、遺構、遺物は検出することができな

かった。

２トレンチは辺約20̼、辺約２̼、面積40㎡のࡉい調査区をࠃ道163号にฒ行して設ఆ

した。

基本層ংは上から࡞ߞ土、চ土、ްさ20ᶲ前後で水平に堆積する砂層でその下では、山田川本

流が࡞ったϥϛφ構造を見せる堆積層が地ද下1.3mまで堆積していた。調査対地がڱ小であ

ることから҆શのため1.3̼Ҏ上の掘は行わなかった。３層上面及ͼ４層上面で遺構検出ۀ࡞

を実施したが遺構、遺物を検出することができなかった。

̐ ɽ· ͱ Ί

今回の発掘調査では遺構、遺物を検出することができなかった。２つのトレンチとも山田川本

流起ݯの洪水堆積物がްく堆積していることから、遺構はっていないものと考͑られる。ݱ在

の町道より北ଆにஈ丘面や丘陵地がある事から遺跡の中৺は、Տ川のӨڹの少ないඪߴのߴい部

分に存在しているものとఆできる。

（中川和哉・竹原一彦）

ݙ考文ࢀ

精華町࢙編ࢊҕһ会編ʰ精華町࢙ʱ本文編　1996

Ԟ田༟೭ʮ山田川Ԋいのྺ࢙と࢙跡ʯ（h 布ཧીʱ第２号　精華町の自然とྺ࢙をकる会）　1985

福山博章・村田和߂ʮ平成26年一ൠࠃ道163号精華֦෯事ۀ関係遺跡ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第

165冊　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2016
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̒ɽ平成28年天神山古墳群第２次発掘調査報告

̍ ɽ ͡ Ί ʹ
天神山古墳群は、木津川市木津天神山所在の通শʮ天神山丘陵ʯ上にཱ地する古墳群である。

今回の調査は、一ൠࠃ道163号木津東όΠύε建設事ۀに伴ってࠃ土ަ通ল近ـ地方整備ہ京都

。道事所のґཔをड͚て実施したࠃ

ྉؗのࢿ土ڷҭҕһ会、京都府ཱ山城ڭҭҕһ会、木津川市ڭ地調査にあたっては、京都府ݱ

ごࢦಋ、ごྗڠをಘた。記してँײいたします。また、調査期間中ならͼに本報告に記載したࠃ

土࠲ඪは、世界測地系（第ᶜ࠲ඪ系）を༻した。なお、調査にかかる経අは、શֹࠃ土ަ通ল近

。道事所がෛ୲したࠃ京都ہ地方整備ـ

ʤ調査ମ੍ʥ

　調査ऀ　調査՝　　　　　　　小ݱ

調査୲ऀ　調査՝調査第２係　　中川和哉ݱ

　　　　　　　　　ಉ　　　主　　　　福山博章

　　　　　　　　　ಉ　　　調 査 һ　　౻井ཅี

調ɹ査ɹɹॴ　京都府木津川市木津天神山

調ɹ査ɹظɹؒ　平成28年̔月１日～̕月̕日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　370㎡

̎ ɽप ล ͷ  ܗ ͱ 遺 跡
天神山古墳群は前方後円墳とされる２基を含む、３号墳から11号墳の̕ܭ基の古墳から構成

される。古墳群が所在する通শʮ天神山丘陵ʯは木津川ࢧ流の井関川のӈ؛に位置するߴ࠷所

94.1̼の丘陵である。天神山丘陵は、೪土と砂によって構成される大ࡕ層群によって形成さ

れている。特に大ࡕ層群に含まれる良࣭な೪土は、瓦や土器の材ྉとして古代からར༻されて

きた。また丘陵部には、式内社である岡田ࠃ神社が࠲している。岡田ࠃ神社は江戸時代に

天神社として৴ڼを集め、丘陵はこの天神社にちなみ໋名されている。

天神山古墳群が所在する天神山丘陵の周辺には、岡田ࠃ遺跡をはじめ、数ଟくの遺跡が所在す

ることがこれまでの調査で判明している。天神山丘陵南の西南西に։く୩部には、࢙ࠃ跡であ

る神༤寺跡やഅ場南遺跡が所在する。

周辺で࠷も古い遺跡は岡田ࠃ遺跡で天神山丘陵部の神社ڥ内からαψΧΠト製の石器が出土

している。چ石器時代からੜ時代に࡞られたものと考͑られる。

അ場南遺跡では文նの東ࣼ面地で、ੜ時代中期後༿の方形周溝 （ุ天神山１号ุ）１基を確



京都府遺跡調査報告集　第 øþü 冊

-ø３ÿ-

認したほか、ੜ土器や石แஸなどが出土している。ੜ活をしたॅډなどはݱ在のとこΖ確認さ

れていない。天神山丘陵北東の丘陵には、ੜ時代後期前のߴ地ੑ集མである木津城山遺跡が

所在する。30基を͑る୦穴式ॅډが検出されたほか、ุҬの存在も確認されている。

井関川の対؛の丘陵上には古墳時代中期の方墳である西山１号墳、２号墳、円墳の西山塚古墳

が࡞られる。また、木津城山遺跡では、古墳時代後期に横穴式石室を࣋つ古墳が࡞られた。

天神山丘陵北西、岡田ࠃ神社南東の丘陵ࣼ面には̓世لから̔世لॳ಄ࠒの須恵器༼である

大୩༼跡が所在する。遺跡周辺にはࣛഎ山瓦༼跡群をはじめ平城宮にڅڙした瓦༼跡が在する

が天神山丘陵では大୩༼跡Ҏ֎の༼跡はະ発見である。

丘陵南ଆの部からࣼ面地にか͚ては奈良時代から平҆時代の神༤寺跡があり、調査によって

川跡やఅ、掘ཱப建物といった遺構が検出された。また、大量の土師器が川跡にഇغされた状ଶ

第１図　調査地位置図及ͼ周辺遺跡分布図（ࠃ土地ཧ院　1/25,000　奈良）
１. 天神山古墳群  ２ɽ大୩༼跡  ３ɽ࢙跡 神༤寺跡（അ場南遺跡） ４ɽ岡田ࠃ遺跡
̑ɽ奈良道遺跡  ̒ɽീ後遺跡  ̓ɽ࡞り道遺跡  ̔ɽ田中遺跡
̕ɽ鶴ϊ町遺跡  10ɽు師津遺跡  11ɽ木津遺跡  12ɽ木津平城跡
13ɽ上津遺跡  14ɽ౯ཾ寺遺跡  15ɽ౯ཾ寺ഇ寺  16ɽ内田山古墳群
17ɽ内田山遺跡  18ɽזϲ୩遺跡  19ɽފ遺跡  20ɽϲ平遺跡
21ɽനޱ遺跡  22ɽࣛഎ山瓦༼跡群 23ɽย山遺跡  24ɽ木津城山遺跡
25ɽย山古墳群  26ɽఏ遺跡  27ɽ西山古墳群  28ɽ西山遺跡（西山古ุ）
29ɽ瓦୩古墳群  30ɽ瓦୩遺跡  31ɽ古川遺跡  32ɽٷ田遺跡  
33ɽୢϲ௶遺跡
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第２図　天神山古墳群第２次調査　トレンチ置図
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第３図　１・２トレンチ平面図と１トレンチ土層ப状図
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で検出されたほか、ଟくの遺物が出土した。木津川市ڭҭҕһ会による発掘調査では、須壇や

ଟॏ塔とਪఆされる৺ૅをもつૅ石建物などが確認された。遺構や遺物のੑ֨から、神༤寺跡は

̔世ل中༿に建され、ঃʑにՀཟなどが整備されるが、̔世لには中৺施設がഇઈ、一部存

ଓした塔も10世ل前༿までにはഇઈしたとཧղされる。

南隣の丘陵では鉄製のุࢽを伴う奈良時代から平҆時代のุである西山古ุがある。中世には

木津城山遺跡の場所に木津城跡が築かれた。

Ҏ上のように、天神山古墳群が所在する丘陵には大୩༼跡やഅ場南遺跡、神༤寺跡がӦまれた

ことがこれまでの調査で明らかとなっている。さらに周辺には、木津城山遺跡や木津城などもみ

られ、天神山丘陵周辺の土地ར༻が古来より盛んであったことがわかる。

̏ ɽط ԟ ͷ 調 査 ͷ  Ռ

天神山丘陵周辺では、これまで関西文化ֶज़研究都市の整備事ۀに伴う発掘調査がஅଓ的にお

こなわれている。平成̕年にはセンターにより天神山古墳群の北東に位置する木津城跡、木

津城山遺跡、ย山古墳群とともに天神山古墳群の第１次発掘調査が実施された。

第１次調査では周知の１号墳と２号墳、及ͼ౿査により確認された古墳状の隆起に対して、古

墳のਖ਼൱の確認のためのトレンチを設ఆして発掘調査を実施した。調査の結果、１号墳では自然

地形が認められ、古墳でないことが判明した。２号墳についても人ҝ的なվมは認められるもの

の、埋施設や周が認められないことから古墳でないことが明らかになった。他の古墳状隆起

に設ఆしたトレンチでも自然地形を確認したが、一部で丘陵尾根の部からࣼ面方向にަして

第４図　３トレンチ平面図と土層ப状図
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掘られた溝状の遺構、̨̭07と̨̭08を確認した。̨̭07では堆積土にম土やがࠞじり、埋土

下層からはੜ時代後期前༿の遺物が出土した。̨̭08では埋土上層から奈良時代の須恵器が出

土した。

Ҏ上のように、天神山古墳群のうち１号墳と２号墳は発掘調査がおこなわれ、古墳ではないこ

とが明らかとなっている。

̐ ɽ調 査 ͷ ֓ ཁ

今回の調査では、京都府遺跡地図に天神山３号墳～̓号墳としてొ録されている地と平坦面

にトレンチを̒か所設ఆして調査を行った。トレンチ番号は西ଆからׂりৼった。ݱ地調査は、

すべて人ྗによる掘を行った。֤トレンチについては測量及ͼࣸਅによる記録ۀ࡞を行った。

૯調査面積は360㎡である。

̍τϨϯν　天神山̓号墳の確認を的として設ఆしたトレンチで、東西28̼、南北11̼、

෯２̼、面積は75㎡である。ඪߴがߴい地からॱに西ଆに向かって৳ͼるࣼ面、西ଆにோが

いςϥε状の地形、北ଆに向かって৳ͼるࣼ面に位置するのڱ73.5̼から74̼を測るߴがるඪ

で、ςϥε状地形を基にे字形のトレンチを設ఆした。トレンチのඪߴは約66.8～74.9̼でൺߴ

ࠩは約̼̔である。ද土の下で２層及ͼ３層上面で遺構精査したが、盛り土や溝などの遺構は

確認できなかった。トレンチ西ଆでஅちׂり調査を行ったが、土層のม化は確認できなかった。

第̑図　４トレンチ平面図と土層ப状図
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ද土の下でᙈの破ย（図̓ʵ１）を含む須恵器ย３と土師器ย１が出土した。

̎τϨϯν　天神山̒号墳の確認を的として設ఆしたトレンチで、東西19.5̼、南北約

18̼、෯２̼、面積は63㎡である。調査前のݱ地ではߴまりが認められた。ߴまりを中৺として

े字形にトレンチを設ఆした。調査の結果、ද土の下の２層上面で遺構精査したが、盛り土な

どの遺構は確認できͣ、調査前に確認したߴまりは自然地形であると判அした。遺物も出土しな

かった。

̏τϨϯν　前方後円墳としてొ録される天神山̑号墳の確認を的として設ఆしたトレンチ

である。さ約27.5̼、෯２̼、面積は58㎡である。ݱ地はඪ83～82.5̼ߴmに位置する南北に

৳ͼる尾根ྏઢ上の平坦面である。北ଆに平面円形の攪乱が認められた。ද土の下２層及ͼ３

層上面で遺構精査したが、遺構は確認できなかった。トレンチの東นにԊってஅちׂり調査を行

ったが土層のม化はみられなかった。ද土下で須恵器ยが２、土師器ยが２、器種不明の

土器が１出土した。

̐τϨϯν　天神山４号墳の確認を的として設ఆしたトレンチで、南西に৳ͼるઉ状の尾根

ྏઢ上に位置し、一部で平坦面らしき状گが認められた。トレンチはさ約24̼、෯約２̼、面

積は51㎡、ඪߴは72.0̼から77.5̼でൺࠩߴは5.5̼である。ද土の下の２層及ͼ３層上面を遺

第̒図　̑トレンチ平面図と土層ப状図
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構精査したが、盛り土などの遺構は確認できなかった。ද土の下で土師器ยが１、近世のؙ

瓦ยが１（図̓ʵ２）、Ӭ通ๅ（図̓ʵ３）が１出土した。

̑τϨϯν　南北に৳ͼる尾根ྏઢ上の平坦面に設ఆしたトレンチである。さ約24̼、෯約

２̼、面積は47㎡、ඪߴは85.7̼～86.5̼である。ද土の下の２層で遺構は確認できなかった。

トレンチの西นとトレンチ中ԝ部東西方向の３έ所でஅちׂり調査を行ったが、土層のม化はみ

られなかった。遺物も出土しなかった。

̒τϨϯν　前方後円墳としてొ録される天神山３号墳の確認を的として設ఆしたトレンチ

である。本調査では࠷もߴいඪ93.9ߴmの上に位置し、ݱ地形は円形をఄする。円形の中৺部

分を基にे字形のトレンチを設ఆした。東西約19̼、南北約24.5̼、෯約２̼、面積は約76

㎡である。ද土の下の２層及ͼ３層上面で遺構精査したが、盛り土などの遺構は確認できなか

第̓図　̒トレンチ平面図と土層ப状図
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った。トレンチの東西方向でஅちׂり調査を

行ったが、土層のม化はみられなかった。し

たがって、ݱ地形の円形は自然地形であると

判அした。ද土下で須恵器ഋ（図̓ʵ４）

１を含む須恵器ยが２、土師器ยが３、

瓦器ยが１、Ӭ通ๅ（図̓ʵ̑）が１出

土した。

̑ ɽग़  遺 

今回の調査で出土した遺物は、奈良時代か

ら江戸時代の遺物が出土した。いͣれもࡉย

であり、図化できるものは少数である。

１は１トレンチで出土した須恵器のᙈの体

部である。ম成は良で、土はີである。

Ώるやかに内するが天地は不明である。

存̒Dm、ްさ̓Dmである。֎面はୟき

が明ྎに遺存する。ཪ面にはて۩ࠟがみら

れる。て۩ࠟの୯位はஈࠩになって遺存することからڧくԡしてたものとみられる。２は４

トレンチで出土した近世のؙ瓦である。存8.7Dm、ްさ２Dmである。ম成は良で、土は

ややૈい。ತ面には工۩でった後にφσを施す。Ԝ面には木൨きࠟがみられる。部は面औり

する。３は４トレンチで出土した新Ӭ通ๅである。４は̒トレンチで出土した須恵器ഋであ

る。器３ߴDm、ްさ0.6Dm、෮元13.8ܘDmである。ম成はやや不良で、土はີである。ఈ部か

らޱԑ部が遺存する。体部はφσで調整する。体部とఈ部のڥはさらに回సϔϥέズリを施す。

ఈ部はϔϥΩリである。̑は̒トレンチで出土した新Ӭ通ๅである。

̒ ɽ· ͱ Ί

本調査では天神山古墳群の確認を的としたが、盛り土や周溝といった古墳にともなう遺構や、

輪の遺物は検出できなかった。したがって、天神山３号墳～̓号墳は古墳でないことを確認

した。第１次調査のࡍに検出された溝状の遺構の、古墳時代Ҏ֎の遺構も確認できなかった。

遺物は、須恵器や土師器、瓦器、近世の瓦、Ӭ通ๅが出土した。

遺構は確認できない一方で古代から近世の遺物が出土したことから、人ʑの活動をうかがうこ

とができるが、そのੑ֨などについては不明である。また、土砂の流出などに伴い、遺構がফࣦ

したՄੑも考͑られる。

（福山博章・౻井ཅี）

第̔図　出土遺物実測図
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南北ܣ北部（西から）

（3）東光寺古墳　石室চ面上の
南北ܣ南部（西から）



ਤ൛第 17ɹ౦ޫࣉ跡

（1）東光寺古墳　ݰ室内Ԟน
（̖群）出土状گ（南から）

（2）東光寺古墳　石室内କ部（̗群）
遺物出土状گ（北西から）

（3）東光寺古墳　石室内କ部（̗群）
遺物出土状گ（西から）



ਤ൛第 1�ɹ౦ޫࣉ跡

（1）東光寺古墳　ત道部่མ石
আ去後の状گ（西から）

（2）東光寺古墳　ત道部চ面のഉ水
溝（南から）

（3）東光寺古墳　石室東ଆの土層
堆積状گ（南から）



ਤ൛第 1�ɹ౦ޫࣉ跡

（1）東光寺古墳　ݰ室চ面下面の
状گ（南から）

（2）東光寺古墳　ݰ室চ面下面の
状گ（西から）

（3）東光寺古墳　ત道部চ面下面の
状گ（北西から）



ਤ൛第 ��ɹ౦ޫࣉ跡

（1）東光寺古墳　石室ཆੜのۀ࡞
状گ（西から）

（2）東光寺古墳　石室ཆੜの状گ
（南西から）

（3）東光寺古墳　石室ཆੜの状گ
（北西から）



ਤ൛第 �1ɹ౦ޫࣉ跡

出土遺物１
2 ��

1�

3�

3�

1�

�

1�

5

1111

12



ਤ൛第 ��ɹ౦ޫࣉ跡

出土遺物２
4� ��

34

35

3�

32

31

3�

2�

2�

2�

2�



ਤ൛第 ��ɹ౦ޫࣉ跡

出土遺物３（内面）

出土遺物３（֎面）

�

4

1 �

22

2� 1�

14

15

1�

25

24

�

4

1
�

22

2�

1�

14

15

1�

25

24



ਤ൛第 ��ɹ౦ޫࣉ跡

出土遺物４
4� 4�

4�4�

4�

4�

41



ਤ൛第 1ɹ෬ݟ跡

（1）第１トレンチશܠ（南東から）

（2）第１トレンチ西部近ܠ（北東から）



ਤ൛第 �ɹ෬ݟ跡

（1）第１トレンチ近ܠ（西から）

（2）第１トレンチશܠ（東から）



ਤ൛第 �ɹ෬ݟ跡

（1）第１トレンチ西部近ܠ（西から）

（2）第１トレンチ杭列近ܠ（西から）



ਤ൛第 �ɹ෬ݟ跡

（1）第１トレンチ杭列近ܠ（北から）

（2）第１トレンチ杭列அちׂりஅ面（東から）



ਤ൛第 5ɹ෬ݟ跡

（1）第１トレンチ杭列அちׂりஅ面（東から）

（2）第１トレンチ遺物出土状گ（南から）



ਤ൛第 �ɹ෬ݟ跡

（1）第１トレンチ南นஅ面（北東から）

（2）第１トレンチ南นஅ面（北東から）



ਤ൛第 7ɹ෬ݟ跡

（1）第２トレンチશܠ（北から）

（2）第２トレンチશܠ（南から）



ਤ൛第 �ɹ෬ݟ跡

（1）第２トレンチ東นஅ面（西から）

（2）第２トレンチ東นஅ面（南西から）



ਤ൛第 �ɹ෬ݟ跡

（1）土４遺物出土状گ（南から）

（2）第２トレンチஅちׂり状گ（西から）



ਤ൛第 1�ɹ෬ݟ跡

出土遺物
52 55

53

54

52

51

5�

3�

4�

4�

55

53

54



ਤ൛第 1ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）１トレンチશ１ܠ（南から）

（2）１トレンチશ２ܠ（北から）

（3）１トレンチ東ଆ֦ு前શܠ
（西から）



ਤ൛第 �ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）１トレンチ東ଆ֦ு後શܠ
（北西から）

（2）１トレンチ東ଆ֦ு区แ含層
அ面（北から）

（3）１トレンチ東֦ு区遺物
出土状گ（北東から）



ਤ൛第 �ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）２トレンチશܠ（北西から）

（2）２トレンチ西部શܠ（北西から）

（3）２トレンチ南部શܠ（西から）



ਤ൛第 �ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）２トレンチ北部શܠ（南から）

（2）２トレンチ東部શܠ（東から）

（3）２トレンチ̨̭01検出状گ
（北東から）



ਤ൛第 5ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）２トレンチ̨̭01ൣғ確認状گ
（北西から）

（2）２トレンチ̨̭01掘状گ
（北東から）

（3）３トレンチશܠ（南から）



ਤ൛第 �ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）４トレンチશܠ（南から）

（2）̑ トレンチશܠ（南西から）

（3）̒ トレンチશܠ（南から）



ਤ൛第 7ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）̓ トレンチશܠ（西から）

（2）̔ トレンチશܠ（東から）

（3）̕ トレンチશܠ（東から）



ਤ൛第 �ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）̕ トレンチ遺物出土状گԕܠ
（北西から）

（2）̕ トレンチ遺物出土状گ近ܠ
（北から）

（3）10トレンチશܠ（西から）



ਤ൛第 �ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）11トレンチશܠ（東から）

（2）12トレンチશܠ（西から）

（3）13トレンチશܠ（西から）



ਤ൛第 1�ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）14トレンチશܠ（南から）

（2）15トレンチશܠ（南西から）

（3）15トレンチશܠ（南東から）



ਤ൛第 11ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）２トレンチ１号墳શܠ（南から）

（2）２トレンチ１号墳石室શܠ（南から）



ਤ൛第 1�ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）２トレンチ１号墳墳丘存状گ（北西から）

（2）２トレンチ１号墳શܠ（南から）



ਤ൛第 1�ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）２トレンチ１号墳検出状گ
（南から）

（2）２トレンチ１号墳ત道ॎஅ面
（南東から）

（3）２トレンチ２号墳ݰ部横அ面
（南から）



ਤ൛第 1�ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）２トレンチ１号墳ત道掘状گ
（南から）

（2）２トレンチ１号墳ด࠹石
検出状گ（南東から）

（3）２トレンチ１号墳ત道ଆน石材
（北東から）گ存状



ਤ൛第 15ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）２トレンチ１号墳石室内横அ面
（北から）

（2）２トレンチ１号墳石室શܠ
（南から）

（3）２トレンチ１号墳ഉ水溝
（南東から）ܠ掘શ



ਤ൛第 1�ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）２トレンチ１号墳石材ਾࠟ
（北から）ܠ掘શ

（2）２トレンチ１号墳墳丘அ面
（南西から）

（3）２トレンチ１号墳周溝அ面
（南東から）



ਤ൛第 17ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）２トレンチ１号墳石材غ状گ
（南西から）

（2）２トレンチ１号墳遺物出土状گ
（北東から）

（3）２トレンチ̨̭31遺物出土状گ
（南から）



ਤ൛第 1�ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）16トレンチ２号墳石室શܠ（南から）

（2）16トレンチ２号墳墳丘அちׂりશܠ（南から）



ਤ൛第 1�ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）16トレンチ２号墳石室内அちׂりશܠ（南から）

（2）16トレンチ２号墳石材設置状گશܠ（南西から）



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）16トレンチ２号墳検出状گ
શܠ（南から）

（2）16トレンチ２号墳石室石材
ൈऔ状گશܠ（南から）

（3）16トレンチ２号墳石室内中世
（南から）گར༻面検出状࠶



ਤ൛第 �1ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）16トレンチ２号墳石室石材
ൈऔࠟ横அ面（南西から）

（2）16トレンチ２号墳石室石材
ൈऔࠟ北横அ面（東から）

（3）16トレンチ２号墳石室石材
ൈऔࠟ南横அ面（西から）



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）16トレンチ２号墳石室内中世࠶
ར༻面横அ面（北から）

（2）16トレンチ２号墳石室内中世࠶
ར༻面ॎஅ面શܠ（西から）

（3）16トレンチ２号墳石室内中世࠶
ར༻面ॎஅ面北検出状گ

（南東から）



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）16トレンチ２号墳石室内中世࠶
ར༻面敷状گ（南から）

（2）16トレンチ石材ൈऔ51̨̠石
材検出状گ（南から）

（3）16トレンチ２号墳石室内
遺物出土状گԕܠ（南西から）



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）16トレンチ２号墳石室内
遺物出土状گ近ܠ（西から）

（2）16トレンチ２号墳石室
（南から）گ掘状

（3）16トレンチ２号墳石室石材
ਾ穴掘状گ（南から）



ਤ൛第 �5ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）16トレンチ２号墳石室
北ଆ墳丘அ面（北西から）

（2）16トレンチ２号墳石室
西ଆ墳丘அ面（南から）

（3）16トレンチ２号墳石室
東ଆ墳丘அ面（南東から）



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）16トレンチ２号墳周溝
̨̙05அ面（東から）

（2）16トレンチ２号墳周溝
̨̙05அ面（東から）

（3）16トレンチ２号墳石材
আ去状گશܠ（南から）



ਤ൛第 �7ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）16トレンチ２号墳Ԟนଆน
߹せ状گ（南から）

（2）16トレンチ２号墳Ԟนӈଆน
߹せ状گ（南東から）

（3）16トレンチ２号墳Ԟนࠨଆน
߹せ状گ（北東から）



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）16トレンチ２号墳ӈଆน
߹せ状گ（西から）

（2）16トレンチ２号墳Ԟน
എ面状گ（北から）

（3）16トレンチ２号墳ӈଆน
߹せഎ面状گ（東から）



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）17トレンチ３号墳・４号墳ཱ地状گ（南東から）

（2）17トレンチ３号墳石室શܠ（南から）



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）17トレンチ４号墳શܠ（南東から）

（2）17トレンチ４号墳શܠ（南東から）



ਤ൛第 �1ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）17トレンチ４号墳அちׂり状گશܠ（南東から）

（2）17トレンチ４号墳掘શܠ（南東から）



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）17トレンチண手前状گ
（南西から）

（2）17トレンチ３号墳検出状گ
（南から）

（3）17トレンチ３号墳掘状گ
（南から）



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）17トレンチ３号墳石室̨̭01
　 石材存状گ（南東から）

（2）17トレンチ３号墳石室̨̭01
　 石材ਾ穴検出状گ（南から）

（3）17トレンチ３号墳遺物
出土状گ（西から）



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）17トレンチ３号墳石室内攪乱
　 ̨̭01அ面（西から）

（2）17トレンチ４号墳調査状گ
（南東から）

（3）17トレンチ４号墳石室内
セΫシϣン設置状گ（南東から）



ਤ൛第 �5ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）17トレンチ４号墳石室̨̭02
　 石室内南北セΫシϣンஅ面

（東から）

（2）17トレンチ４号墳石室̨̭02
 　石室内掘状گ（南から）

（3）17トレンチ４号墳石室̨̭02
　 石室内掘状گ（北西から）



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）17トレンチ４号墳周溝̨̙03அ
面̗ʵ̗ʟ（東から）

（2）17トレンチ４号墳周溝̨̙03அ
面̘ʵ̘ʟ（東から）

（3）17トレンチ４号墳周溝̨̙03அ
面̙ʵ̙ʟ（西から）



ਤ൛第 �7ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）17トレンチ４号墳遺物
出土状گ（北東から）

（2）17トレンチ４号墳ӈଆนਾ穴
内整地土検出状گ（南東から）

（3）17トレンチ４号墳掘状گ
（南東から）



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）18トレンチશܠ（南西から）

（2）19トレンチશܠ（東から）

（3）20トレンチશܠ（東から）



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）21トレンチશܠ（東から）

（2）22トレンチશܠ（東から）

ܠ地આ明会෩ݱ（3）



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

出土遺物１
23 ��

14

1�

11

�

1�

21

1�

�

2�

1�

15

13



ਤ൛第 �1ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

出土遺物２
2�

3�

35

3�

3�

33

32

�7

34

2�



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

出土遺物３
45 ��

42

4�3�

41



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

出土遺物４
�3 ��

��

�4

�3

��

��

��

�1

��

�4

�3

��

�1



ਤ൛第 ��ɹେ௩ݹɾେ௩遺跡

（1）出土遺物̑

（2）出土遺物̒

4

�4

��

5�

5�

3�

55

�1

�2

�2

�4 �5

�3



ਤ൛第 1ɹۚງ遺跡

（1）調査前ԕܠ（南から）

（2）１トレンチશܠ（南西から）

（3）１トレンチ土層அ面（南から）



ਤ൛第 �ɹۚງ遺跡

（1）１トレンチ深掘状گ（東から）

（2）２トレンチશܠ（西から）

（3）２トレンチ土層அ面（南西から）



ਤ൛第 1ɹఱਆݹࢁ܈第̎࣍

（1）１トレンチશܠ（北から）

（2）１トレンチશܠ（西から）

（3）１トレンチશܠ（北西から）



ਤ൛第 �ɹఱਆݹࢁ܈第̎࣍

（1）２トレンチશܠ（北から）

（2）２トレンチશܠ（西から）

（3）２トレンチશܠ（南から）



ਤ൛第 �ɹఱਆݹࢁ܈第̎࣍

（1）３トレンチશܠ（南から）

（2）３トレンチશܠ（南から）

（3）３トレンチ東นஅ面（西から）



ਤ൛第 �ɹఱਆݹࢁ܈第̎࣍

（1）４トレンチશܠ（東から）

（2）４トレンチશܠ（西から）

（3）４トレンチ北นஅ面（南から）



ਤ൛第 5ɹఱਆݹࢁ܈第̎࣍

（1）̑ トレンチશܠ（北から）

（2）̑ トレンチશܠ（南から）

（3）̑ トレンチ西นஅ面（東から）



ਤ൛第 �ɹఱਆݹࢁ܈第̎࣍

（1）̒ トレンチશܠ（北から）

（2）̒ トレンチશܠ（東から）

（3）出土遺物

1

4

2 5

3
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡
番号

　゜　′　″ 　゜　′　″ ㎡

つきでいせき

月出遺跡

きょうとふきょうた
んごしあみのちょう
はまづめつきで

京都府京丹後市
網野町浜詰月出

26212 2192 35°39′17″ 134°57′35″
20171017

～
20171222

500 道路建設

とうこうじあと

東光寺跡

きょうとふまいづる
しあざきょうだこあ
ざとうこうじ

京都府舞鶴市字
京田小字東光寺

26202 226 35°24′50″ 135°19′58″
20160526

～
20161102

1,600 道路建設

ふしみじょうあと

伏見城跡

きょうとふきょうと
しふしみくむらかみ
ちょう

京都府京都市伏
見区村上町

26109 1172 34°55′57″ 135°45′27″
20160927

～
20161215

400 建物建設

きたおおつかこふん・
おおつかいせき

北大塚古墳・
大塚遺跡

きょうとふきつづき
ぐんいでちょういで
おおつかほか

京都府綴喜郡井
手町井手大塚他

26343 8・
36 34°48′27″ 135°48′36″

20160721
～

20161028
20170105

～
20170131
20170405

～
20170530

1,357

1,848

建物建設

かなほりいせき

金堀遺跡

きょうとふそうらく
ぐんせいかちょうや
まだかなほり

京都府相楽郡精
華町山田金堀

26366 23 34°44′00″ 135°46′42″
20170420

～
20170518

120 道路建設

てんじんやまこふんぐ
んだい２じ

天神山古墳群
第２次

きょうとふきづがわ
しきづてんじんやま

京都府木津川市
木津天神山

26214 138 34°43′39″ 135°49′32″
20160801

～
20160909

370 道路建設

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

月出遺跡 遺物
散布地

不明 なし なし

東光寺遺跡 寺院跡
古墳

古墳～中世 横穴式石室・溝 須恵器・土師器・五輪塔

伏見城跡 近世都市 江戸時代 溝・杭列 近世陶磁器・木製品・木簡 岡 山 藩 関
連 木 簡 の
出土

北大塚古墳

大塚遺跡

円墳

散布地

古墳時代後
期

古墳 須恵器・土師器・鉄器・金銅製品・瓦
器

須恵器・土師器

金堀遺跡 散布地

天神山古墳群１次 古墳群 奈良～近世 なし

所収遺跡名 要 約

月出遺跡
古墳状の隆起に対して調査を実施したが、砂丘の起伏であることがわかった。また、平坦
地のトレンチでは攪乱が深く及んでいることも判明した。

東光寺遺跡
地元の伝承で東光寺と呼ばれる寺院があったとされているが、人工的な雛壇状築盛やそれ
に伴う整地、暗渠を検出した。また、造成によって破壊された横穴石室を主体部とする円
墳を検出した。

伏見城跡

豊臣秀吉によって築かれた伏見城であるが、今回の発掘調査では江戸中期の溝などを検出
した。絵図などから岡山藩伏見屋敷のあった場所で、溝からは岡山藩に関係する人名が記
載された荷札木簡が発見されている。また、隣接して存在した新宮藩の家紋入り漆椀など
も発見されている。

北大塚古墳・大塚遺跡

北大塚古墳は従来、その位置や内容についてはほとんど分かっていなかったが、調査の結
果、４基の古墳を検出した。これらの古墳の墳丘や石室はほとんど破壊されていたが、部
分的に石材が遺存しており、横穴式石室墳であることが判明した。過去の報告では、北大
塚古墳の周辺には複数の古墳が存在したとされているが、北大塚古墳は少なくとも４基の
古墳で構成される群集墳であることが判明した。
大塚遺跡は散布地として知られており、過去の調査においては遺物の出土は見るものの、
遺構は確認されていない。今回の小規模調査の結果、少量の遺物は出土するが、顕著な遺
構は確認できなかった。

金堀遺跡 遺物散布地として周知されている遺跡であるが、今回の発掘調査地では山田川本流の洪水
堆積層を確認するにとどまった。

天神山古墳群１次 前方後円墳を含む古墳群として周知されていたが、調査の結果すべて自然地形であること
が判明した。ただ、丘陵尾根部から奈良時代の遺物が発見されていることから、丘陵部で
人間の活動があったことがわかる。
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